
(様式第 10) 

東大院総第 ２５８ 号  

平成２８年１０月３日  

  厚生労働大臣 塩崎 恭久 殿 

開設者名  五 神   真  (印) 

 

東京大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成２７年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1 
 氏   名  五神 真 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 東京大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒113-8655 東京都文京区本郷7-3-1 
                               電話( 03 )3815－5411 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

1 循環器内科  2 呼吸器内科  3 消化器内科  4 腎臓・内分泌内科  5 糖尿病・代謝内科  

6 血液・腫瘍内科  7 アレルギー・リウマチ内科  8 感染症内科  9 神経内科  10 老年内科  

11 心療内科  12           13          14 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 



 

 

(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

1 胃・食道外科  2 大腸・肛門外科  3 肝臓・胆のう・膵臓外科  4 血管外科  

5 乳腺・内分泌外科  6 臓器移植外科  7 心臓外科  8 呼吸器外科  9 女性外科  

10小児外科 11    12      13          14 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 
8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科 
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

1歯科口腔外科・矯正歯科    2        3        4        5        6        7           

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

1 形成・美容外科  2 リハビリテーション科  3 病理診断科  4 臨床検査科  5          

6       7        8        9      10       11       12        13       14        

15     16      17       18      19       20       21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

54床 床 床 床 1163床 1217床 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 28 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         503人 406.8人  909.8人  看 護 補 助 者           63人 診療エックス線

技師 

   0人 

 歯 科 医 師         12人  17.9人   29.9人  理 学 療 法 士           19人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

129人 

 薬 剤 師          89人   4.7人   93.7人  作 業 療 法 士             9人 衛生検査技

師 

    1人 

 保 健 師           0人    0人      0人  視 能 訓 練 士            11人 そ の 他           0人 

 助 産 師          54人    0人     54人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     7人 

 看 護 師        1258人 14.0人   1272人  臨 床 工 学 士   32人 医療社会事業従

事者 

    5人 

 准 看 護 師           0人    0人      0人  栄  養  士             2人 その他の技術員          194人 

 歯科衛生士      5人    0人      5人  歯 科 技 工 士            2人 事 務 職 員          334人 

 管理栄養士     12人   0.9人   12.9人  診療放射線技師     73人 その他の職員          326人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成 28 年 10 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 40.3 人 眼 科 専 門 医 13.9 人 

外 科 専 門 医 56.9 人 耳鼻咽喉科専門医 17.0 人 

精 神 科 専 門 医 14.4 人 放射線科専門医 14.5 人 

小 児 科 専 門 医 23.4 人 脳神経外科専門医 14.1 人 

皮 膚 科 専 門 医 11.2 人 整形外科専門医 21.4 人 

泌尿器科専門医 11.3 人 麻 酔 科 専 門 医 15.8 人 

産婦人科専門医 25.3 人 救 急 科 専 門 医 3.0 人 

  合 計 282.5 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 齊藤 延人       ） 任命年月日 平成２７年 ４月 １日 

リスクマネジメント委員会委員 平成 27 年 4 月 1 日～現在 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数        1029人             11.7人           1040.7人 

 １日当たり平均外来患者数             2859.1人              80.5人           2939.6人 

 １日当たり平均調剤数                                                     2539.9        剤 

必要医師数 272人  
必要歯科医師数 6人  
必要薬剤師数 35人  

必要（准）看護師数 619人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

1328 m 2 

 

鉄骨 

 

   病 床 数  61 床  心  電  計  ○有・無 

   人工呼吸装置  ○有・無  心細動除去装置  ○有・無 

   その他の救急蘇生装置  ○有・無  ペースメーカー  ○有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     287 m 2      病床数      22 床 

［移動式の場合］ 台 数      0 台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積   79 m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室   459 m 2 鉄 筋 コ ン

クリート 

  （主な設備）自動搬送システム、各種自動分析装置、採血台 

細菌検査室   261 m 2 鉄 筋 コ ン

クリート 

  （主な設備）培養装置、滅菌装置、孵卵器、顕微鏡 

病理検査室   446 m 2 鉄骨   （主な設備）固定漕、包埋装置、薄切台、自動染色機 

病理解剖室    60 m 2 鉄骨   （主な設備）解剖台、切出台、接写装置 

研 究 室 18499 m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）机、作業台、ドラフトチャンバー、顕微鏡等 

講 義 室    88 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      1 室  収容定員      130    人 

図 書 室  1031 m 2 鉄筋コン

クリート 

   室数      24  室  蔵 書 数  112,000 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹 介 率 86．4％ 逆 紹 介 率 88．6 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                       19885人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    24385人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     3887人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                       27519人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）  

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況  

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

4人　

0人　

51人　

1人　

-人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査

定量的ＣＴを用いた有限要素法による骨強度予測評価

前眼部三次元画像解析

急性リンパ性白血病細胞の免疫遺伝子再構成を利用した定量的ＰＣＲ法による骨髄微小残存病変（ＭＲ
Ｄ）量の測定

高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

5人　

7人　

9人　

20人　

1人　

0人　

4人　

-人　

-人　

-人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにＳ－１内服併用療法　腹膜播種又は進行性胃がん（腹
水細胞診又は腹腔洗浄細胞診により遊離がん細胞を認めるものに限る。）
ゾレドロン酸誘導γδT細胞を用いた免疫療法　非小細胞肺がん（従来の治療法に抵抗性を有するものに
限る。）
S-1内服投与、オキサリプラチン静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法　腹膜播種を伴う初
発の胃がん
カペシタビン内服投与、シスプラチン静脈内投与及びドセタキセル腹腔内投与の併用療法　腹膜播種を伴
う初発の胃がん
パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る。）の併用療法　上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん
放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法　初発の中枢神経系原発悪性リンパ腫（病理学的見地からびまん
周術期カルペリチド静脈内投与による再発抑制療法　非小細胞肺がん（CT撮影により非浸潤がんと診断さ
れたものを除く。）
mFOLFOX6及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法　胃がん（腺がん及び腹膜播種であると確認された
ものであって、抗悪性腫瘍剤の経口投与では治療が困難なものに限る。）

FOLFIRINOX療法　胆道がん（切除が不能と判断されたもの又は術後に再発したものに限る。）

切除支援のための気管支鏡下肺マーキング法微小肺病変（肺悪性腫瘍が疑われ、又は診断のついた定
型的な肺葉間以外の切離線の設定が必要なものであり、かつ、術中に同定することが困難と予測され、切

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 47 56 ベーチェット病 245
2 筋萎縮性側索硬化症 55 57 特発性拡張型心筋症 247
3 脊髄性筋萎縮症 6 58 肥大型心筋症 30
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 1
5 進行性核上性麻痺 16 60 再生不良性貧血 65
6 パーキンソン病 186 61 自己免疫性溶血性貧血
7 大脳皮質基底核変性症 19 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 3
8 ハンチントン病 11 63 特発性血小板減少性紫斑病 90
9 神経有棘赤血球症 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 6 65 原発性免疫不全症候群 20
11 重症筋無力症 153 66 IgＡ 腎症 9
12 先天性筋無力症候群 67 多発性嚢胞腎 31
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 95 68 黄色靱帯骨化症 7

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
24 69 後縦靱帯骨化症 152

15 封入体筋炎 1 70 広範脊柱管狭窄症 31
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 63
17 多系統萎縮症 62 72 下垂体性ADH分泌異常症 41
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 153 73 下垂体性TSH分泌亢進症
19 ライソゾーム病 5 74 下垂体性PRL分泌亢進症 14
20 副腎白質ジストロフィー 19 75 クッシング病 7
21 ミトコンドリア病 20 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
22 もやもや病 83 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 28
23 プリオン病 78 下垂体前葉機能低下症 80
24 亜急性硬化性全脳炎 1 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）
25 進行性多巣性白質脳症 80 甲状腺ホルモン不応症
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 3
27 特発性基底核石灰化症 82 先天性副腎低形成症
28 全身性アミロイドーシス 24 83 アジソン病
29 ウルリッヒ病 84 サルコイドーシス 139
30 遠位型ミオパチー 2 85 特発性間質性肺炎 44
31 ベスレムミオパチー 86 肺動脈性肺高血圧症 74
32 自己貪食空胞性ミオパチー 1 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 2
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 36
34 神経線維腫症 70 89 リンパ脈管筋腫症 5
35 天疱瘡 27 90 網膜色素変性症 64
36 表皮水疱症 1 91 バッド・キアリ症候群 14
37 膿疱性乾癬（汎発型） 21 92 特発性門脈圧亢進症
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 168
39 中毒性表皮壊死症 94 原発性硬化性胆管炎 31
40 高安動脈炎 64 95 自己免疫性肝炎 9
41 巨細胞性動脈炎 5 96 クローン病 96
42 結節性多発動脈炎 40 97 潰瘍性大腸炎 391
43 顕微鏡的多発血管炎 29 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 30 99 慢性特発性偽性腸閉塞症
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 12 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症
46 悪性関節リウマチ 38 101 腸管神経節細胞僅少症
47 バージャー病 58 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 103 CFC症候群
49 全身性エリテマトーデス 415 104 コステロ症候群
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 180 105 チャージ症候群
51 全身性強皮症 554 106 クリオピリン関連周期熱症候群
52 混合性結合組織病 56 107 全身型若年性特発性関節炎
53 シェーグレン症候群 59 108 TNF受容体関連周期性症候群
54 成人スチル病 16 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 4 110 ブラウ症候群

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 2 161 家族性良性慢性天疱瘡
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 1
113 筋ジストロフィー 13 163 特発性後天性全身性無汗症
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 1 164 眼皮膚白皮症
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症
116 アトピー性脊髄炎 166 弾性線維性仮性黄色腫
117 脊髄空洞症 2 167 マルファン症候群 47
118 脊髄髄膜瘤 168 エーラス・ダンロス症候群
119 アイザックス症候群 1 169 メンケス病
120 遺伝性ジストニア 170 オクシピタル・ホーン症候群
121 神経フェリチン症 171 ウィルソン病 1
122 脳表ヘモジデリン沈着症 172 低ホスファターゼ症

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
173 VATER症候群

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1 174 那須・ハコラ病

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
175 ウィーバー症候群

126 ペリー症候群 176 コフィン・ローリー症候群
127 前頭側頭葉変性症 1 177 有馬症候群
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 178 モワット・ウィルソン症候群
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 179 ウィリアムズ症候群 1
130 先天性無痛無汗症 1 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群
131 アレキサンダー病 181 クルーゾン症候群
132 先天性核上性球麻痺 182 アペール症候群
133 メビウス症候群 183 ファイファー症候群
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 184 アントレー・ビクスラー症候群
135 アイカルディ症候群 185 コフィン・シリス症候群
136 片側巨脳症 186 ロスムンド・トムソン症候群
137 限局性皮質異形成 187 歌舞伎症候群 2
138 神経細胞移動異常症 188 多脾症候群
139 先天性大脳白質形成不全症 189 無脾症候群
140 ドラベ症候群 190 鰓耳腎症候群
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 191 ウェルナー症候群
142 ミオクロニー欠神てんかん 192 コケイン症候群
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 193 プラダー・ウィリ症候群
144 レノックス・ガストー症候群 2 194 ソトス症候群
145 ウエスト症候群 195 ヌーナン症候群
146 大田原症候群 196 ヤング・シンプソン症候群
147 早期ミオクロニー脳症 197 １p36欠失症候群
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 198 ４p欠失症候群 1
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 199 ５p欠失症候群
150 環状20番染色体症候群 1 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群
151 ラスムッセン脳炎 201 アンジェルマン症候群
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 202 スミス・マギニス症候群
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 203 22q11.2欠失症候群

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
204 エマヌエル症候群

155 ランドウ・クレフナー症候群 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患
156 レット症候群 206 脆弱X症候群
157 スタージ・ウェーバー症候群 207 総動脈幹遺残症
158 結節性硬化症 2 208 修正大血管転位症 3
159 色素性乾皮症 209 完全大血管転位症 1
160 先天性魚鱗癬 210 単心室症 1



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 261 タンジール病
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1 262 原発性高カイロミクロン血症
215 ファロー四徴症 2 263 脳腱黄色腫症
216 両大血管右室起始症 2 264 無βリポタンパク血症
217 エプスタイン病 265 脂肪萎縮症 1
218 アルポート症候群 266 家族性地中海熱
219 ギャロウェイ・モワト症候群 267 高ＩｇＤ症候群
220 急速進行性糸球体腎炎 268 中條・西村症候群

221 抗糸球体基底膜腎炎 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
222 一次性ネフローゼ症候群 13 270 慢性再発性多発性骨髄炎
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 271 強直性脊椎炎 12
224 紫斑病性腎炎 272 進行性骨化性線維異形成症
225 先天性腎性尿崩症 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 20 274 骨形成不全症 1
227 オスラー病 3 275 タナトフォリック骨異形成症
228 閉塞性細気管支炎 276 軟骨無形成症 2
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 277 リンパ管腫症/ゴーハム病
230 肺胞低換気症候群 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
232 カーニー複合 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変）
233 ウォルフラム症候群 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
282 先天性赤血球形成異常性貧血

235 副甲状腺機能低下症 1 283 後天性赤芽球癆
236 偽性副甲状腺機能低下症 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 285 ファンコニ貧血
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 6 286 遺伝性鉄芽球性貧血
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 1 287 エプスタイン症候群
240 フェニルケトン尿症 288 自己免疫性出血病XIII
241 高チロシン血症1型 289 クロンカイト・カナダ症候群
242 高チロシン血症2型 290 非特異性多発性小腸潰瘍症
243 高チロシン血症3型 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸
244 メープルシロップ尿症 292 総排泄腔外反症
245 プロピオン酸血症 293 総排泄腔遺残
246 メチルマロン酸血症 294 先天性横隔膜ヘルニア
247 イソ吉草酸血症 295 乳幼児肝巨大血管腫
248 グルコーストランスポーター1欠損症 296 胆道閉鎖症 5
249 グルタル酸血症1型 297 アラジール症候群
250 グルタル酸血症2型 298 遺伝性膵炎
251 尿素サイクル異常症 299 嚢胞性線維症
252 リジン尿性蛋白不耐症 300 ＩｇＧ４関連疾患 7
253 先天性葉酸吸収不全 301 黄斑ジストロフィー
254 ポルフィリン症 1 302 レーベル遺伝性視神経症
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 303 アッシャー症候群
256 筋型糖原病 304 若年発症型両側性感音難聴
257 肝型糖原病 2 305 遅発性内リンパ水腫

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
306 好酸球性副鼻腔炎 7

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・特定集治療室管理料３（小児加算含む）

・特定集治療室管理料４（小児加算含む）

・総合周産期特定集中治療室管理料１

・総合周産期特定集中治療室管理料２

・新生児治療回復室入院医療管理料

・小児入院医療管理料１

摂食障害入院医療管理加算

栄養サポートチーム加算

・退院支援加算２

・精神疾患診療体制加算

・精神科急性期医師配置加算

・救命救急入院料１(小児加算、充実度A加算）

・救命救急入院料４(小児加算、充実度A加算）

・特定集治療室管理料２（小児加算含む）

・患者サポート体制充実加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊婦管理加算

・ハイリスク分娩管理加算

・総合評価加算

・呼吸ケアチーム加算

・病棟薬剤業務実施加算１

・病棟薬剤業務実施加算２

・データ提出加算２

医療安全対策加算１

感染防止対策加算１

感染防止対策地域連携加算

無菌治療室管理加算２

緩和ケア診療加算 

精神科身体合併症管理加算

精神科リエゾンチーム加算

医師事務作業補助体制加算１（100対1）

急性期看護補助体制加算（25対1　看護補助者5割未満）

看護職員夜間配置加算（12対1・イ）

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算１

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算

特定機能病院入院基本料（一般）7対1入院基本料

特定機能病院入院基本料（精神）7対1入院基本料

超急性期脳卒中加算 

診療録管理体制加算２

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・検体検査管理加算（Ⅲ） ・腹腔鏡下小切開副腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎部
分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小切
開腎（尿管）悪性腫瘍手術

・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測
定

・小児補助人工心臓

・遺伝学的検査 ・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・検体検査管理加算（Ⅰ） ・同種心移植術

・医療機器安全管理料（歯科） ・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及
び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理
料

・補助人工心臓

・歯科治療総合医療管理料 ・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・薬剤管理指導料 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・医療機器安全管理料２ ・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術
及び経静脈電極抜去術

・医療機器安全管理料１ ・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペース
メーカー交換術

・がん治療連携計画策定料 ・生体部分肺移植術

・排尿自立指導料 ・経カテーテル大動脈弁置換術

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるも
の）

・院内トリアージ実施料 ・センチネルリンパ節生検（片側）

・ニコチン依存症管理料 ・同種死体肺移植術

・外来放射線照射診療料 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除
後）

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・下顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)（歯
科）

・糖尿病透析予防指導管理料 ・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネル
リンパ節生検（単独）

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネル
リンパ節生検（併用）

・がん患者指導管理料１ ・網膜再建術

・がん患者指導管理料２ ・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植
込型骨導補聴器交換術

・外来緩和ケア管理料 ・上顎骨形成術(骨移動を伴う場合に限る。)（歯
科）

・がん患者指導管理料３ ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型(拡大副鼻腔手術)

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・高度難聴指導管理料 ・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
及び脳刺激装置交換術交換術

・糖尿病合併症管理料 ・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術
（プレートのあるもの））

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



・凍結保存同種組織加算

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・輸血管理料Ⅰ

・輸血適正使用加算

・貯血式自己血輸血管理体制加算

・自己生体組織接着剤作成術

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・腹腔鏡下仙骨腟固定術

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限
る。）
・胎児胸腔・羊水腔シャント術

・（医科）手術の休日加算1、時間外加算1、深夜加
算１
・（歯科）手術の休日加算1、時間外加算1、深夜加
算１
・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻
造設術含む）

・生体腎移植術

・膀胱水圧拡張術

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

・人工尿道括約筋植込・置換術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）
・同種死体腎移植術

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除
（葉以上）を伴うものに限る。）
・体外衝撃波胆石破砕術

・腹腔鏡下肝切除術

・生体部分肝移植術

・同種死体肝移植術

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

・心臓ＭＲＩ撮影加算

・乳房ＭＲＩ撮影加算

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・外来化学療法加算１

・無菌製剤処理料

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

・画像診断管理加算２

・ポジトロン断層撮影

・ポジトロン断層撮影・コンピューター断層複合撮
影
・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・冠動脈ＣＴ撮影加算

・外傷全身ＣＴ加算

・補聴器適合検査

・ロービジョン検査判断料

・小児食物アレルギー負荷検査

・内服・点滴誘発試験

・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

・画像診断管理加算１

・ヘッドアップティルト試験

・人工膵臓検査、人工膵臓療法

・長期継続頭蓋内脳波検査

・光トポグラフィー

・脳磁図

・神経学的検査

・検体検査管理加算（Ⅳ）

・国際標準検査管理加算

・遺伝カウンセリング加算

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査
加算
・胎児心エコー法

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト



・口腔病理診断管理加算２

・クラウン・ブリッジ維持管理料

・歯科矯正診断料

・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等手術必
要）の手術前後における歯科矯正に係るもの））
・医科点数表第2章第10部手術の通側5及び6(歯科点
数表第2章第9部の通側4を含む。)に掲げる手術
・人工中耳植込術

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・画像誘導密封小線源治療加算

・保険医療機関間の連携による病理診断

・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速病理組織標本作製

・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速細胞診

・病理診断管理加算２

・高エネルギー放射線治療

・１回線量増加加算

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

・体外照射呼吸性移動対策加算

・定位放射線治療

・麻酔管理料（Ⅰ）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・放射線治療専任加算

・外来放射線治療加算

・歯科技工加算

・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の
場合に限る。）
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植
（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨
移植術に限る。）

・（医科）処置の休日加算1、時間外加算1、深夜加
算１
・（歯科）処置の休日加算1、時間外加算1、深夜加
算１
・エタノールの局所注入（甲状腺）

・透析液水質確保加算１

・磁気による膀胱等刺激法

・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

・精神科作業療法

・認知療法・認知行動療法２

・精神科ショート・ケア「小規模なもの」

・精神科デイ・ケア「大規模なもの」

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統
合失調症治療指導管理料に限る。）
・医療保護入院等診療料

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

・がん患者リハビリテーション料

・歯科口腔リハビリテーション料２

・児童思春期精神科専門管理加算



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

200

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・Ｋ939画像等手術支援加算
　　　　　2　実物大臓器立体モデルによるもの

　・K865-2腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

剖検症例数　　　45例　　　／　　剖検率      16.4%

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・Ｊ109　広範囲顎骨支持型装置埋込手術 　・

　・Ｄ006－4ミ遺伝学的検査

　・K939-6凍結保存同種組織加算

　・Ｋ939画像等手術支援加算　　1ﾅﾋﾞゲーションによるも
の

　・Ｋ047－3超音波骨折治療法

　・

　・Ｄ236－2光トポグラフィー
　　　　　　2　抑うつ症状の鑑別診断の補助に使用するも
の

　・K260-2羊膜移植術

　・

　・

　・

　・K721-4早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

（様式第2）



1  研究費補助等の実績 （直と間合算）

金額

1
6,900,000

補
委

2
3,793,000

補
委

3
5,262,000

補
委

4
744,000

補
委

5
3,478,000

補
委

6
6,920,000

補
委

7
6,338,000

補
委

8
1,102,000

補
委

9
2,125,000

補
委

10
1,097,000

補
委

11
6,111,000

補
委

12
918,000

補
委

13
23,000,000

補
委

14
1,693,000

補
委

15
15,385,000

補
委

16
808,000

補
委

17
685,000

補
委

18
770,000

補
委

19
770,000

補
委

20
1,500,000

補
委

21
500,000

補
委

22
500,000

補
委

23
300,000

補
委

24
150,000

補
委

25
300,000

補
委

26
1,000,000

補
委

27
600,000

補
委

28
200,000

補
委

29
300,000

補
委

30
100,000

補
委

31
600,000

補
委

32
50,000

補
委

小計：32
がん診療科データベースとJapanese National
Cancer Database(JNCDB)の運用と他がん登録と
の連携

中川　恵一 放射線科 厚生労働省

呼吸不全に関する調査研究 長瀬　隆英 呼吸器内科 厚生労働省

認知症非薬物療法の普及促進による介護負担の
軽減を目指した地域包括的ケア研究

秋下　雅弘 老年病科 厚生労働省

難治性血管腫・血管奇形・リンパ管腫・リンパ管腫
症および関連疾患についての調査研究

岩中　督 小児外科 厚生労働省

ミトコンドリア病の調査研究 山岨　達也 耳鼻咽喉科 厚生労働省

全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート
研究の推進及び高質診療データベースの為のNCD長期予後
入力システムの構築に関する研究

宮田　裕章 医療品質評価学講座 厚生労働省

摂食障害の診療体制整備に関する研究 吉内　一浩 心療内科 厚生労働省

全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート
研究の推進及び高質診療データベースの為のNCD長期予後
入力システムの構築に関する研究

國土　典宏 肝胆膵外科 厚生労働省

難治性血管炎に関する調査研究 赤澤　宏 循環器内科 厚生労働省

血液製剤によるHIV／HCV重複感染患者の肝移
植に関する研究

國土　典宏 肝胆膵外科 厚生労働省

難治性血管炎に関する調査研究 小室　一成 循環器内科 厚生労働省

自己免疫疾患に関する調査研究 山本　一彦 アレルギーリウマチ内科 厚生労働省

血液製剤によるHIV／HCV重複感染患者の肝移
植に関する研究

四柳　宏 感染症内科 厚生労働省

Dolichoectasiaの疾患概念確立並びに病態解明・
診断基準作成に関する研究

中冨　浩文 脳神経外科 厚生労働省

尿細管性蛋白尿を呈する遺伝性疾患の全国調査 三浦　健一郎 小児科 厚生労働省

四肢形成不全の疾患概念と重症度分類法の確立
に関する研究

芳賀　信彦 リハビリテーション科 厚生労働省

内耳自己免疫病の診断のための内耳特異的抗
体検査法の確立に関する研究

柿木　章伸 耳鼻咽喉科 厚生労働省

高齢者等における薬物動態を踏まえた用法要領
設定手法の検討に関する研究

秋下　雅弘 老年病科 厚生労働省

女性の健康の包括的支援のための情報収集・情
報発信と医療提供体制等に関する研究

藤井　知行 女性診療科 厚生労働省

LMX1B関連腎症の実態調査および診断基準の
確立

張田　豊 小児科 厚生労働省

臨床効果データベースの連携及び効率的運用の
ための研究

大江　和彦 企画情報運営部 厚生労働省

Erdheim-Chester病に関する調査研究 黒川　峰夫 血液・腫瘍内科 厚生労働省

特発性造血障害に関する調査研究 荒井　俊也 血液・腫瘍内科 厚生労働省

非典型溶血性尿毒症症候群（aHUS）の全国調査
研究

南学　正臣 腎臓内分泌内科 厚生労働省

医療安全支援センターの業務及び運営の改善の
ための研究

児玉　安司 医療安全管理学講座 厚生労働省

電子化した処方箋の標準化様式の整備と運用に
関する研究

大江　和彦 企画情報運営部 厚生労働省

難治性稀少部位子宮内膜症（肺・胸膜子宮内膜症、尿管・膀胱
子宮内膜症、腸管子宮内膜症、臍子宮内膜症）の集学的治療
のための分類・診断・治療ガイドライン作成

大須賀　穣 女性外科 厚生労働省

Kenny-Caffey症侯群類縁疾患の実態調査と診断
指針作成のための研究

北中　幸子 小児科 厚生労働省

レセプト情報・特定健診等情報データベースの利
活用の推進に関する研究

大江　和彦 企画情報運営部 厚生労働省

厚生労働省

National Clinical Database（NCD)を用いた医療の
質向上に関する研究

岩中　督 小児外科 厚生労働省

母乳のダイオキシン類汚染の実態調査と乳幼児
の発達への影響に関する研究

岡　明 小児科 厚生労働省

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助又は委託元

処方箋の電子化に伴う情報連携・情報利活用・プ
ライバシー保護のあり方に関する調査研究

山本　隆一 医療経営政策学講座

（様式第3）



金額研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助又は委託元

33
1,000,000

補
委

34
800,000

補
委

35
500,000

補
委

36
120,000

補
委

37
200,000

補
委

38
600,000

補
委

39
150,000

補
委

40
500,000

補
委

41
800,000

補
委

42
500,000

補
委

43
300,000

補
委

44
900,000

補
委

45
400,000

補
委

46
900,000

補
委

47
400,000

補
委

48
300,000

補
委

49
300,000

補
委

50
200,000

補
委

51
200,000

補
委

52
400,000

補
委

53
120,000

補
委

54
150,000

補
委

55
150,000

補
委

56
100,000

補
委

57
500,000

補
委

58
600,000

補
委

59
150,000

補
委

60
120,000

補
委

61
3,000,000

補
委

62
150,000

補
委

63
200,000

補
委

64
1,100,000

補
委

65
200,000

補
委

66
100,000

補
委

67
300,000

補
委

小計：35

網膜脈絡膜・視神経萎縮症に関する調査研究 小畑　亮 眼科 厚生労働省

後期高齢者の保健事業のあり方に関する研究 吉村　典子 関節疾患総合研究講座 厚生労働省

希少難治性角膜疾患の疫学調査 山上　聡 眼科 厚生労働省

慢性の痛み診療・教育の基盤となるシステム構築
に関する研究

松平　浩
運動器疼痛メディカルリ
サーチ

厚生労働省

強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分
類・診療ガイドライン作成事業

波多野　将 循環器内科 厚生労働省

慢性の痛み診療・教育の基盤となるシステム構築
に関する研究

住谷　昌彦 緩和ケア診療部 厚生労働省

小児呼吸器形成異常・低形成疾患に関する実態
調査ならびに診療ガイドライン作成に関する研究

二藤　隆春 耳鼻咽喉科 厚生労働省

非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染血友病
等患者の長期療養体制の構築に関する患者参
加型研究

四柳　宏 感染症内科 厚生労働省

難治性聴覚障害に関する調査研究 山岨　達也 耳鼻咽喉科 厚生労働省

原発性高脂血症に関する調査研究 岡崎　啓明 糖尿病・代謝内科 厚生労働省

特発性大腿骨頭壊死症の疫学調査・診断基準・重症度分類の
改訂と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究 田中　栄 整形外科 厚生労働省

強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分
類・診療ガイドライン作成事業

浅野　善英 皮膚科 厚生労働省

特発性心筋症に関する調査研究 赤澤　宏 循環器内科 厚生労働省

特発性心筋症に関する調査研究 小室　一成 循環器内科 厚生労働省

ベーチェット病に関する調査研究 蕪城　俊克 眼科 厚生労働省

小児呼吸器形成異常・低形成疾患に関する実態
調査ならびに診療ガイドライン作成に関する研究

岩中　督 小児外科 厚生労働省

難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 國土　典宏 肝胆膵外科 厚生労働省

医療事故におけるJustCulture(正義・公正の文化）を支える法
制度の構築を目指して－医療事故の原因分析・再発防止推進
のための法制度

児玉　安司 医療安全管理学講座 厚生労働省

東日本大震災被災地の小児保健に関する調査
研究

磯島　豪 小児科 厚生労働省

エビデンスに基づいた神経免疫疾患の早期診断
基準・重症度分類・治療アルゴリズムの確立

清水　潤 神経内科 厚生労働省

運動失調症の医療基盤に関する調査研究 辻　省次 神経内科 厚生労働省

ライソゾーム病（ファブリ病含む）に関する調査研
究

辻　省次 神経内科 厚生労働省

神経皮膚症候群に関する診療科横断的検討によ
る科学的根拠に基づいた診療指針の確立

筑田　博隆 整形外科 厚生労働省

神経変性疾患領域における基盤的調査研究 辻　省次 神経内科 厚生労働省

若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向
した妊孕性温存に関する心理支援体制の構築

大須賀　穣 女性外科 厚生労働省

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究 筑田　博隆 整形外科 厚生労働省

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 渡邉　聡明 大腸・肛門外科 厚生労働省

医療・介護分野における公的個人認証サービス
を利用した情報連携に関する研究

山本　隆一 医療経営政策学講座 厚生労働省

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する
調査研究

岡　明 小児科 厚生労働省

全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート
研究の推進及び高質診療データベースの為のNCD長期予後
入力システムの構築に関する研究

渡邉　聡明 大腸・肛門外科 厚生労働省

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患における包
括的な診断・治療ガイドライン作成に関する研究

岩中　督 小児外科 厚生労働省

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する
調査研究

齊藤　延人 脳神経外科 厚生労働省

危険ドラッグ等の乱用薬物に関する分析情報の
収集及び危害影響予測に関する研究

熊谷　英敏 先端臨床医学開発講座 厚生労働省

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究 芳賀　信彦 リハビリテーション科 厚生労働省

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する
調査研究

齊藤　延人 脳神経外科 厚生労働省
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68
300,000

補
委

69
250,000

補
委

70
10,140,000

補
委

71
2,210,000

補
委

72
650,000

補
委

73
910,000

補
委

74
42,640,000

補
委

75
2,080,000

補
委

76
1,300,000

補
委

77
2,730,000

補
委

78
1,300,000

補
委

79
1,560,000

補
委

80
900,000

補
委

81
1,690,000

補
委

82
1,040,000

補
委

83
3,380,000

補
委

84
1,170,000

補
委

85
2,210,000

補
委

86
34,580,000

補
委

87
7,930,000

補
委

88
藤原夕子 1,560,000

補
委

日本学術
振興会

（独）科学
技術振興
機構

89
1,430,000

補
委

90
2,860,000

補
委

91
1,820,000

補
委

92
稲木涼子 1,820,000

補
委

93
1,690,000

補
委

94
1,560,000

補
委

95
1,430,000

補
委

96
1,430,000

補
委

97
1,690,000

補
委

98
1,170,000

補
委

99
1,170,000

補
委

100
780,000

補
委

101
1,950,000

補
委

102
1,170,000

補
委

小計：35
低分子より誘導された多能性幹細胞由来骨
軟骨形成細胞による骨軟骨複合体作製法の
樹立

菅家康介
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

非接触応力センサ・画像認識による拡張現
実を用いた歯科矯正治療支援システムの開
発

杉山円
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

軟骨細胞の分化可塑性を活用した新規骨再
生法の開発

倉林くみ子
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

細胞周期制御の観点から骨吸収・骨形成を同時
に制御する分子を探る

小笠原徹
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

生体内核酸送達による骨再生法の開発に関
する戦略的研究

高戸毅
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

間葉系・造血系幹細胞の相互作用を活用した新
規骨再生法の開発と歯科矯正治療への応用

大久保和美
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

頭蓋顎顔面先天異常における三次元的平均病態
把握方法の開発

須佐美隆史
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

ラット歯周炎モデルの確立と骨形成薬剤による骨
再生療法の研究

波田野典子
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

再生前駆細胞と生体内成熟促進因子を活用した
新規軟骨再生法の開発

菅野勇樹
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

遊走型間質細胞が形成する微小環境の機能解
明と組織再生療法への応用

顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

口腔がん多段階発がん過程におけるスフィンゴシ
ン-１-リン酸シグナル調節機構の解明

安部貴大
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

マイクロイメージセンサとマイクロマシンを用いた
歯内療法支援ロボットの開発

谷口明紗子
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

線維性骨異形成症特異的iPS細胞による病態解
明と創薬への応用

星和人
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

自家再生組織移植における危険関連分子パター
ンの解析と再生医療への応用

顎口腔外科・歯科矯正
歯科

成熟細胞との共培養によるiPS細胞の分化・成熟
促進に関する研究

西條英人
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

低分子オステオリプログラミングとそのゲノム基盤
の解明に基づく新規骨再生技術の創生

高戸毅
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

サブセット制御による組織修復型マクロファージ
の大量増幅と組織再生療法への応用

星和人
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

根拠に基づく医療面接教育方法開発のための医
療コミュニケーション研究の基盤構築

石川　ひろの UMINセンター 日本学術振興会

頭蓋顎顔面形態異常における計算解剖学と計算
力学を用いた外科矯正手術支援

末永英之
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

次世代シーケンサーを用いた胃がんミュータノー
ム解析と個別化がんワクチンの開発

和田　郁雄 胃・食道外科 日本学術振興会

ヘルスリテラシーに着目したヘルスコミュニケー
ション改善のための実証研究

石川　ひろの UMINセンター 日本学術振興会

ＣＤ４陽性ＣＤ２５陰性ＬＡＧ３陽性　制御性Ｔ細胞
による抗体産生制御機構の解明

森田　薫
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

幹細胞を利用した内照射療法の基礎的検討 野村　幸世 胃・食道外科 日本学術振興会

T細胞アナジー関連遺伝子はいかにして制御性T
細胞による自己抗体産生制御に関わるか

岡村　僚久
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

関節リウマチを標的とした抗原特異的新規治療
戦略の開発

庄田　宏文
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

抗原感作後の抗原の経口投与による寛容誘導に
関する実験的研究

原田 広顕
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

CD4陽性T細胞におけるTGF-beta3産生の意義と
誘導機構の解明

岩崎 由希子
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

関節リウマチを対象としたヒト免疫学の確立 山本 一彦
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

ヒトLAG3陽性制御性T細胞によるB細胞抑制能
と、TGF-β3の作用機序解析

住友 秀次
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

超音波診断装置を用いた血管外漏出の原因分析 村山 陵子
アドバンストナーシング
テクノロジー講座

日本学術振興会

グローバル化を目指した糖尿病足潰瘍評価ス
ケールの開発

大江 真琴
アドバンストナーシング
テクノロジー講座

日本学術振興会

Web院内収集とCDISC外部送信機能を持つ汎用
医学研究データ収集システム

木内　貴弘 UMINセンター 日本学術振興会

CDISC標準対応症例データレポジトリーシステム
の構築と運用・評価

木内　貴弘 UMINセンター 日本学術振興会

希少がんの定義と集約化に向けたデータ収集と
試行のための研究

佐々木　毅 病理部 厚生労働省

Whole Slide Imaging(WSI)による病理診断の多施
設検証研究

佐々木　毅 病理部 厚生労働省
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103
900,000

補
委

104
1,430,000

補
委

105
1,560,000

補
委

106
1,820,000

補
委

107
1,560,000

補
委

108
2,340,000

補
委

109
1,690,000

補
委

110
2,210,000

補
委

111
650,000

補
委

112
1,690,000

補
委

113
1,560,000

補
委

114
1,170,000

補
委

115
1,000,000

補
委

116
910,000

補
委

117
1,300,000

補
委

118
5,200,000

補
委

119
1,690,000

補
委

120
2,340,000

補
委

121
5,850,000

補
委

122
1,950,000

補
委

123
1,560,000

補
委

124
1,040,000

補
委

125
780,000

補
委

126
1,300,000

補
委

127
1,690,000

補
委

128
3,250,000

補
委

129
1,040,000

補
委

130
1,170,000

補
委

131
1,300,000

補
委

132
5,850,000

補
委

133
田岡和城 1,950,000

補
委

134
1,430,000

補
委

135
血液・腫瘍
内科

1,950,000
補
委

136
1,950,000

補
委

137
1,200,000

補
委

小計：35

iPS細胞を用いた顆粒球輸血療法確立を目指した
科学的基盤形成

吉見昭秀 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

家族性骨髄異形成症候群の原因遺伝子およびそ
の分子機構の解明

髙岡賢輔 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

白血病幹細胞におけるオートファジーの機能的意
義の解明と白血病治療への応用の検討

渡谷久美（中崎
久美）

血液・腫瘍内科 日本学術振興会

モデルマウスを用いた低形成性白血病の病態解
析

荒井俊也 日本学術振興会

骨髄異形成症候群の造血抑制における、細胞競
合の役割の解明

黒川峰夫 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

ヒト人工多能性幹細胞を用いた移植可能な造血
幹細胞の作成

血液・腫瘍内科 日本学術振興会

特発性リンパ浮腫と特発性リンパ性胸腹水の病
態解明と外科的治療確立

原尚子 形成外科・美容外科 日本学術振興会

In vivo 活イカ巨大軸索を用いた早期可逆的軸索
機能回復の可能性に関する研究

成島三長 形成外科・美容外科 日本学術振興会

超微小外科技術を応用したリンパ外科手術手技
確立と国際共同研究

光嶋勲 形成外科・美容外科 日本学術振興会

超微細血管吻合を用いた新しい小臓器・複合組
織移植実験モデルの技術確立と機能解析

飯田拓也 形成外科・美容外科 日本学術振興会

急性腎障害における心腎連関とミトコンドリア障
害

土井研人 救命救急センター 日本学術振興会

院内感染に伴う重症敗血症の発症メカニズム解
析

中島勧 救命救急センター 日本学術振興会

肝切除術後動物癒着モデルを用いた新規癒着防
止材料の開発

清水篤志 肝胆膵外科 日本学術振興会

ヒト型ロボットと脳計算論によるCRPS知覚-運動
協応モデルの開発と治療機序解明

住谷昌彦 緩和ケア診療部 日本学術振興会

肝細胞癌特有のc-Met活性化機構に着目した化
学療法戦略の構築

唐子尭（唐偉） 肝胆膵外科 日本学術振興会

周術期化学療法の大腸癌肝転移に対する局所
制御能の基礎的検討

長谷川潔 肝胆膵外科 日本学術振興会

近位尿細管輸送とエンドサイトーシスにおけるV-
ATPase/mTORCの意義

鈴木正志 感染制御部 日本学術振興会

バイオマーカーを用いた肝細胞癌の新規画像診
断システムの構築と治療への応用的展開

國土典宏 肝胆膵外科 日本学術振興会

ロコモとメタボと認知症の相互作用の解明：住民
コホート10年間の追跡

吉村典子 関節疾患総合研究講座 日本学術振興会

Ｃ型肝炎におけるクリオグロブリンの生成機序の
解明

四柳宏 感染症内科 日本学術振興会

自己反応性T細胞の新規分化経路の自己免疫制
御における役割の解明

赤平理紗
アレルギー・リウマチ内
科

日本学術振興会

ビタミンＤ不足が要介護の原因5大疾患に及ぼす
影響の解明：住民コホート10年の追跡

吉村典子 関節疾患総合研究講座 日本学術振興会

結膜線維芽細胞から角膜内皮細胞へのｄｉｒｅｃｔ　ｒ
ｅｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ

中川卓 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

ｉＰＳ　細胞から角膜内皮細胞への分化誘導およ
び新規角膜再生医療法の開発

愛新覚羅維 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

角膜瘢痕に対する画期的核酸医薬の開発 臼井智彦 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

視細胞におけるミトコンドリアの生理、病理学的役
割の検証

上田高志 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

本態性眼瞼痙攣の疾患感受性遺伝子の研究 蕪城俊克 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

次世代視野測定アルゴリズムの開発 朝岡亮 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

視覚障害者用コンピューター適合型QOLスコアリ
ングシステムの開発

平澤裕代 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

狂犬病ウイルスを用いた網膜神経節細胞と大脳
視覚領域との多シナプス性構造基盤の解明

澤村裕正 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

視覚障害者の生活の質の定量化による正当
な視覚障害等級の検討

加藤聡 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

鼻涙管閉塞における分子メカニズムの検討 大友一義 眼科・視覚矯正科 日本学術振興会

細胞周期依存性の細胞接着変化を活用した
間葉系幹細胞の高効率培養法の確立

米永一理
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会

杯細胞分化のシグナル伝達の解明と治療応
用

山上聡 角膜移植部 日本学術振興会

活性型Ｇｌｉ３及び抑制型Ｇｌｉ３を選択的に利用
した効率的な骨再生法の確立

柏木美樹
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本学術振興会
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小計：35
軟骨保護・再生因子Runx1をターゲットとした変形
性関節症の治療標的分子の探索

矢野文子 骨・軟骨再生医療講座 日本学術振興会

注意欠如多動性障害患児に対する薬物、心理社
会的治療の選択のための客観的指標の開発

石井礼花 こころの発達診療部 日本学術振興会

変形性膝関節症の治療薬を目指した関節軟骨最
表層を再生誘導する低分子化合物の探索

矢野文子 骨・軟骨再生医療講座 日本学術振興会

強迫スペクトラム障害における反復行動の行動
表現型及びQOLと機能への影響の検討

金生由紀子 こころの発達診療部 日本学術振興会

マルチモダル非侵襲脳計測を用いた発達障害児
の自己／他者認知ネットワークの解明

川久保友紀 こころの発達診療部 日本学術振興会

肺がんにおけるRNA編集の異常に着目した個別
化医療の確立

渡邊広祐 呼吸器内科 日本学術振興会

チック障害の予後予測因子の検討 金生由紀子 こころの発達診療部 日本学術振興会

肺癌及び肺線維症における転写共役因子TAZの
機能解析－肺間質に焦点を当てて－

野口智史 呼吸器内科 日本学術振興会

ミクロダイセクションによる間質性肺炎の早期線
維化巣からの病態関連因子の抽出と応用

漆山博和 呼吸器内科 日本学術振興会

気道炎症におけるZC3H12A/MCPIPの機能解析 山内康宏 呼吸器内科 日本学術振興会

肺扁平上皮癌におけるFGFR1の役割とFGFR阻
害薬への耐性化を来す機序の解明

天野陽介 呼吸器内科 日本学術振興会

大腸癌におけるコリバクチン産生性大腸菌の病
原性の検討とスクリーニング法の開発

吉田俊太郎 光学医療診療部 日本学術振興会

代表的肺難治性疾患の発症関連遺伝子解明と創
薬への応用

長瀬隆英 呼吸器内科 日本学術振興会

ＭＡＬＤＩ－ＴＯＦ　ＭＳを使用したカルバペネマー
ゼ産生菌検出法の確立

児矢野　早穂 検査部 日本学術振興会

転写因子ARID5Bの高脂肪食による肥満症にお
ける役割

大関敦子 検診部 日本学術振興会

高血圧患者における不眠症の診断および治療意
義の検討

中尾倫子 検査部 日本学術振興会

グルコース測定法で誤差を生じる薬剤の調査とそ
の回避法の開発

久米　幸夫 検査部 日本学術振興会

肝癌発症予防を目的とした肝癌関連分子MICAの
小分子核酸による発現制御法の開発

佐藤雅哉 検査部 日本学術振興会

交感神経によるエピジェネティック制御と心腎連
関

下澤達雄 検査部 日本学術振興会

LTβRシグナルに着目したCOPD病態解明 三上優 検査部 日本学術振興会

造血器腫瘍におけるオートタキシンの診断マー
カーとしての意義

増田亜希子 検査部 日本学術振興会

代償性僧帽弁伸展の破綻：3次元心エコーによる
新たな虚血性僧帽弁逆流発症機序の解明

大門雅夫 検査部 日本学術振興会

アポ蛋白Mを用いた播種性血管内凝固症候群、
多臓器不全の新規治療法の確立

蔵野信 検査部 日本学術振興会

リポクオリティを切り口としたヒト疾患の理解 矢冨裕 検査部 日本学術振興会

リゾリン脂質の病態検査学の確立 矢冨裕 検査部 日本学術振興会

腹部および胸部大動脈瘤破裂リスク予知の指標
作成に向けた、医工連携アプローチ

保科克行 血管外科 日本学術振興会

化学感覚受容体を標的とした常在性腸内細菌叢
の産生する生理活性代謝産物の探索

森田啓行 健康医科学創造講座 日本学術振興会

閉塞性動脈硬化症(ASO)関連遺伝子解析・機能
解析

宮田哲郎 血管外科 日本学術振興会

ナノDDSを用いた虚血肢に対する治療法確立 西山綾子 血管外科 日本学術振興会

骨髄異形成症候群患者由来ｉＰＳ細胞の樹立およ
び病態解析・治療法の探索

本田晃 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

白血病幹細胞に特異的な新規表面抗原の探索
および機能解析

貫名有香 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

ＡＭＬ白血病幹細胞分画におけるｎｏｎｃｏｄｉｎｇ　Ｒ
ＮＡの発現異常や変異の同定

山崎翔 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

ｉＰＳ化技術を用いた慢性骨髄性白血病幹細胞分
画におけるイマチニブ耐性機構の解明

宮内将 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

急性骨髄性白血病で選択的スプライシングをうけ
る遺伝子の機能解析

木暮泰寛 血液・腫瘍内科 日本学術振興会

白血病幹細胞レポーターマウスを用いた白血病
幹細胞維持機構の解明と特異的治療の開発

宇仁暢大 血液・腫瘍内科 日本学術振興会



金額研究課題名 研究者氏名 所属部門 補助又は委託元

173
1,170,000

補
委

174
1,040,000

補
委

175
1,430,000

補
委

176
5,070,000

補
委

177
8,450,000

補
委

178
910,000

補
委

179
1,820,000

補
委

180
1,560,000

補
委

181
1,690,000

補
委

182
1,950,000

補
委

183
1,430,000

補
委

184
1,430,000

補
委

185
3,510,000

補
委

186
2,990,000

補
委

187
1,040,000

補
委

188
1,430,000

補
委

189
1,560,000

補
委

190
1,950,000

補
委

191
1,560,000

補
委

192
1,820,000

補
委

193
1,560,000

補
委

194
1,040,000

補
委

195
260,000

補
委

196
780,000

補
委

197
1,040,000

補
委

198
999,464

補
委

199
1,560,000

補
委

200
1,560,000

補
委

201
2,080,000

補
委

202
2,340,000

補
委

203
5,330,000

補
委

204
2,080,000

補
委

205
3,510,000

補
委

206
14,430,000

補
委

207
1,560,000

補
委

小計：35

心筋細胞の分化と破綻におけるエピゲノム機構
の解析

小室一成 循環器内科 日本学術振興会

Handgrip負荷スペックルトラッキング法を用いた糖
尿病性心筋障害の病態解明

川田貴之 循環器内科 日本学術振興会

次世代型医療器材に対応する洗浄法の開発と評
価

齋藤祐平 手術部 日本学術振興会

細胞老化による脂肪細胞新生ニッチの変容と脂
肪組織炎症慢性化機序の解明

眞鍋一郎 循環器内科 日本学術振興会

脂肪組織の褐色化と肥満の遺伝素因のゲノム・
エピゲノム連関

脇裕典
脂肪細胞機能制御学講
座

日本学術振興会

褐色脂肪細胞特異的転写制御におけるクロマチ
ン構造変化とエピゲノム制御の役割

脇裕典
脂肪細胞機能制御学講
座

日本学術振興会

グルタチオン感受性蛍光プローブを用いた頭頸部
癌における酸化ストレス耐性機構の解明

吉田昌史
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

膵β細胞と前駆細胞の維持・分化・脱分化の機構
の解明と、糖尿病治療の基盤技術の創出

杉山拓也
脂肪細胞機能制御学講
座

日本学術振興会

内耳DDSを用いたCMV難聴の治療戦略 髙浪太郎
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

MnSOD遺伝子改変動物による内耳活性酸素種
処理機構の解明

木下淳
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

急性中耳炎における粘膜過形成の制御に関わる
新たな増殖因子の検索

鈴川佳吾
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

感冒後嗅覚障害の病態生理解明と治療への応用 金谷佳織
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

分子生物学的手法による本邦中咽頭扁平上皮癌
の予後リスクの層別化

齊藤祐毅
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

腺様嚢胞癌における神経周囲浸潤を規定する分
子メカニズムの解明

小林謙也
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

ミトコンドリア機能障害による難聴の新規治療法
の開発

山岨達也
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

生体共焦点・多光子イメージングによる内耳聴覚
生理と病態生理の解明

松本有
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

前庭系の加齢性変化抑制と機能回復に関する基
礎的研究

牛尾宗貴
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

嗅覚入力が新生嗅細胞の成熟過程に及ぼす影
響の検討

菊田周
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

加齢と廃用による嚥下障害に対する分岐鎖アミノ
酸の効果に関する基礎的・臨床的研究

二藤隆春
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

エッセンシャルオイルの耳科領域応用への基礎
的研究

樫尾明憲
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

難治性嗅神経障害の病態生理解明とその診断・
治療法開発のための分子生物学的研究

近藤健二
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

蝸牛神経核における音声情報処理機構の解明 狩野章太郎
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

加齢による時間分解能の劣化が日常音場での語
音聴取に与える影響

越智篤
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

内耳障害において細胞内タンパク質分解系によ
る生体制御機構が果たす役割の解明

岩崎真一
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

患者由来腫瘍異種移植片モデルを用いた腺様嚢
胞癌の進展機序の解明

安藤瑞生
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

好酸球性副鼻腔炎における局所IgE産生のメカニ
ズムと病態生理への関与の解析

馬場信太郎
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

直線加速・回転加速刺激による動物用前庭誘発
脳電位検査の開発

岩崎真一
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

下咽頭癌に於ける接着斑キナーゼ (FAK)発現の
分子生物学的役割と予後の検討

小村豪
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

内耳におけるミトコンドリア機能の定量的評価法
の確立

藤本千里
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

ミトコンドリア・蝸牛神経系の in situ ３次元イメー
ジング

吉川弥生
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

オートファジーの内耳生理機能および加齢性内
耳障害への関与

藤本千里
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

聴覚・平衡機能の加齢による障害の機序の解明
と治療戦略の確立

山岨達也
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

オンライン学習および転移学習の併用による画
像診断支援システムの動的高性能化

野村行弘
コンピューター画像診断
学/予防医学講座

日本学術振興会

生体分子イメージングを用いた代謝疾患における
免疫細胞賦活化機構の解明

長崎実佳
コンピューター画像診断
学/予防医学講座

日本学術振興会

蓄尿機能障害ラットモデルにおける求心性神経
活動と膀胱微小収縮の病態機能解析

相澤直樹 コンチネンス医学講座 日本学術振興会
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1,690,000

補
委

209
2,470,000

補
委

210
1,690,000

補
委

211
1,950,000

補
委

212
1,690,000

補
委

213
1,430,000

補
委

214
1,820,000

補
委

215
1,430,000

補
委

216
1,950,000

補
委

217
1,950,000

補
委

218
1,000,000

補
委

219
1,000,000

補
委

220
7,540,000

補
委

221
8,450,000

補
委

222
1,950,000

補
委

223
1,950,000

補
委

224
1,950,000

補
委

225
1,950,000

補
委

226
1,950,000

補
委

227
1,690,000

補
委

228
1,950,000

補
委

229
1,560,000

補
委

230
4,940,000

補
委

231
1,430,000

補
委

232
780,000

補
委

233
910,000

補
委

234
1,040,000

補
委

235
1,560,000

補
委

236
1,950,000

補
委

237
1,950,000

補
委

238
1,430,000

補
委

239
650,000

補
委

240
1,300,000

補
委

241
1,040,000

補
委

242
1,950,000

補
委

小計：35
新規の胃炎症発癌モデルによる胃炎-化生-発癌
過程の細胞系譜的および免疫学的解析

木下裕人 消化器内科 日本学術振興会

炎症に伴うmicroRNA機能不全を一因とした胃癌・
肝癌の病態解明と制御法の開発

吉川剛史 消化器内科 日本学術振興会

膵の発癌過程で異常高発現する反復配列RNAに
よる細胞恒常性破綻の分子機構の解明

岸川孝弘 消化器内科 日本学術振興会

HBV複製におけるエピジェネティクス制御機構の
解明と新規抗ウイルス療法の開発

田中康雄 消化器内科 日本学術振興会

消化管内視鏡における抗血栓薬の適正使用に関
する研究

小野敏嗣 消化器内科 日本学術振興会

胃食道接合部癌の幹細胞の同定と応用による治
療法の開発

平田喜裕 消化器内科 日本学術振興会

炎症性腸疾患における腸間膜脂肪組織の機能の
解明

小林由佳 消化器内科 日本学術振興会

肝疾患におけるHippo pathwayの役割 浅岡良成 消化器内科 日本学術振興会

肝細胞癌における直鎖状ポリユビキチン鎖の役
割の解明

建石良介 消化器内科 日本学術振興会

「胃分化」の分子基盤解析に基づく胃発癌ならび
に胃癌組織型決定機構の解明

山道信毅 消化器内科 日本学術振興会

肝特異的microRNAの発現低下に伴う細胞内代
謝物量変化とその肝癌治療への応用

近藤祐嗣 消化器内科 日本学術振興会

非コード反復配列RNAの発現を主因とした多段階
発癌の発癌機構の解明と制御

大塚基之 消化器内科 日本学術振興会

膵癌の生物学的悪性度に関わるデスモプラジア
における線維芽細胞の腫瘍への応答の解明

伊佐山浩通 消化器内科 日本学術振興会

肝内胆管癌におけるIDH変異の生物学的意義の
統合的解析

木暮宏史 消化器内科 日本学術振興会

脂質代謝経路を標的としたNASH発癌予防と進展
抑止策；新規マウスモデルによる検討

中川勇人 消化器内科 日本学術振興会

後天的ゲノム修飾解析によるIPMN発癌の本態解
明

多田稔 消化器内科 日本学術振興会

膵癌進展を規定する細胞表面分子の同定と標的
化

中井陽介 消化器内科 日本学術振興会

硬化性胆管炎マウスモデルを用いた胆管癌起源
細胞の同定

内野康志 消化器内科 日本学術振興会

患者由来膵癌異種移植腫瘍を用いたエピジェネ
ティック因子を標的とした新規治療の開発

山本恵介 消化器内科 日本学術振興会

小腸幹細胞を用いた難治性小腸疾患モデルの作
成と治療法の開発

山田篤生 消化器内科 日本学術振興会

膵多段階発癌におけるmicroRNAの発現動態とそ
の診断治療への応用

山本夏代 消化器内科 日本学術振興会

新規Wntシグナル制御系を標的とした抗癌剤の開
発

藤城光弘 消化器内科 日本学術振興会

B型肝炎ウイルスと炎症と過栄養による肝発癌ス
パイラルの解明

小池和彦 消化器内科 日本学術振興会

疾患特異的ｉＰＳ細胞を用いた心筋症の病態解
明、創薬研究

伊藤正道 循環器内科 日本学術振興会

成獣心筋細胞の分裂機序の解明と心筋再生医療
への応用

原弘典 循環器内科 日本学術振興会

炎症性マクロファージにおける機能的lncRNAの
同定と機能解析

中山幸輝 循環器内科 日本学術振興会

転写因子KLF5による摂食調節機構の解明 小島敏弥 循環器内科 日本学術振興会

脂肪幹細胞を軸とした、脂肪組織機能異常と脂
肪・膵臓連関の分子メカニズムの解明

松本佐保姫 循環器内科 日本学術振興会

心不全における腸内細菌叢の機能的役割の解明 赤澤宏 循環器内科 日本学術振興会

HIF-αを介する炎症プロセスの活性化および終
息機構の解明

仙波宏章 循環器内科 日本学術振興会

脳神経システムと血管機能の連関の検討 網谷英介 循環器内科 日本学術振興会

心線維化におけるマクロファージ極性変化の役割 安部元 循環器内科 日本学術振興会

心不全における心筋細胞のheterogeneityの意義
とその誘導因子の解明

野村征太郎 循環器内科 日本学術振興会

内因性心筋再生の増幅を目的とした心筋細胞
Hippo-YAP経路の制御方法の開発

武田憲文 循環器内科 日本学術振興会

腹部大動脈瘤への心臓リハビリテーションの安全
性の確立と保護的作用について

中山敦子 循環器内科 日本学術振興会
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243
1,950,000

補
委

244
2,600,000

補
委

245
1,560,000

補
委

246
1,690,000

補
委

247
1,560,000

補
委

248
2,080,000

補
委

249
4,810,000

補
委

250
1,560,000

補
委

251
1,690,000

補
委

252
1,300,000

補
委

253
1,430,000

補
委

254
1,430,000

補
委

255
1,300,000

補
委

256
1,000,000

補
委

257
1,690,000

補
委

258
1,820,000

補
委

259
1,430,000

補
委

260
2,600,000

補
委

261
1,560,000

補
委

262
1,560,000

補
委

263
1,950,000

補
委

264
1,560,000

補
委

265
1,560,000

補
委

266
1,560,000

補
委

267
4,680,000

補
委

268
6,630,000

補
委

269
8,840,000

補
委

270
1,950,000

補
委

271
2,340,000

補
委

272
1,430,000

補
委

273
2,210,000

補
委

274
2,470,000

補
委

275
3,640,000

補
委

276
3,640,000

補
委

277
1,950,000

補
委

小計：35

早産におけるプロゲステロンの標的遺伝子の同
定と機能解析

金谷真由子 女性診療科・産科 日本学術振興会

卵巣癌・子宮体癌におけるタンパク質メチル化を
標的とした新規分子標的治療薬の開発

曾根献文 女性診療科・産科 日本学術振興会

拡散反射分光法を用いた分娩時リアルタイム胎
児脳機能評価法の開発

藤井知行 女性診療科・産科 日本学術振興会

低酸素誘導因子による子宮内膜調節と着床 廣田泰 女性診療科・産科 日本学術振興会

抗老化を目的としたヒト卵巣における新規酸化ス
トレス経路の解明

平池修 女性診療科・産科 日本学術振興会

進行性・転移性卵巣癌におけるPar3複合体の機
能解析とEMT阻害剤開発への応用

長阪一憲 女性診療科・産科 日本学術振興会

着床期の子宮内膜変化と胚受容能獲得のメカニ
ズム

藤田知子 女性診療科・産科 日本学術振興会

抗プロテアーゼ分子に着目した子宮頸管熟化制
御機構の解明と早産予防療法の開発

永松健 女性診療科・産科 日本学術振興会

妊娠における子宮内膜上皮形成の分子機構とそ
の破綻

廣田泰 女性診療科・産科 日本学術振興会

脂質シグナル経路とプロゲステロンに着目した妊
娠初期子宮内微小環境制御機構の解明

藤井知行 女性診療科・産科 日本学術振興会

卵巣明細胞腺癌における細胞死誘導に着目した
新規治療法の確立

樫山智子 女性外科 日本学術振興会

子宮－胚間の協調的なエピゲノム調節と胚の活
性化

廣田泰 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮における着床成立に関与する新規因子の同
定

藤田知子 女性外科 日本学術振興会

腫瘍微小環境の新規トランスクリプトーム解析 田口歩 女性外科 日本学術振興会

着床前期胚特異的遺伝子を用いたiPS細胞の
potencyと安全性に関する検討

平田哲也 女性外科 日本学術振興会

子宮体癌・卵巣癌においてアポトーシスを誘導す
る新規分子標的治療法の探索

織田克利 女性外科 日本学術振興会

テーラーメード手術を目指した小児内視鏡手術用
シミュレーターの構築

岩中督 小児外科 日本学術振興会

iPSCを用いた分化誘導癌幹細胞モデル（子宮頚
癌モデル）に関する研究

足立克之 女性外科 日本学術振興会

内視鏡手術におけるスコピストの手技評価とト
レーニングシステム開発に関する研究

石丸哲也 小児外科 日本学術振興会

安全な小児内視鏡手術のためのIntelligent Port
Systemの開発

岩中督 小児外科 日本学術振興会

蛋白尿発症に関わる腎上皮細胞の運動能の解
析

梶保祐子 小児科 日本学術振興会

カハール介在細胞に着目した胎便関連性腸閉塞
の発症機序に関する臨床病理学的検討

吉田真理子 小児外科 日本学術振興会

低身長関連新規因子による成長の機序解析と治
療への応用

北中幸子 小児科 日本学術振興会

パーソナルゲノミックスに基づくファロー四徴症の
遺伝的成因の解明

犬塚亮 小児科 日本学術振興会

先端的ゲノミクスによる小児横紋筋肉腫の新規転
座とクローン進化の解析

西村力 小児科 日本学術振興会

包括的ゲノムスキャンニングによる小児がんと先
天奇形症候群の新規治療戦略の開発

滝田順子 小児科 日本学術振興会

膜性増殖性糸球体腎炎におけるメサンギウム細
胞内シグナルの病態生理学的意義の解明

鶴見晴子 小児科 日本学術振興会

気管支喘息に対する分子病態に基づいた新規ペ
プチド療法の開発

安戸裕貴 小児科 日本学術振興会

先天性腎尿路奇形の新規原因遺伝子の同定-
CBWD1の腎臓発生における役割-

神田祥一郎 小児科 日本学術振興会

小児固形腫瘍の転移・再発を制御するクローン進
化の時空的かつ網羅的ゲノム解析

滝田順子 小児科 日本学術振興会

先天性中枢性性腺機能低下症に伴う糖・脂質代
謝異常症における新規疾患成立機序の解明

佐藤直子 小児科 日本学術振興会

川崎病血管炎における自然免疫系の果たす役割
の検討

平田陽一郎 小児科 日本学術振興会

膵癌におけるBMPシグナルの役割の検討 宮林弘至 消化器内科 日本学術振興会

FAM111Aの骨成長、ミネラル代謝における役割
の解明

磯島豪 小児科 日本学術振興会

消化器がんにおけるDNA脱メチル化酵素TET1の
役割の検討～がんの発生と進展～

工藤洋太郎 消化器内科 日本学術振興会
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278
1,950,000

補
委

279
1,560,000

補
委

280
5,460,000

補
委

281
4,940,000

補
委

282
1,950,000

補
委

283
1,950,000

補
委

284
910,000

補
委

285
1,300,000

補
委

286
65,000

補
委

287
1,560,000

補
委

288
1,560,000

補
委

289
1,200,000

補
委

290
1,000,000

補
委

291
800,000

補
委

292
1,560,000

補
委

293
5,330,000

補
委

294
7,150,000

補
委

295
1,300,000

補
委

296
2,210,000

補
委

297
1,690,000

補
委

298
1,040,000

補
委

299
2,210,000

補
委

300
2,470,000

補
委

301
3,380,000

補
委

302
650,000

補
委

303
1,000,000

補
委

304
1,560,000

補
委

305
1,560,000

補
委

306
1,820,000

補
委

307
1,820,000

補
委

308
24,570,000

補
委

309
6,630,000

補
委

310
2,210,000

補
委

311
1,820,000

補
委

312
2,340,000

補
委

小計：35
培養単離尿細管遺伝子発現調節系を用いた近位
尿細管管腔側輸送体の解析

中村元信 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

Whole exomeを用いた非典型溶血性尿毒症症候
群の遺伝子診断方法の確立

加藤秀樹 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

腎組織レニン・アンジオテンシン系と腎糖新生の
制御による糖尿病治療

藤乘嗣泰 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

低酸素シグナルが拓く生活習慣病の新しい病態
制御

南学正臣 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

腎臓病における代謝リプログラミングと hypoxic
memoryの解明

南学正臣 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

カルシウムホメオスタシスに着目した新規肝細胞
癌治療薬の開発

稲垣善則 人工臓器・移植外科 日本学術振興会

肝がんのインドシアニン・グリーン蛍光機序解明と
近赤外光線力学的療法の開発

金子順一 人工臓器・移植外科 日本学術振興会

ラマン分光法によるＡｌｚｈｅｉｍｅｒ病凝集タンパク質
の定量的測定技術の開発

長島優 神経内科 日本学術振興会

Exome解析を用いた副腎白質ジストロフィーの表
現型規定因子の解析研究

松川敬志 神経内科 日本学術振興会

振動分光技術を用いた非標識α-シヌクレインの
in vivo定量的測定法の開発

長島優 神経内科 日本学術振興会

視床を用いた神経核形成メカニズムの多段階解
析

蛭子はるか 神経内科 日本学術振興会

超ロングリードを用いた包括的全ゲノム配列解析
の確立と神経疾患解明への応用

石浦浩之 神経内科 日本学術振興会

細胞核内タンパク質品質管理機構の解明による
ポリグルタミン病の新規病態解明

岩田淳 神経内科 日本学術振興会

筋内CD8陽性T細胞のトランスクリプトーム解析に
よる自己免疫学的炎症病態の解明

作石かおり 神経内科 日本学術振興会

パーキンソン関連疾患のレボドパ治療抵抗性症
状に対する磁気刺激治療の開発

濱田雅 神経内科 日本学術振興会

筋炎の病型・病理像ごとの筋組織を用いた網羅
的発現プロファイルによる筋炎の病態解明

清水潤 神経内科 日本学術振興会

安静時fMRIを用いた前臨床期アルツハイマー病
画像バイオマーカーの開発

林俊宏 神経内科 日本学術振興会

COQ2変異に基づく多系統萎縮症の病態機序解
明とサロゲートマーカーの開発

辻省次 神経内科 日本学術振興会

多系統萎縮症のバイオマーカー探索 三井純 神経内科 日本学術振興会

アデノシンシグナル経路を介した妊娠高血圧腎症
の病態機序の解明と治療的可能性の検討

入山高行 女性診療科・産科 日本学術振興会

神経修飾法による新しい運動障害治療の開発 濱田雅 神経内科 日本学術振興会

エピゲノム調節に着目した子宮の胚受容能獲得
機序の解明

原口広史 女性診療科・産科 日本学術振興会

ＳＩＲＴ３欠損マウスを使用したＲＯＳによる卵巣機
能低下の機構の解明と救済

磯野渉 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮内膜症における線維化、EMTについての検
討

齊藤亜子 女性診療科・産科 日本学術振興会

ｉＰＳ細胞技術を利用した、女性器腫瘍免疫療法
の新規開発

南川淳隆 女性診療科・産科 日本学術振興会

CD1d-iNKT 系が妊 娠に及ぼす影響につ いての
検討

河合有希 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮内膜症の発展・進展におけるストレス応答の
関与

長谷川亜希子 女性診療科・産科 日本学術振興会

分子シャペロンHSP70の妊娠における機能の解
明と新規早産予防法の開発

山下隆博 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮体癌・子宮内膜間質肉腫におけるアロマター
ゼインヒビターの有用性に関する検討

有本貴英 女性診療科・産科 日本学術振興会

小胞体ストレス応答の、卵胞発育過程における血
管新生調節作用の検討

原田美由紀 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮内膜症の病因病態における腹腔内貪食細胞
の関与

甲賀かをり 女性診療科・産科 日本学術振興会

ＨＰＶ特異的Ｔ細胞の再生医療（T-iPS）を用いた
子宮頸癌の細胞療法に関する研究

川名敬 女性診療科・産科 日本学術振興会

プロゲステロン抵抗性に着目した、早産の治療標
的分子の検索

廣田泰 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮内膜症の病態における樹状細胞の関与の解
明と治療戦略

泉玄太郎 女性診療科・産科 日本学術振興会

子宮内膜症術後女性における生殖補助医療の費
用対効果分析

山本直子 女性診療科・産科 日本学術振興会
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小計：35

神経オシレーション間相互作用の統合失調症研
究への応用

切原賢治 精神神経科 日本学術振興会

統合失調症・気分障害における「寛解」と「回復」
の脳機能基盤に関する縦断的研究

滝沢龍 精神神経科 日本学術振興会

分子から社会までの統合的アプローチによる自
己制御の形成・修復支援

笠井清登 精神神経科 日本学術振興会

一卵性双生児統合失調症不一致例及び健常一
致例の遺伝子発現解析

垣内千尋 精神神経科 日本学術振興会

血友病性関節症の新しい治療法開発に関する研
究

廣瀬　旬 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

自己制御精神総括班 笠井清登 精神神経科 日本学術振興会

変形性関節症治療への応用を目指したS100a1の
関節軟骨保護作用の検討

森芳史 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

関節・脊椎の維持・変性における酸素環境の役割
と転写因子HIFによる制御機構の解明

岡田慶太 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

DIOファミリー分子と甲状腺ホルモンシグナルによ
る関節軟骨制御機構の解明

山神良太 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

有尾両生類の高度な関節軟骨再生能の解明と哺
乳類への応用法の検討

筑田博隆 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

変形性関節症への臨床応用を目指したＴａｃｅシグ
ナルの網羅的機能解析

乾洋 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

関節リウマチ患者における手および足X線画像全
自動評価システムの開発

田中栄 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

次世代シークエンサーによる骨巨細胞腫の病態
解明と新規治療ターゲットの探索

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

マルファン症候群における脊柱過成長および側
弯症発症のメカニズム解明を目指した研究

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

変形性関節症モデル動物における歩行の高速度
３次元解析による関節痛治療評価法の開発

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

実用化を目指したヒトiPS細胞の軟骨分化誘導法
の確立

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

転写因子Hes1による関節疾患発症の制御機構
の解明

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

転写因子群C/EBPファミリーによる関節疾患制御 整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

次世代シーケンサーを用いた骨組織のエピジェネ
ティクスと細胞間ネットワークの解明

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

治療標的分子探索を目指したNF-κBシグナルの
関節軟骨維持・変性制御機構の解明

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

元素成分推定を可能にするMulti-Energy CT再構
成アルゴリズム法の開発

芳賀昭弘 診療放射線管理室 日本学術振興会

創薬開発を目指した変形性関節症の戦略的統合
研究

整形外科・脊椎外科 日本学術振興会

脱細胞心臓・血管マトリックスへの分化細胞生着
による移植グラフトの作成

北原　大翔 心臓外科 日本学術振興会

EMIを目指した心身両面からの生活習慣改善自
己管理ツールの開発

吉内一浩 心療内科 日本学術振興会

血流影響下での同種心臓弁・血管移植後石灰化
に対する炭酸ランタンによる抑制法の検証

山内治雄 心臓外科 日本学術振興会

先天性心臓外科手術の成績向上を目指した全国
的データベースの構築および解析

平田康隆 心臓外科 日本学術振興会

腎線維化に寄与する非翻訳ＲＮＡの同定およびそ
の転写制御機構の解明

三村維真理 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

ＤＰＰ４阻害薬の腎線維化抑制および慢性低酸素
に対する影響に関する検討

東島佳毅 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

有機ルミネッセンスを用いた in vivo の体内臓器
酸素化評価方法の開発

南学正臣 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

TRPV4を標的とした抗炎症作用による腎臓病新
規治療の開発

川上貴久 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

ヒト腎尿細管に特有なエンドテリン・一酸化窒素の
作用と調節機構の意義

堀田晶子 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

慢性腎臓病における低酸素転写調節因子の病態
制御機構

田中哲洋 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

生体におけるリン感知機構の解明 伊東伸朗 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

慢性腎臓病と異常腸内細菌叢による悪循環「腸
腎連関」の病態生理の解明

大瀬貴元 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会

FGF23産生調節に関する新規遺伝子の同定 木下祐加 腎臓・内分泌内科 日本学術振興会
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小計：35
流体力学的アプローチによる脳動脈瘤血流変向
手術の効果予測法の開発

庄島正明 脳神経外科 日本学術振興会

iPS細胞の最小限の分化誘導による再生骨の作
製とブタ顎骨欠損モデルへの応用

西澤悟
トランスレーショナルリ
サーチセンター

日本学術振興会

骨代謝細胞ネットワークのインビトロにおける再
構成と蛍光技術を駆使した時空間的解析

疋田温彦
軟骨・骨再生医療(富士
ソフト)講座

日本学術振興会

褐色脂肪細胞特異的な転写制御・エピゲノム制
御におけるＮＦＩＡの役割に関する研究

平池勇雄 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

構造体内潅流システムによる栄養血管網付き三
次元再生組織の大型化

小山博之
トランスレーショナルリ
サーチセンター

日本学術振興会

次世代シークエンサーを用いたI型・V型脂質異常
症の新規責任遺伝子探索

高瀬暁 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

膵β細胞における ＰＩ３キナーゼとＧＬＰ－１シグ
ナルの役割と機能解析

諏訪内浩紹 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

糖尿病が惹起する脳エネルギー代謝異常と脳脂
質代謝異常

鈴木亮 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

Roles of Sdf2l1, a novel modulator of endoplasmic reticulum
stress, on pathogenesis of obesity-induced diabetes and non-
alcoholic steatohepatitis in mice and humans

笹子敬洋 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

アディポネクチン受容体シグナルの運動模倣効果
メカニズムの解明

岩部真人 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

グリコーゲン・センシングによる神経性代謝制御
に関するメカニズムの解明とその応用

泉田欣彦 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

モデル動物を用いた中枢におけるIRS-1の役割
の解明

林高則 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

アディポネクチン受容体を標的とした構造ベース
創薬に向けた基盤技術の創出と確立

岩部美紀 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

高次クロマチン構造解析・ゲノム編集による脂肪
細胞特異的な遺伝子発現制御機構の解明

青山倫久 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

メタボ関連疾患における網羅的ゲノム・エピゲノム
制御機構

庄嶋伸浩 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

細胞内リパーゼの脂肪性肝炎と肝癌の発症・進
展における生理学的意義の解明

岡崎佐智子 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

2型糖尿病疾患感受性遺伝子KCNQ1の生理的・
病態生理的役割の解明

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

アディポカインによる腸内細菌叢制御の生活習慣
病における病態生理的意義の解明

山内敏正 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

肥満・2型糖尿病における肝臓の糖・脂質代謝調
節破綻の分子機構

窪田直人 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

健康長寿のための普遍的代謝調節経路の包括
的・発展的研究

門脇孝 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

生活習慣病と組織幹細胞老化の連関メカニズム
解明とその制御による予防・治療法の開発

山内敏正 糖尿病・代謝内科 日本学術振興会

炎症性腸疾患における癌化マーカーの遺伝子学
的検討ー血液・糞便の臨床応用

須並英二 大腸・肛門外科 日本学術振興会

がん微小環境による大腸がんリプログラミング機
構の解明

藤井正幸 大腸・肛門外科 日本学術振興会

CPT-11によるHIF-1αの抑制－大腸癌放射線療
法に対する増感作用の解明

川合一茂 大腸・肛門外科 日本学術振興会

Colitic cancer における Akt-mTOR とオートファ
ジーの役割

野澤宏彰 大腸・肛門外科 日本学術振興会

胸管を利用したリンパ管逆行性抗癌剤投与法の
開発

田中潤一郎 大腸・肛門外科 日本学術振興会

潰瘍性大腸炎合併Dysplasiaの悪性度診断にお
ける癌幹細胞同定の有用性の検討

風間伸介 大腸・肛門外科 日本学術振興会

大腸癌および炎症性腸疾患に関わるVDRの高次
機能の解明

山本陽子 大腸・肛門外科 日本学術振興会

胃癌腹膜播種の早期診断・モニタリングを目指し
た新規バイオマーカーの確立

山口博紀 大腸・肛門外科 日本学術振興会

標準データモデルの導入による臨床研究データ
マネジメント基盤技術の開発

岡田昌史 UMINセンター 日本学術振興会

マイクロサテライト不安定性を呈する発癌機構の
統合的理解と新たな治療体系の確立

渡邉聡明 大腸・肛門外科 日本学術振興会

統合失調症早期段階におけるγオシレーション
減弱のメカニズムの解明

多田真理子 精神神経科 日本学術振興会

統合失調症におけるDPYDとIGHMの関与につい
ての検討

西村文親 精神神経科 日本学術振興会

オキシトシン作用機序を手がかりに新たな自閉症
治療標的を示す橋渡し研究

ベナー聖子 精神神経科 日本学術振興会

神経発達障害モデルマウスを用いた統合失調症
様行動におけるＬＩＮＥ－１の関与

村田唯 精神神経科 日本学術振興会
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EBV関連胃癌における癌幹細胞の同定および機
能解析

牛久綾（篠崎
綾）

病理部 日本学術振興会

質量分析法を用いた心不全の新規診断マーカー
の同定

新谷裕加子 病理部 日本学術振興会

全身性強皮症の病態で転写因子Fli1の発現異常
が自然免疫系に及ぼす影響の検討

高橋岳浩
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

遺伝子変異に基づいた肝細胞癌におけるクロマ
チン構造の網羅的解析

林玲匡 病理部 日本学術振興会

深部静脈血栓症におけるsling関連分子の機能解
析

桑野嘉弘
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

全身性強皮症患者の骨髄由来細胞の表現型の
異常における転写因子Fli1の役割

谷口隆志
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

全身性強皮症患者由来マクロファージの極性変
化における転写因子Fli1の役割

浅野善英
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

転写因子欠損による新たな自然発症強皮症モデ
ルの作成

佐藤伸一
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

イミキモド乾癬マウスモデルにおけるex vivo誘導
性制御性B細胞の役割

荒木麻由子
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

Fli1を中心とした全身性強皮症の一元的モデルの
確立

佐藤伸一
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

強皮症における抗原特異的B細胞の役割 吉崎歩
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

全身性強皮症の皮膚線維化におけるアディポネ
クチンの役割の検討

増井友里
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

前立腺におけるWntシグナル機能解明と去勢抵
抗性癌の新規治療の探索

高橋さゆり 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

皮膚悪性リンパ腫におけるB細胞の腫瘍増殖、腫
瘍免疫逃避機構の解析

宮垣朝光
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

泌尿器癌に汎用性を有する癌特異的プロモータ
を利用した抗癌ウイルス療法の開発

竹島雄太 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

腎細胞癌の進展とクロマチン制御関連遺伝子異
常

久米春喜 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

間質性膀胱炎の病態解明と病型分類の確立 本間之夫 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

腎癌を対象としたインターフェロン併用樹状細胞
療法の臨床応用に関する研究

榎本裕 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

マイクロRNA発現制御による海綿体再生治療法
の新規開発

西松寛明 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

間質性膀胱炎の尿中マーカーの探索 新美文彩 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

Genetic scoreを用いた前立腺癌治療の個別化 藤村哲也 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

尿路上皮癌に対する腫瘍内免疫応答の解析と自
己ガンマデルタＴ細胞療法の開発

中川徹 泌尿器科・男性科 日本学術振興会

ヒトiPS細胞から安定的に成熟した心室筋細胞を
得る基盤技術の開発

内藤篤彦
肺高血圧先進医療研究
学講座

日本学術振興会

高脂肪低炭水化物食による心不全改善効果の検
討：心機能と心筋代謝への影響の解明

東口治弘
肺高血圧先進医療研究
学講座

日本学術振興会

高密度頭蓋内電極による高速・高精度言語機能
マッピング法の開発

國井尚人 脳神経外科 日本学術振興会

ラット脳白質障害の多角的検討　－脳白質障害
病態解明・治療法開発へ向けて－

小野秀明 脳神経外科 日本学術振興会

大脳白質障害が及ぼす脳機能障害の病態解明と
治療法開発のための基盤研究

今井英明 脳神経外科 日本学術振興会

腫瘍血管新生の機序解明と新規治療開発を目的
とした血管芽腫原因遺伝子の探索

武笠晃丈 脳神経外科 日本学術振興会

脳卒中関連遺伝子に関する研究 齊藤延人 脳神経外科 日本学術振興会

悪性神経膠腫のゲノム・エピゲノム変化による腫
瘍進化機構の解明と新規標的療法の開発

武笠晃丈 脳神経外科 日本学術振興会

脳腫瘍を特異的に標識する新規蛍光プローブの
開発

田中將太 脳神経外科 日本学術振興会

脳梗塞における神経新生の課題克服～成長因子
による内在性幹細胞増幅療法を基盤として

越智崇 脳神経外科 日本学術振興会

脳梗塞発症に関わる遺伝的バイオマーカー探索
研究

宮脇哲 脳神経外科 日本学術振興会

知的視覚化コンピュータグラフィックスによる手術
シミュレーションシステムの開発

金太一 脳神経外科 日本学術振興会

神経機能を"見える化"する術中モニタリングによ
る手術成績改善

中冨浩文 脳神経外科 日本学術振興会
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小計：35
破骨細胞exosomeによる骨芽細胞動態制御の可
能性検証

黛知子 薬剤部 日本学術振興会

特異体質性薬物副作用リスク評価手法の構築 鈴木洋史 薬剤部 日本学術振興会

抗RANKL抗体医薬品デノスマブによる重篤副作
用発症機構解析

苅谷嘉顕 薬剤部 日本学術振興会

RANKL逆シグナルの発見に基づいた関節リウマ
チ発症機構の解析

池淵祐樹 薬剤部 日本学術振興会

胆管側膜輸送体による胆汁排泄を介した胆管が
ん発症分子機構の研究

高田龍平 薬剤部 日本学術振興会

乳腺内物質動態制御に着目した新規乳がんリス
ク因子の実験的検証と関連分子機構の解明

豊田優 薬剤部 日本学術振興会

骨細胞アポトーシスに伴う成熟破骨細胞形成の
時空間的な制御機構の解析

池淵祐樹 薬剤部 日本学術振興会

ヒト体臭発生機序の分子生理基盤：体質や健康
状態のにおい診断実現を目指した基礎研究

豊田優 薬剤部 日本学術振興会

マウス亜系間比較による新規コレステロール吸収
制御因子の探索

山梨義英 薬剤部 日本学術振興会

手術中に医師が受けるストレス負荷の実態解明 朝元雅明 麻酔科・痛みセンター 日本学術振興会

システム的理解に基づく医薬品副作用予測法の
構築

鈴木洋史 薬剤部 日本学術振興会

炎症性メディエーターが引き起こす細胞死を不飽
和脂肪酸が抑制する機構を解明する

張京浩 麻酔科・痛みセンター 日本学術振興会

術後痛病態形成における炎症活性化脂質シグナ
ルの役割の解明

伊藤伸子 麻酔科・痛みセンター 日本学術振興会

α2アドレナリン受容体作動薬による、循環動態
の安定および全身麻酔補助効果の検討

室屋充明 麻酔科・痛みセンター 日本学術振興会

脳保護戦略におけるレミフェンタニルの効果およ
びそのメカニズム

内田寛治 麻酔科・痛みセンター 日本学術振興会

TractographyとfMRIを用いた運動及び言語関連
神経描出による手術支援

鈴木雄一 放射線部 日本学術振興会

術後および敗血症時の自然免疫機能低下に対す
る免疫強化療法の試み

山田芳嗣 麻酔科・痛みセンター 日本学術振興会

体幹部定位放射線治療における実線量分布を用
いた腫瘍制御および副作用の予測法の構築

今江禄一 放射線部 日本学術振興会

超高線量率による回転型強度変調放射線治療を
用いた体幹部定位放射線治療の実現

竹中重治 放射線部 日本学術振興会

生物物理学的予後予測モデルに基づく循環型放
射線治療計画法の開発

馬込大貴 放射線科 日本学術振興会

放射線治療中の形態変化を考慮した積算線量分
布の評価およびその予測法の開発

高橋渉 放射線科 日本学術振興会

適応型放射線治療のための統計標準モデルに基
づく非線形レジストレーション法の開発

馬込大貴 放射線科 日本学術振興会

緩和ケア情報システム(PCIS)を用いたがん登録
システムの構築

大熊加恵 放射線科 日本学術振興会

拡散強調画像による脳構造の内部分画化と、そ
の機能および疾患との関連の解明

高尾英正 放射線科 日本学術振興会

膵炎のバイオマーカーとしての膵管形態異常の
役割の網羅的解明

五ノ井渉 放射線科 日本学術振興会

MRI神経ネットワーク解析のてんかん診断への応
用

雨宮史織 放射線科 日本学術振興会

X線CT画像における骨転移の自動診断システム
の開発および初期臨床応用

花岡昇平 放射線科 日本学術振興会

多様な画像データベースからの解剖学的ランド
マーク点自動定義アルゴリズムの開発

花岡昇平 放射線科 日本学術振興会

大規模データによる神経疾患および精神疾患の
統合的画像診断システムの確立

高尾英正 放射線科 日本学術振興会

骨格筋を中心とする臓器間ネットワークによる老
化調節機構解明と画期的抗加齢療法開発

植木浩二郎 分子糖尿病科学講座 日本学術振興会

運動による肝臓の代調節機構およびIL-
6/STAT3/FGF21の役割の解明

小林正稔 分子糖尿病科学講座 日本学術振興会

肺癌の発生・進展における癌間質での新たなマイ
クロＤＮＡの異常発現と機能の解析

森田茂樹 病理部 日本学術振興会

放射線治療新規マーカー開発を志向した非コード
ＲＮＡの新規機能解析

宮川隆 病理部 日本学術振興会

予後予測因子としての癌免疫微小環境の意義 森川鉄平 病理部 日本学術振興会

クロマチンリモデリング因子ARID1A発現消失の
胃癌における意義の解明

阿部浩幸 病理部 日本学術振興会
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炎症老化を介したサルコペニア発症進展機構の
解明と予防的応用

小川純人 老年病科 日本学術振興会

誤嚥による肺の異物反応が嚥下性肺疾患や炎症
性肺疾患に及ぼす病態上の意義

山口泰弘 老年病科 日本学術振興会

エイジングドミノ理論に基づくフレイルの病態解明
と治療法の探索

秋下雅弘 老年病科 日本学術振興会

災害復興下の被災地コミュニティのレジリエンス
醸成に向けた実験経済学的研究

芦田登代 老年病科 日本学術振興会

カヘキシアを伴う心不全患者に対する分子鎖アミ
ノ酸製剤の有効性と安全性の検証

高田宗典 臨床研究支援センター 日本学術振興会

化膿レンサ球菌感染症における好中球細胞外ト
ラップ分解産物の同定と機能解析

田中基嗣 臨床研究支援センター 日本学術振興会

高中性脂肪血症の新たな分子機構解明と治療標
的の探索

高梨幹生
臨床疫学研究システム
学講座

日本学術振興会

臨床研究者・専門家育成のための生涯教育カリ
キュラム構築のための調査研究

スヴェンソン岸暁子（岸暁子）臨床研究支援センター 日本学術振興会

大規模医療データベースを用いた２型糖尿病に
おける急性膵炎の合併リスクの評価

小出大介
臨床疫学研究システム
学講座

日本学術振興会

ヘリコバクターピロリ菌感染と口腔内病巣の関連
に関する検討

水野由子
臨床疫学研究システム
学講座

日本学術振興会

変形性関節症、加齢性筋肉減弱現象の定量評価
による運動機能障害への影響：国際研究

村木重之 臨床運動器医学講座 日本学術振興会

脳MRIを用いた認知症の予測因子の解明：統合
型大規模住民コホート研究

村木重之 臨床運動器医学講座 日本学術振興会

先天的に四肢の麻痺・欠損を示す小児における
四肢視覚認知に関する研究

芳賀信彦 リハビリテーション科 日本学術振興会

鍼刺激による体幹柔軟性への影響 美根　大介 リハビリテーション部 日本学術振興会

骨転移患者QOL規定因子の同定とキャンサー
ボード至適介入方法の確立

篠田裕介 リハビリテーション部 日本学術振興会

上肢切断児への義手療法の有効性の評価 藤原清香 リハビリテーション部 日本学術振興会

二足直立の獲得過程・重力環境適応の解明 四津有人 リハビリテーション科 日本学術振興会

統合失調症発症の脳病態解明と発症予測因子の
同定

管心 リハビリテーション部 日本学術振興会

後天性再生不良性貧血における遺伝子変異・ク
ローン構造の解析

吉里哲一 輸血部 日本学術振興会

感覚入力への介入を用いた姿勢・歩行リハビリ
テーション

芳賀信彦 リハビリテーション科 日本学術振興会

骨髄増殖性腫瘍幹細胞のin vivo追跡と新規分子
標的の同定

佐藤智彦 輸血部 日本学術振興会

持続型オゾン水が濃厚血小板製剤中の血小板機
能に及ぼす影響

名倉　豊 輸血部 日本学術振興会

HUVECワクチンの悪性脳腫瘍における免疫学的
機序の解明と血管芽腫への適応拡大

高柳俊作 輸血部 日本学術振興会

多血小板血漿による軟骨分化の分子メカニズム
の解明　－軟骨再生薬創薬を目指して－

池田敏之 輸血部 日本学術振興会

骨吸収抑制・骨形成促進バイファンクショナル高
分子医薬の創製

本間雅 薬理動態学講座 日本学術振興会

初発統合失調症の事象関連電位MMNを用いた
病態生理研究

荒木剛
ユースメンタルヘルス講
座

日本学術振興会

骨吸収抑制作用と骨形成促進作用を併せ持つ新
規骨粗鬆症治療薬の臨床応用に向けた検証

林円香 薬剤部 日本学術振興会

骨恒常性維持におけるＲＡＮＫＬ逆シグナルの役
割の解析

本間雅 薬理動態学講座 日本学術振興会

抗癌剤における日本人と外国人における副作用
プロファイルの相違の網羅的解析

白根　達彦 薬剤部 日本学術振興会

複数の抗菌薬使用量評価指標を用いた薬剤耐性
菌発生リスク予測モデルの構築

山口　諒 薬剤部 日本学術振興会

胃がん化学療法において体表面積が大きい患者
に対しての有効性の検討

大久保　聡 薬剤部 日本学術振興会

新生児・乳児におけるミダゾラムによる逆説的反
応発現リスク因子の解析

櫻井　愛 薬剤部 日本学術振興会

心臓構成細胞の薬剤感受性の差に着目したドキ
ソルビシン誘発心毒性の定量的解析

折山　豊仁 薬剤部 日本学術振興会

分子連関ネットワークに基づくチロシンキナーゼ
阻害剤関連心毒性予測モデルの構築

福岡　美帆 薬剤部 日本学術振興会

ニロチニブによる高血糖発現機序の解析 雨宮　貴洋 薬剤部 日本学術振興会
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小計：35
β-アレスチン偏向性オーファンGPCRに特化した
次世代ペプチド性リガンド探索

熊谷英敏 日本学術振興会

腎不全合併による循環器疾患増悪の機序解明と
新規治療法の開発

鈴木淳一 日本学術振興会

ヒト腎臓由来iPS細胞の細胞記憶を利用した腎臓
構成細胞への特異的分化誘導法の確立

高瀬敦 日本学術振興会

iPS細胞由来腎臓組織幹細胞を用いた新規腎臓
再生療法開発

吉川真弘 日本学術振興会

エンハンサーの標的決定を超えて：クロマチン基
本高次構造の機能的多様性を探る

辻村太郎 日本学術振興会

院内感染症モデルに対するインターフェロンβの
治療的効果とそのメカニズム

比留間孝広 集中治療部 日本学術振興会

ヒトiPS細胞由来３次元臓器作出を可能とする臓
器特異的３次元スキャホールド開発

菱川慶一 日本学術振興会

癌吸入療法：肺内リンパ組織新生を利用した抗腫
瘍ワクチンの新たなプラットフォーム

佐藤雅昭 呼吸器外科 日本学術振興会

外来患者の構造分析と医療機関の外来機能分化
に関する研究

小林大介
国立大学病院データ
ベースセンター

日本学術振興会

移植肺拒絶における自然免疫の役割の解明：マ
ウス肺移植モデルによる試み

村川知弘 呼吸器外科 日本学術振興会

パッセンジャー変異を利用した新規肺癌個別化医
療、網羅的固有抗原同定システムの構築

長山和弘 呼吸器外科 日本学術振興会

Perfluorocarbonを用いた移植臓器保護方法の開
発

中島淳 呼吸器外科 日本学術振興会

肺移植後肺内リンパ組織新生に伴う局所抗体産
生が重症型慢性拒絶ＲＡＳに及ぼす影響

佐藤雅昭 呼吸器外科 日本学術振興会

Neoantigensをターゲットにした肺がん個別化がん
ワクチン治療の開発

中島淳 呼吸器外科 日本学術振興会

術後再発制圧のための肺癌特異的蛍光プローブ
の開発

似鳥純一 呼吸器外科 日本学術振興会

2型糖尿病患者自己管理支援のための栄養価推
定マニュアルの開発

木村滋子 健康空間情報学講座 日本学術振興会

薬剤耐性再発卵巣がんの新規治療標的の同定 山口聡子 健康空間情報学講座 日本学術振興会

ICTを利用した自己管理支援システムの構築とそ
の効果の検証

脇嘉代 健康空間情報学講座 日本学術振興会

心臓マクロファージによる不整脈発症機序の解明
と治療法開発

藤生克仁 健康空間情報学講座 日本学術振興会

ヒトネフローゼ発症に関わるBMPファミリー下流経
路の解析

野入英世 血液浄化療法部 日本学術振興会

東南アジアにおける森林減少とその社会的動因
のマッピング

東城文柄 血液浄化療法部 日本学術振興会

Ｗｅｂ機能の再利用と統合に向けた大規模ＵＩコン
ポーネント検索方法の研究

韓浩 企画情報運営部 日本学術振興会

単一分子をトレーサとするナノチャネル時空間流
動計測法の創成

嘉副　裕 血液浄化療法部 日本学術振興会

日米における医療情報システムの導入政策の比
較研究

吉田裕一 企画情報運営部 日本学術振興会

電子カルテデータ二次利用による患者転倒に関
するクリニカルインディケータ開発研究

横田慎一郎 企画情報運営部 日本学術振興会

高齢者緑内障の視野・認知低下の関連の分析と
診断・進行の客観的判定法の開発

本庄恵 眼科･視覚矯正科 日本学術振興会

新規の大規模レセプト情報を用いた縦断的疫学
研究に向けたリスク調整法の開発

佐藤大介 企画情報運営部 日本学術振興会

大規模臨床データベースの分析・ベンチマーキン
グによる次世代型EBMの手法の構築

宮田裕章 医療品質評価学講座 日本学術振興会

ヒストン関連血管内皮障害に着目した移植後肺
機能不全の機序解明

安樂真樹 医療安全管理学講座 日本学術振興会

在宅療養者を対象とした意思決定支援プログラ
ムの試行及び評価

吉江悟 老年病科 日本学術振興会

介護施設高齢入所患者における処方内容適正化
の試み

石井伸弥 老年病科 日本学術振興会

高齢患者に対する処方適正化システムの構築と
検討

小島太郎 老年病科 日本学術振興会

認知症患者・介護者の介入によるストレスバイオ
マーカー変化の検討

亀山祐美 老年病科 日本学術振興会

サルコペニアのメカニズム解明と治療可能性の検
討

矢可部満隆 老年病科 日本学術振興会

ロコモーティブ症候群とメタボリック症候群発症に
関わる新規内分泌因子の解明

浦野友彦 老年病科 日本学術振興会
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疾患関連リゾリン脂質の同定と医療応用 矢冨　裕 検査部
日本医療研究開発機
構

２型糖尿病・肥満における代謝制御機構とその破
綻のエピゲノム解析

山内　敏正 糖尿病・代謝内科
日本医療研究開発機
構

細胞間相互作用と臓器代謝ネットワークの破綻に
よる組織線維化の制御機構の解明と医学応用

眞鍋　一郎 循環器内科
日本医療研究開発機
構

生活習慣病による進行性腎障害に関わるエピ
ジェネティック異常の解明と診断・治療への応用

下澤　達雄 検査部
日本医療研究開発機
構

老化関連疾患における慢性炎症の病態生理学的
意義の解明

赤澤　宏 循環器内科
日本医療研究開発機
構

iPS細胞を用いた造血器腫瘍の病態解明と治療
法の探索

黒川　峰夫 血液・腫瘍内科
日本医療研究開発機
構

ヒト角膜内皮細胞を用いた角膜内皮組織再生医
療材料の実用化開発

山上　聡 眼科・視覚矯正科
日本医療研究開発機
構

革新的な自閉症中核症状治療法の創出 山末　英典 精神神経科
日本医療研究開発機
構

臨床試験支援機能構築事業 齊藤　延人 早期探索開発推進室
日本医療研究開発機
構

革新的医薬品・医薬機器・再生医療製品実用化
促進事業

齊藤　延人 早期探索開発推進室 厚生労働省

早期・探索的臨床試験拠点 齊藤　延人 早期探索開発推進室 厚生労働省

世界に先駆けた革新的新薬・医療機器創出のた
めの臨床試験拠点整備事業

齊藤　延人 早期探索開発推進室
日本医療研究開発機
構

先端医療の開発支援拠点形成と実践 齊藤　延人 ＴＲセンター
日本医療研究開発機
構

ヘルスケアポータルサイト等の開設 森田　啓行 健康医科学創造講座 厚生労働省

医療安全支援センター総合支援事業 児玉　安司 医療安全管理学講座 厚生労働省

組織バンク設備整備事業 齊藤　延人 事務部医事課 東京都

システム疾患生命科学による先端医療技術開発 門脇　孝 糖尿病・代謝内科 文部科学省

がん診療連携拠点病院機能強化事業 齊藤　延人 事務部医事課 厚生労働省

内リンパ水腫形成への抗利尿ホルモンとアクアポ
リンの関与に関する研究

柿木章伸
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本学術振興会

神経疾患における時間情報処理の中枢機構に関
する総合的検討

寺尾安生 神経内科 日本学術振興会

リリンパ浮腫の発症病態メカニズムの解明と新規
の標的薬物治療の開発

緒方英(元木英） 循環器内科 日本学術振興会

植込み型補助人工心臓セルフケア評価尺度とリ
スクスコアの開発

加藤尚子
重症心不全治療開発講
座

日本学術振興会

転写および蛋白質レベルでのアンドロゲンによる
p53機能制御機構の解明

高山賢一 老年病科 日本学術振興会

リンパ管腫のリンパ管内皮細胞内の生存シグナ
ル阻害を応用した新規治療の開発

高橋正貴 小児外科 日本学術振興会

ヒト皮膚居住T細胞の解析 細川玲（渡辺玲）
皮膚科・皮膚光線レー
ザー科

日本学術振興会

腫瘍免疫に基づくアブスコパル効果のメカニズム
解明と画期的な腫瘍治療戦略

白石憲史郎 放射線科 日本学術振興会

コホート研究におけるDNAメチル化のバイオマー
カーとしての有用性の検討

文東美紀 分子精神医学講座 日本学術振興会

ＩＶＲの有効性・安全性向上にむけた拡張現実お
よび三次元モデルの相互活用環境の構築

大友邦 放射線科 日本学術振興会

次世代シーケンサーを用いた腎がん固有抗原の
同定と個別化がん免疫治療の開発

免疫細胞治療学講座 日本学術振興会

未承認薬へのアクセスに関する制度（コンパッショ
ネート・ユース制度）についての研究

臨床試験データ管理学
講座

日本学術振興会

腎臓老化における小胞体ストレスシグナル（ＵＰＲ
経路）のエプゲノム制御の解明

慢性腎臓病（CKD）病態
生理学講座

日本学術振興会

T細胞受容体遺伝子導入T細胞を用いた
Neoantigen 解析システム

免疫細胞治療学講座 日本学術振興会

統合失調症患者前頭葉ゲノムにおけるLINE-1挿
入部位の決定

分子精神医学講座 日本学術振興会

虚血・小胞体ストレス応答経路関連microRNAの
腎臓病態生理活性の解明

慢性腎臓病（CKD）病態
生理学講座

日本学術振興会

ヒト腎癌細胞のiPS化における細胞記憶に着目し
た新規治療標的分子の探索

出射真奈 日本学術振興会
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小計：35
アカデミックな臨床研究実施状況の全国集計と分
析に関する研究

木内　貴弘
医療情報ネットワーク研
究センター

日本医療研究開発機
構

免疫疾患に対する有効な治療法の確立に関する
研究

田中　栄 整形外科・脊椎外科
日本医療研究開発機
構

子宮頸癌に対する粘膜免疫を介したヒトパピローマウイルス
（HPV）分子標的免疫療法の臨床応用に関する研究 川名　敬 女性診療科・産科

日本医療研究開発機
構

高齢者の薬物治療の安全性に関する研究 秋下　雅弘 老年病科
日本医療研究開発機
構

膝痛・腰痛・骨折に関する高齢者介護予防のため
の研究:大規模住民コホート(LOCOMOスタディ)の
追跡

吉村　典子 関節疾患総合研究講座
日本医療研究開発機
構

アルツハイマー病の根本治療・予防を目指すβア
ミロイド抑制薬のfirst in man, proof of concept試
験

齊藤　延人 早期・探索開発推進室
日本医療研究開発機
構

MRIを用いた気分障害の診断補助法についての
実用化研究

笠井　清登 精神神経科
日本医療研究開発機
構

乳幼児の疾患疫学を踏まえたスクリーニング等の
効果的実施に関する研究

岡　明 小児科
日本医療研究開発機
構

母子感染の実態把握及び検査・治療に関する研
究

藤井　知行 女性診療科・産科
日本医療研究開発機
構

B型肝炎ウイルスの完全排除等、完治を目指した
新規治療法の開発に関する包括的研究

森屋　恭爾 感染制御部
日本医療研究開発機
構

疾患由来iPS細胞を利用した難治性疾患の創薬
研究

門脇　孝 糖尿病・代謝内科
日本医療研究開発機
構

多系統萎縮症の治療法開発研究 辻　省次 神経内科
日本医療研究開発機
構

ゲノム解析技術および疾患特異的iPS細胞を用い
た心筋症に対する革新的な医薬品開発研究

小室　一成 循環器内科
日本医療研究開発機
構

在宅療養者に対する地域単位の夜間休日臨時
対応体制のあり方に関する研究

吉江　悟 老年病科
日本医療研究開発機
構

神経疾患の集中的な遺伝子解析及び原因究明
に関する研究

辻　省次 神経内科
日本医療研究開発機
構

老人性難聴に対する詳細な聴取評価法と聴覚認
知訓練の開発

山岨　達也
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本医療研究開発機
構

認知症の根本的な原因の解明を目指したコホート
研究と網羅的ゲノム配列解析研究

辻　省次 神経内科
日本医療研究開発機
構

低出生体重児の発症機序及び長期予後の解明
に関する研究

高橋　尚人 周産母子診療部
日本医療研究開発機
構

ノイズ様前庭電気刺激を利用した末梢前庭障害
患者に対するバランス障害改善機器の開発

岩崎　真一
耳鼻咽喉科・聴覚音声
外科

日本医療研究開発機
構

HCVに対する高ウイルス治療後、SVR後の病態
に関する研究

小池　和彦 消化器内科
日本医療研究開発機
構

長期保存型３次元再生皮下軟骨の医師主導治験
の実施

高戸　毅
ティッシュ・エンジニアリ
ング部

日本医療研究開発機
構

三大合併症を阻止する先端的な多機能人工膝関
節の実用化に関する橋渡し研究

茂呂　徹 整形外科・脊椎外科
日本医療研究開発機
構

化学物質誘発性胆管がんのリスク評価基盤：胆
管がん発症機構の解明と関連バイオマーカーの
探索

高田　龍平 薬剤部
日本医療研究開発機
構

医療機器の市販後における使用成績評価の質お
よび信頼性の確保のため要件等に関する研究

宮田　裕章 医療品質評価学
日本医療研究開発機
構

皮膚ガス測定による無侵襲血糖モニタリングシス
テムの開発

飯塚　陽子 糖尿病・代謝内科
日本医療研究開発機
構

iPS細胞を用いた遺伝性心筋疾患の病態解明お
よび治療法開発

森田　啓行 循環器内科
日本医療研究開発機
構

立体造形による機能的な生体組織製造技術の開発/細胞を用いた機能的な立体組
織および立体臓器作製技術の研究開発/高機能足場素材とバイオ3Dプリンタを用
いた再生組織・臓器の製造技術の開発

高戸　毅
ティッシュ・エンジニアリ
ング部

日本医療研究開発機
構

iPS細胞由来軟骨細胞を用いた軟骨疾患再生治
療法の開発拠点

高戸　毅
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本医療研究開発機
構

疾患特異的iPS細胞技術を用いた神経難病研究 辻　省次 神経内科
日本医療研究開発機
構

顧みられない熱帯病対策～特にカラ・アザールの
診断体制の確立とベクター対策研究

野入　英世 血液浄化治療部
日本医療研究開発機
構

がん治療標的探索プロジェクト 瀬戸　泰之 胃・食道外科
日本医療研究開発機
構

臨床検体を用いた疾患部位特異的な代謝活性の
ライブイメージング探索技法の確立と創薬への応
用

瀬戸　泰之 胃・食道外科
日本医療研究開発機
構

生体膜リン脂質を基軸とした医療基盤技術の開
発

山内　敏正 糖尿病・代謝内科
日本医療研究開発機
構

代謝産物解析拠点の創成とがんの代謝に立脚し
た医療基盤技術開発

伊地知　秀明 病態栄養治療部
日本医療研究開発機
構

臨床検体を用いた疾患部位特異的な代謝活性の
ライブイメージング探索技法の確立と創薬への応
用

保科　克行 血管外科
日本医療研究開発機
構
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小計：35

人間力活性化によるスーパー日本人の育成拠点 山末　英典 精神神経科
日本医療研究開発機
構

セレンディピターを用いた血中稀少細胞の検出 矢冨　裕 検査部
日本医療研究開発機
構

ヒト多型・変異データの体系化とデータ登録 辻　省次 神経内科
日本医療研究開発機
構

ＣＰＣを必要としない閉鎖系培養器具を用いた再
生医療技術の開発

横尾　誠一 眼科・視覚矯正科
日本医療研究開発機
構

マクロファージを軸とする細胞間・多臓器間連携
による心臓恒常性維持機構の解明

藤生　克仁 循環器内科
日本医療研究開発機
構

心臓線維芽細胞活性制御を介する臓器恒常性維
持機構の解明

武田　憲彦 循環器内科
日本医療研究開発機
構

栄養摂取バランスの崩れによる恒常性維持機構
の破綻メカニズムの解明

岩部　真人 糖尿病・代謝内科
日本医療研究開発機
構

炎症に伴うmicroRNA機能不全が惹起する炎症性
発癌の病態解明と制御法の開発

大塚　基之 消化器内科
日本医療研究開発機
構

ID統合等を活用した標準化データベースのセキュ
アな横断的検索における有用性と匿名性のリスク
評価

山本　隆一 医療経営政策学講座
日本医療研究開発機
構

神経変性疾患における系統的網羅的エピジェネ
ティクス解析

岩田　淳 神経内科
日本医療研究開発機
構

認知症臨床研究の実施を支援する国内・国際連
携体制の構築に関する研究

岩坪　威 早期・探索開発推進室
日本医療研究開発機
構

単一B細胞タンパク分析の実証 吉崎　歩 皮膚科
日本医療研究開発機
構

ゲノム・エピゲノム解析による子宮頸癌前駆病変（CIN）患者の
子宮頸癌発癌リスクの特定とそれに基づくCIN患者の個別化リ
スク低減法に関する研究

川名　敬 女性診療科・産科
日本医療研究開発機
構

医用知能情報システム基盤の研究開発 大江　和彦 企画情報運営部
日本医療研究開発機
構

再生医療等の産業化に向けた評価手法等の開発／密封培養
システムにおける上皮シートの品質評価法の確立 山上　聡 眼科・視覚矯正科

日本医療研究開発機
構

原因不明遺伝子関連疾患の全国横断的症例収
集・バンキングと網羅的解析

岡　明 小児科
日本医療研究開発機
構

ゲノムおよび遺伝子発現情報の統合的解析に基づく全身性エ
リテマトーデスの治療標的の同定とその制御法の開発 山本　一彦

アレルギー・リウマチ内
科

日本医療研究開発機
構

がん治療による神経系合併症（認知機能障害と
痛み）の緩和に関する研究

住谷　昌彦 緩和ケア診療部
日本医療研究開発機
構

日米医学協力計画を基軸としたウイルス性疾患
の感染制御に関する研究

小池　和彦 消化器内科
日本医療研究開発機
構

高次脳機能障害支援における血液バイオマー
カーの活用に関する研究

筑田　博隆 整形外科・脊椎外科
日本医療研究開発機
構

HIV感染防御ワクチン開発に関する研究 川名　敬 女性診療科・産科
日本医療研究開発機
構

ウイルス肝炎を含む代謝関連肝がんの病態解明
及び治療法の開発等に関する研究

小池　和彦 消化器内科
日本医療研究開発機
構

ヒトiPS分化細胞技術を活用した医薬品の次世代
毒性・安全性評価試験系の開発と国際標準化に
関する研究

内藤　篤彦
肺高血圧先進医療研究
学

日本医療研究開発機
構

胃癌腹膜播種に対するタキサン腹腔内投与を用
いた新規治療戦略の確立

石神　浩徳 外来化学療法部
日本医療研究開発機
構

プロトコール策定および評価指標検討による次段
階のオキシトシン臨床試験の計画・実施

山末　英典 精神神経科
日本医療研究開発機
構

大規脳画像解析とヒト－霊長類トランスレータブル脳・行動指
標開発にもとづく精神・神経疾患の病態神経回路解明 笠井　清登 精神神経科

日本医療研究開発機
構

精神疾患バイオマーカーの開発とDecNef等によ
る臨床応用のための技術基盤整備

荒木　剛 ユースメンタルヘルス
日本医療研究開発機
構

中高年発症うつ病モデルとしてエンドセリン誘発
白質虚血ラットの解析

齊藤　延人 脳神経外科
日本医療研究開発機
構

「分子プロファイリングによる新規標的同定を通じた難治がん治療法開発」
（統合的ゲノムスキャニングによる難治性小児固形腫瘍の新規標的分子の探索） 滝田　順子 無菌治療部

日本医療研究開発機
構

「分子プロファイリングによる新規標的同定を通じた難治がん治療法開発」
（進行性卵巣がんの治療感受性を規定する遺伝子変異の同定） 矢野　哲 女性外科

日本医療研究開発機
構

「がんエピゲノム異常を標的とした治療・診断法の開発」（ノン
コーディングRNAを標的とした革新的がん医療シーズの開発） 井上　聡 老年病科

日本医療研究開発機
構

「分子プロファイリングによる新規標的同定を通じた難治がん治療法開発」
（悪性脳腫瘍克服のための新規治療標的及びバイオマーカーの創出） 齊藤　延人 脳神経外科

日本医療研究開発機
構

高齢者の筋骨格系変性を改善・予防する在宅ロ
ボットリハビリシステム開発とその実証試験

住谷　昌彦 緩和ケア診療部
日本医療研究開発機
構

メタボリック・シンドローム関連疾患の個別化医療
実現

門脇　孝 糖尿病・代謝内科
日本医療研究開発機
構

腹膜播種を伴う胃癌に対するパクリタキセル腹腔
内投与併用療法の有用性を評価する第Ⅲ相臨床
試験

石神　浩徳 外来化学療法部
日本医療研究開発機
構
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628
16,899,020

補
委

629
1,500,000

補
委

630
85,792,114

補
委

631
14,172,000

補
委

632
250,000

補
委

633
500,000

補
委

634
40,264,240

補
委

635
1,500,000

補
委

636
1,000,000

補
委

637
1,200,000

補
委

638
600,000

補
委

639
600,000

補
委

640
800,000

補
委

641
1,000,000

補
委

642
27,306,270

補
委

643
1,100,000

補
委

644
3,240,000

補
委

645
6,500,000

補
委

646
46,004,947

補
委

647
8,151,000

補
委

648
4,025,000

補
委

649
23,300,000

補
委

650
16,000,000

補
委

651
23,500,000

補
委

652
9,126,000

補
委

653
4,886,060

補
委

654
5,070,000

補
委

小計：27

計：654

ストレス強度に応じた関節軟骨細胞のメカノレス
ポンスの変容機構の解明

齋藤　琢 整形外科・脊椎外科
日本医療研究開発機
構

生きた患者由来組織中の脂質組成を同定できる
振動分光顕微鏡の開発

長島　優 神経内科
日本医療研究開発機
構

子宮の生理的機能に関わる脂肪酸代謝産物の
同定と機能の解析

廣田　泰 女性診療科・産科
日本医療研究開発機
構

若年女性のスポーツ障害の解析とその予防と治
療

藤井　知行 女性診療科・産科
日本医療研究開発機
構

子宮内膜症の病態解明、および予防・治療法の
開発

大須賀　穣 女性外科
日本医療研究開発機
構

ヒト用カスタムボーンプレート評価支援 田中　栄 整形外科 大阪大学

エストロゲン低下に伴う骨粗鬆症の病態解明と予
防、治療に関する研究

田中　栄 整形外科・脊椎外科
日本医療研究開発機
構

東京都こども救命センター運営事業 齊藤　延人 脳神経外科 東京都

重症心不全患者に対するテイラーメイド方式心臓
サポートネット開発

小野　稔 心臓外科 名古屋大学

（仮称）柏市地域医療介護総合確保計画の策定
にかかるデータ集計等業務

吉江　悟 老年病科 柏市

耳鼻咽喉科分野に関する学術研究動向調査研
究

山岨　達也 耳鼻咽喉科 日本学術振興会

顧みられない熱帯病対策～特にカラ・アザールの
診断体制の確立とベクター対策研究プロジェクト

野入　英世 血液浄化療法部 国際協力機構

オープンシステム・セミオープンシステムの運営 永松　健 女性診療科 東京都

摂食障害の多面的評価法ならびに効果的治療法
の開発

吉内　一浩 心療内科
日本医療研究開発機
構

筋ジストロフィー関連疾患の診断と病態に関する
研究

清水　潤 神経内科
日本医療研究開発機
構

3Ｄ経食道心エコーデータ集積解析 山田　芳嗣 麻酔科・痛みセンター
日本医療研究開発機
構

インプラント型再生気管作成に関する研究 古村　眞 小児外科
日本医療研究開発機
構

要介護高齢者、フレイル高齢者、認知症高齢者に対する栄養
療法、運動療法、薬物療法に関するガイドライン作成に向けた
調査研究

秋下　雅弘 老年病科
日本医療研究開発機
構

フレイルの進行に関わる要因に関する研究 小川　純人 老年病科
日本医療研究開発機
構

軟骨と粘膜上皮の複合再建を実現する再生気管
軟骨の医師主導治験の実施

高戸　毅
顎口腔外科・歯科矯正
歯科

日本医療研究開発機
構

MCI全国有症率調査と認知症診断補助ツールの
開発

秋下　雅弘 老年病科
日本医療研究開発機
構

神経芽腫ゲノム変異の網羅的解析と標的分子の
同定

滝田　順子 小児科
日本医療研究開発機
構

エピジェネティック診断の基盤構築・患者コホート
の維持

山道　信毅 消化器内科
日本医療研究開発機
構

医療情報システムのための医療知識基盤データ
ベース研究開発事業

大江　和彦 企画情報運営部
日本医療研究開発機
構

医療情報データベースに保存された医療情報の
実践的な利活用のためのデータ検証（バリデー
ション）業務

小出　大介
臨床疫学研究システム
学講座

日本医療研究開発機
構

リスクの多元性を考慮したリスクコミュニケーショ
ンの実施とそのあり方に関する研究

中川　恵一 放射線科
日本医療研究開発機
構

医療用途のプラズマ装置等に関する国際標準化 瀬戸　泰之 胃・食道外科
日本医療研究開発機
構
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発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

　Suzuki J, Imai
Y, Aoki M,

循環器内科
High incidence and severity of
periodontitis in patients with Marfan

Heart and vessels.
2015;30(5):692-5.

Matsuo T,
Kawasaki K,

脳神経外科
Alternating zones selective to faces and
written words in the human ventral

Cereb Cortex.
2015;25(5):1265-

Yoshimura J,
Asano Y,

皮膚科

J. Shindoh, K.
Hasegawa and N.

肝胆膵･人工臓器移植外科
Anatomic resection of hepatocellular
carcinoma: a step forward for the precise

Ann Surg; 261

A case of scleredema adultorum
successfully treated with narrow-band

Mod Rheumatol.
2016

Aizawa N,
Homma Y, Igawa

泌尿器科・男性科
Effects of L-arginine, mirabegron, and
oxybutynin on the primary bladder afferent

Neurourol Urodyn.
2015 Apr;

　Fujita D,
Takahashi M,

循環器内科
Response of urinary liver-type fatty acid-
binding protein to contrast media

Heart and vessels.
2015;30(3):296-

　Nakayama A,
Morita H,

循環器内科
Coronary atherosclerotic lesions in
patients with a ruptured abdominal aortic

Heart and vessels.
2015;30(3):304-8.

　Suzuki J,
Aoyama N, Aoki

循環器内科
Incidence of periodontitis in Japanese
patients with cardiovascular diseases: a

Heart and vessels.
2015;30(4):498-

Kobayashi R,
Shiraishi K,

放射線科
Omission of axillary lymph node dissection
for clinically node negative early-stage Breast Cancer.

Sato M., Hikita
H., Hagiwara S.,

消化器内科
Potential associations between perihepatic
lymph node enlargement and liver fibrosis,

Hepatol Res. 2015
45(4):397-404.

J. Shindoh, X. de
Aretxabala, T.

肝胆膵･人工臓器移植外科
Tumor location is a strong predictor of
tumor progression and survival in T2

Ann Surg; 261

Mikami S,
Tateishi R,

消化器内科
Tumor markers are more useful in patients
undergoing surveillance for hepatocellular

Hepatol Res
2015;45(4):415-22

Muraki S, Akune
T, Nagata K,

整形外科・脊椎外科
Does Osteophytosis at the Knee Predict
Health-related Quality of Life Decline? A

Clin Rheumatol.
2015;34(9):1589-

Omura G, Ando
M, Saito Y,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Disease control and clinicopathological
prognostic factors of total

International
journal of clinical

　Takahashi M,
Myojo M,

循環器内科
Effect of purified eicosapentaenoic acid on
red cell distribution width in patients with

Heart and vessels.
2015;30(5):587-94.

Yasuda T,
Fukumura K,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Effects of Low-Load, Elastic Band
Resistance Training Combined With Blood

J Gerontol A Biol
Sci Med Sci. 2015;

S. Yamashita, K.
Hasegawa, M.

肝胆膵･人工臓器移植外科
Hobson's choice two-stage hepatectomy
for multiple and bilobar colorectal liver

Surg Today; 45

Shiibashi M,
Yoshimoto M,

眼科・視覚矯正科
A case of proliferative diabetic retinopathy
that regressed on HIV treatment.

Int J STD & AIDS
26: 516-517

　Kimura M,
Kinoshita O,

循環器内科
Midterm outcome of implantable left
ventricular assist devices as a bridge to

Journal of
cardiology.

Takami H,
Yoshida A,

脳神経外科
Revisiting TP53 Mutations and
Immunohistochemistry--A Comparative

Brain Pathol.
2015;25(3):256-

Fujiwara N,
Tateishi R,

消化器内科
Slight elevation of high-sensitivity C-
reactive protein to predict recurrence and

Hepatol Res
2015;45(6):645-55

Aoki Y,
Watanabe T,

こころの発達診療部
Oxytocin's neurochemical effects in the
medial prefrontal cortex underlie recovery

Mol Psychiatry.
20(4):447-53

Ishida M, Gonoi
W, Hagiwara K,

人体病理・病理診断学
Early postmortem volume reduction of
adrenal gland: initial longitudinal computed

Radiol Med.
2015;120(7):662-9.

63: Kato M,
Yamamoto T.

形成外科、美容外科
Simple wire retractor for
supermicrosurgical lymphaticovenular

Microsurgery. 2015
May;35(4):335-6.

Niikura R,
Yasunaga H,

消化器内科
Factors affecting in-hospital mortality in
patients with lower gastrointestinal tract

J Gastroenterol.
2015

Sugaya M 皮膚科  Chemokines and skin diseases
Arch Immunol Ther
Exp. 2015;

Kawai K,
Ishihara S,

22世紀医療センター
Nomogram prediction of metachronous
colorectal neoplasms in patients with

Ann Surg
,261(5):926-32

Y. Mise, K.
Hasegawa, J.

肝胆膵･人工臓器移植外科
The Feasibility of Third or More Repeat
Hepatectomy for Recurrent Hepatocellular

Ann Surg; 262
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Higo T, Miyagaki
T, Nakamura F,

血液・腫瘍内科
Paraneoplastic pemphigus occurring after
bendamustine and rituximab therapy for

Ann Hematol.
94(4):683-5

Fujimoto C,
Egami N,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Involvement of vestibular organs in
idiopathic sudden hearing loss with vertigo:

Clin Neurophysiol.
2015; 126:1033-

Aizawa N, Ito H,
Sugiyama R,

泌尿器科・男性科
Selective inhibitory effect of imidafenacin
and 5-hydroxymethyl tolterodine on

J Urol. 2015 Apr;
193(4):1423-32

Ito T, Hanafusa
N, Iwase S, Noiri

腎臓・内分泌内科
Effects of cell-free and concentrated
ascites reinfusion therapy (CART) on

Int J Clin Oncol.
2015

56: Furuya M,
Yamamoto T,

形成外科、美容外科
 The half notching method for Flow-
through lymphaticovenular anastomosis.

Microsurgery. 2015
Jul;35(5):415-6.doi:

Obuchi M,
Sumitani M, Shin

脳神経外科
Spinal cord stimulation ameliorates
neuropathic pain-related sleep disorders: a

Neuromodulation.
2015;18(3):191-

Uni M, Kagoya
Y, Nannya Y,

血液・腫瘍内科
Central nervous system relapse in patients
with diffuse large B-cell lymphoma:

Leuk Lymphoma.
56(6):1869-71.

Nakashima R,
Watanabe C,

22世紀医療センター
The effect of expert knowledge on medical
search: medical experts have specialized

Psychol.Res.
79:729-738,2015.

45: Yamamoto T,
Fujita M, Ishiura

形成外科、美容外科
Trans-flap anchoring suture technique for
tension-free skin flap interposition.

Microsurgery. 2015
Sep;35(6):494-5.

Sakaguchi Y,
Tsuji Y, Ono S,

消化器内科
Polyglycolic acid sheets with fibrin glue can
prevent esophageal stricture after

Endoscopy. 2015
Apr;47(4):336-40.

　Ogata F, Fujiu
K, Koshima I,

循環器内科
Phenotypic modulation of smooth muscle
cells in lymphoedema.

The British journal
of dermatology.

Omura G, Ando
M, Saito Y,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Comorbidity as predictor poor prognosis
for patients with advanced head and neck

Head Neck.
2016;38(3):364-9

Hata K, Kazama
S, Nozawa H,

大腸肛門外科
Laparoscopic Surgery for Ulcerative
Colitis: a review of the literature.

Surgery Today.
2015; 45(8). 933-8.

T. Aoki, N.
Kokudo, I.

肝胆膵･人工臓器移植外科
Streptozocin chemotherapy for
advanced/metastatic well-differentiated

J Gastroenterol; 50

37: Yamamoto T,
Mito D, Hayashi

形成外科、美容外科
Multiple-in-one concept for lymphatic
supermicrosurgery.

Microsurgery. 2015
Oct;35(7):588-9.

Nishikawa T,
Sunami E,

大腸肛門外科
Incidence and prognostic significance of
positive peritoneal lavage in colorectal

Surg Today. 2015;
45(9): 1073-1081.

55: Yoshimatsu
H, Yamamoto T,

形成外科、美容外科
The role of non-enhanced angiography in
toe tip transfer with small diameter pedicle.

Microsurgery. 2015
Jul;35(5):364-9.

Ishihara S,
Matsuda K,

大腸肛門外科
Patient factors predisposing to
complications following laparoscopic

Surg Laparosc
Endosc Percutan

Ozawa T,
Ishihara S,

大腸肛門外科
Prognostic significance of the lymph node
ratio in stage IV colorectal cancer patients

Ann Surg Oncol.
2015; 22(5): 1513-

　Nakai Y,
Isayama H,

消化器内科
The inhibition of renin-angiotensin system
in advanced pancreatic cancer: an

J Cancer Res Clin
Oncol. 2015

Yamamoto S,
Hoshina K,

血管外科
Long-term outcomes of surgical treatment
in patients with popliteal artery entrapment

Vascular ・　23(5)

Kitayama J,
Emoto S,

胃・食道外科
Flow Cytometric Quantification of
Intraperitoneal Free Tumor Cells is a

Ann Surg Oncol.
2015;22(7):2336-

Yoshino M, Kin
T, Ito A, Saito

脳神経外科
Diffusion tensor tractography of normal
facial and vestibulocochlear nerves.

Int J Comput Assist
Radiol Surg.

Yoshimura N,
Muraki S, Oka

整形外科・脊椎外科
Mutual associations among musculoskeletal
diseases and metabolic syndrome

Mod Rheumatol.
2015;25(3):438-48

Nagasaka K,
Kawana K,

女性診療科・産科、女性外
科

Positive peritoneal cytology at interval
surgery is a poor prognostic factor in

J Obstet Gynaecol
Res. 2015

Sugihara T,
Yasunaga H, Yu

泌尿器科・男性科
Perioperative Outcome Comparisons
Between Open and Laparoscopic

J Endourol. 2015
Jul;29(7):770-6

Motonishi S,
Nangaku M,

糖尿病・代謝内科
Sirtuin1 Maintains Actin Cytoskeleton by
Deacetylation of Cortactin in Injured

J Am Soc Nephrol.
2015;26(8):1939-

Omata Y, Yasui
T, Hirose J,

顎口腔外科・歯科矯正歯科
Genomewide comprehensive analysis
reveals critical cooperation between Smad

J Bone Mine Res.
2015 May;

Iwagami M,
Yasunaga H,

腎臓・内分泌内科
Choice of renal replacement therapy
modality in intensive care units: data from

J Crit Care. 2015
Apr;30(2):381-5.

Tsuji Y,
Fujishiro M,

消化器内科
Polyglycolic acid sheets and fibrin glue
decrease the risk of bleeding after

Gastrointest
Endosc. 2015

Nakajima K,
Taketomi S, Inui

整形外科・脊椎外科
Missed Medial Malleolar Fracture
Associated With Achilles Tendon Rupture:

J Foot Ankle Surg.
2016 ;55(1):169-

Nishikawa M,
Kurano M, Ikeda

消化器内科
Lysophosphatidylserine has bilateral effects
on macrophage in developing

J Atheroscler
Thromb. 2015

Ito H, Aizawa N,
Fujita Y, Suzuki

泌尿器科・男性科
Long-term caloric restriction in rats may
prevent age related impairment of in vitro

J Urol. 2015
Jun;193(6):2123-30
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Tada M, Nagai
T, Kirihara K,

精神科
 Differential alterations of auditory gamma
oscillatory responses between pre-onset

Cereb Cortex 26:
1027-35, 2016

Kanatani A,
Nakagawa T,

泌尿器科・男性科
Adjuvant chemotherapy is possibly
beneficial for locally advanced or node-

Clin Genitourin
Cancer. 2015

23: Iida T,
Yoshimatsu H,

形成外科、美容外科
Reconstruction of a full-thickness, complex
nasal defect that includes the nasal septum

Microsurgery. 2016
Jan;36(1):66-9. doi:

S. Ohta, T.
Nishiyama, M.

肝胆膵･人工臓器移植外科
Development of carboxymethyl cellulose
nonwoven sheet as a novel hemostatic

J Biosci Bioeng;
119

　Nara, A.,
Nagai, H.,

病院検査部
Pulmonary Arterial Hypertension in Rats
Due to Age-related Arginase Activation in

Am. J. Respir. Cell
Mol. Biol. 53: 184-

Nomura T, Ushio
M, Kondo K,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Effects of nasal septum perforation repair
surgery on three-dimensional airflow: an

Eur
Arch.Otorhinolaryn

Tezuka D,
Terashima M,

22世紀医療センター
Clinical characteristics of definite or
suspected isolated cardiac sarcoidosis:

 J Card Fail. 2015
21(4):313-22.

Takami H,
Mukasa A,

脳神経外科
Findings from positron emission
tomography and genetic analyses for

Brain Tumor
Pathol.

Ohya J, Chikuda
H, Kato S,

整形外科・脊椎外科
Risks of in-hospital death and
complications after fusion surgery in

World Neurosurg.
2015;83(4):603-7

Shoda N,
Yasunaga H,

整形外科・脊椎外科
Prophylactic effect of fondaparinux and
enoxaparin for preventing pulmonary

Mod Rheumatol.
2015;25(4): 625-9

29: Todokoro T,
Hara H,

形成外科、美容外科
A threader technique using an 11-0 loop
needle for supermicrosurgery.

Microsurgery. 2015
Nov;35(8):672-3.

Iwasaki S,
Fujimoto C,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Clinical characteristics of patients with
abnormal ocular/cervical vestibular evoked

Ann Otol Rhinol
Laryngol. 2015;

Fujishiro J,
Ishimaru T,

小児外科
Thoracoscopic plication for diaphragmatic
eventration after surgery for congenital

J Laparoendosc
Adv Surg Tech A.

Suzuki S,
Yasunaga H,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Factors associated with severe epiglottitis
in adults: Analysis of a Japanese inpatient
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Joint function and arthropathy severity in
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肝胆膵･人工臓器移植外科
Recurrent Acute Liver Failure Because of
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Medicine
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International heart
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Low Platelet Counts and Prolonged
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IMPACT OF CONTINUOUS RENAL
REPLACEMENT THERAPY INTENSITY
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Kawai K, Tanaka
T, Watanabe T.
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Interstitial lung disease associated with
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Novel Anastomotic Device for Distal
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Daimon, M.,

病院検査部
Early menopause does not influence left
ventricular diastolic dysfunction: A clinical
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The gut-kidney connection in advanced
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Yamashita H,
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Efficacy and feasibility of ambulatory
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Murayama R,
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アドバンストナーシングテク
ノロジー

The relationship between the tip position
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BioScience Trends.
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Yoshizaki A 皮膚科
Blymphocytes in systemic sclerosis:
Abnormalities and therapeutic targets

J Dermatol.
2016;43(1):39-45

Okada N,
Fukunaga M,

精神科
Abnormal asymmetries in subcortical brain
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Saito Y, Ando
M, Fujimoto C,

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Human Papillomavirus 16 Physical Status
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ORL J
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Yamaguchi H,
Kitayama J,

大腸肛門外科
A patient with gastric cancer with
peritoneal carcinomatosis treated with

J Med Case Rep.
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Koike S,
Satomura Y,

精神科
Association between rostral prefrontal
cortical activity and functional outcome in

Schizophr Res 170:
304-310, 2016

Ueha R, Ueha S,
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耳鼻咽喉科・聴覚音声外科
Damage to Olfactory Progenitor Cells Is
Involved in Cigarette Smoke-Induced
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Nomiya A, Niimi
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A survey on clinical practice of interstitial
cystitis in Japan.
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T, Shinoda Y,

リハビリテーション科・部
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Tajima S,
Yanagiya M,

呼吸器外科
Metaplastic thymoma with myasthenia
gravis presumably caused by an
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Periostin Isoforms and Cardiac Remodeling
After Myocardial Infarction: Is the Dispute
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Association between self-stigma and self-
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Practicality of the Lower Extremity
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A clinicopathological analysis of soft tissue
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A local renal renin-angiotensin system
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High-resolution CT with new model-based
iterative reconstruction with resolution
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H, Nakamura K,

整形外科・脊椎外科
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児玉　安司 22世紀医療センター 臨床試験における利益相反と規制のあり方
リーガルマインド
Ｎｏ．363

松平浩 22世紀医療センター
磯村 達也，岡崎 裕司，三好 光太，小西
宏昭：日本人勤労者を対象とした腰痛疫学

日本職業災害医学
会会誌63: 329-

松平浩，岡敬之 22世紀医療センター
McKenzie法も踏まえた腰部脊柱管狭窄症
に対する姿勢・運動指導の実際．

Loco CURE 1:
234-236, 2015

Kariya Y, Honma
M, Suzuki H.

22世紀医療センター
Mechanism analyses and mechanism-based
prediction for adverse drug reactions using

Nihon Yakurigaku
Zasshi. 2016

熊谷英敏、池田
祐一、小室一成

22世紀医療センター AT1受容体のバイアスドアゴニズム
Angiotensin
Research 12: 102-

村木重之 22世紀医療センター EBM講座(第48回)　サルコペニアと骨折
骨粗鬆症治療
2015; 14(3):240-4

山中崇 22世紀医療センター
【老化と老年疾患-研究・臨床の最前線　高
齢者の医療介護体制とイノベーション】在

医学のあゆみ.
2015; 253(9): 919-

藤生克仁、真鍋
一郎

22世紀医療センター ５．心腎連関の機序の最新の知見
 腎・高血圧の最新
治療, 14(1), フジメ

村木重之 22世紀医療センター
【大腿骨近位部骨折～疫学から治療、リエ
ゾンサービスまで～】 大腿骨近位部骨折の

Clinical Calcium
2015; 25(4): 511-

吉村典子 22世紀医療センター
【内科医がになう骨粗鬆症-診療と生活指
導の最新情報】　骨粗鬆症の現状と未来

Medicina 2016;
53(3):414-7

村木重之 22世紀医療センター
【骨粗鬆症臨床研究の未来に向けて-臨床
研究の手法と若手研究者への期待-】 疫学

日本骨粗鬆症学会
雑誌 2015;

吉村典子 22世紀医療センター
【骨粗鬆症の診断と治療update】 骨粗鬆症
とロコモテイブシンドローム

Bone Joint Nerve
2016; 6(1):177-80

吉村典子 22世紀医療センター
【骨粗鬆症臨床研究の未来に向けて-臨床
研究の手法と若手研究者への期待-】 わが

日本骨粗鬆症学会
雑誌 2015;

松平浩 22世紀医療センター
【腰痛対策最前線】第8回 “脳機能の不具
合”への対処法．

地方公務員 安全と
健康フォーラム　95

松平浩 22世紀医療センター
【腰痛対策最前線】第9回腰痛セルフケア
のACE（エース）‐エクササイズはアライメン

地方公務員 安全と
健康フォーラム　96

松平浩 22世紀医療センター
【高齢者における非がん性慢性疼痛の管
理】非特異的腰痛の新しい考え方とマネジ

Geriatric Medicine
53: 959-964, 2015

松平浩 22世紀医療センター
【腰痛対策最前線】第7回 腰痛対策メディ
アキャンペーン．

地方公務員 安全と
健康フォーラム　94

宮田 裕章 22世紀医療センター
【外科治療とNCD】 臨床現場の改善とさら
なる価値の創出に向けたビッグデータの活

Surgery Frontier
(1340-5594)22巻4

吉村典子 22世紀医療センター
【健康日本21における日本整形外科学会
の取り組み】 ロコモとメタボと認知症

クリニシアン 2015;
62(12):1136-43

村木重之 22世紀医療センター
【ロコモの視点を交えた変形性膝関節症】
病態・疫学

Loco Cure 2015;
1(2): 104-109

　 長岡孝治、垣
見和宏

22世紀医療センター
【胃癌の診療】 胃癌の治療　胃癌に対する
免疫治療(解説/特集)

臨床消化器内科
30巻7号 Page907-

吉村典子、阿久
根徹

22世紀医療センター
【ロコモティブシンドロームのすべて】ロコモ
ティブシンドロームの概念と疫学 疫学

日本医師会雑誌
2015; 144(特別

村木重之 22世紀医療センター
【ロコモティブシンドロームのすべて】ロコモ
ティブシンドロームの評価 評価法　その他

日本医師会雑誌
2015; 44(特別1):

吉村典子 22世紀医療センター
【フレイルと心血管疾患:転倒・骨折との関
わり】 フレイルとロコモティブシンドローム

Progress in
Medicine 2015;

松平浩 22世紀医療センター
【リハビリテーションに必要な産業医学の知
識】非特異的腰痛．

総合リハビリテー
ション 43：517-526,

村木重之 22世紀医療センター
【サルコペニア】 サルコペニアと加齢関連
疾患　サルコペニアとロコモティブシンド

The Lipid 2016;
27(1):34-40

吉村典子 22世紀医療センター
【フレイル・サルコペニア・ロコモを知る・診
る・治す】 ロコモティブシンドロームの臨床

日本老年医学会雑
誌 2015;

山口拓洋, 宮路
天平.

22世紀医療センター  臨床研究の品質マネジメント.
化学療法の領域.
2015 Aug; 3(8):

吉村典子 22世紀医療センター
【アンチエイジングサイエンスからロコモティ
ブシンドロームを考える】 本邦における変

Anti-aging Science
2015; 7(2):88-91

吉村典子、阿久
根徹

22世紀医療センター
2015228161【老化と老年疾患-研究・臨床
の最前線】 フレイル/サルコペニア/ロコモ

医学のあゆみ
2015; 253(9):827-

山中崇 22世紀医療センター
 特集　在宅医療の新しい展開　在宅医療
に関する研究の現状と展望.

エイジングアンドヘ
ルス. 2016;  24(4):
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外科 (0016-
593X)78巻3号

松平浩，住谷昌
彦，笠原諭

22世紀医療センター
慢性および再発性非特異的腰痛のマネジ
メント．

Locomotive Pain
Frontier 4: 76-83,

高橋 新, 平原
憲道, 宮田 裕

22世紀医療センター
臨床と研究 臨床データベースへの入力か
らみえるわが国の診療提供体制　施設診

　鈴木淳一 22世紀医療センター 動脈硬化性疾患と歯周病
日本医師会雑誌
2015　144(3); 507-

吉江悟 22世紀医療センター
地域包括ケアシステムにおける「本人・家族
の選択と心構え」.

ドラッグマガジン.
2015; 58(1): 81-83

藤生克仁 22世紀医療センター 心腎連関による心臓リモデリング機序
最新医学、最新医
学社, Vol. 70, No.

　鈴木淳一 22世紀医療センター
大動脈瘤未病状態における歯周病の関与
を解明する臨床研究

未病と抗老化2015
24:56-59.

吉江悟 22世紀医療センター
在宅療養者やその家族の「選択と心構え」
を支える: 地域住民に伴走する意思決定支

地域ケアリング.
2015; 17(14): 130-

藤生克仁 22世紀医療センター 心腎脳ネットワークと慢性炎症制御
別冊BioClinica,
vol.4 No.2, 91-96,

山中崇 22世紀医療センター
在宅医療の土台を支える研究の推進を目
指して 1．在宅医療の研究に関する展望―

日老医誌. 2016;
53(1): 19-24

吉江悟, 松本佳
子, 土屋瑠見子,

22世紀医療センター
在宅医療多職種研修とその効カレントテラ
ピー

カレントテラピー.
2015; 30(2): 80-86

吉村典子 22世紀医療センター
骨粗鬆症Q&A(第49回)　国内の骨粗鬆症
の発症に地域差はあるのでしょうか?(Q&A)

骨粗鬆症治療
2015; 14(1):85-6

村木重之 22世紀医療センター 骨棘を伴う脊椎疾患とは(Q&A)
日本医事新報
2015; 4769: 69-70

松平浩 22世紀医療センター 骨関節疾患 腰痛．
今日の小児治療指
針 第16版、医学書

松平浩，岡敬之 22世紀医療センター 腰痛の疫学 1）グローバルな現状．
腰痛のサイエンス、
文光堂、2015、

松平浩，岡敬之 22世紀医療センター
腰痛の疫学 2）我が国における最近の知
見．

腰痛のサイエンス、
文光堂、2015、

　鈴木淳一 22世紀医療センター 話題の感染症—歯周病と動脈硬化
モダンメディア2016
62(2); 1-6.

石川ひろの UMINセンター
医療コミュニケーション研究の方法論的議
論と発展：『Communication in Medical

現象と秩序 2015;
3: 17-26.

岡田昌史、石川
ひろの、加藤美

UMINセンター 臨床試験登録システムの意義と役割.
臨床栄養 2015;
27(5): 620-21.

古川久美子, 大
江真琴, 保坂嘉

アドバンストナーシング
足潰瘍予防のための靴の選択方法に関す
る研究―足潰瘍のない糖尿病患者自身に

日本フットケア学会
雑誌.

高橋美奈子，野
口博史，大江真

アドバンストナーシング
糖尿病患者の足部筋力と足底圧・せん断
力．腰部足部角速度の関係：４症例におけ

看護理工学会誌.
2015;2(3):157-163.

神田浩子 アレルギー・リウマチ内科
 強直性脊椎炎に対するエタネルセプトの
NSAIDs-sparing効果

リウマチ科・54巻3
号・p318-22

夏本文輝、庄田
宏文、山本一彦

アレルギー・リウマチ内科 関節リウマチ
検査と技術43巻12
号

庄田宏文 アレルギー・リウマチ内科 関節リウマチ
アレルギー・免疫22
巻12号

山本一彦、竹内
勤、石黒直樹、

アレルギー・リウマチ内科
関節リウマチに対するセルトリツマブペゴル
自己注射の安全性、有効性および継続率

リウマチ科54巻6号

庄田宏文、山本
一彦

アレルギー・リウマチ内科 関節リウマチの病因としてのシトルリン化
Medical practice 32
巻9号

山本一彦 アレルギー・リウマチ内科 ゲノムからみた関節リウマチ
Clinical Calcium25
巻12号

庄田宏文 アレルギー・リウマチ内科 自己抗原BiPの関節リウマチ病態への関与
臨床免疫・アレル
ギー科64巻3号

藤尾圭志 アレルギー・リウマチ内科 自己抗体産生機序：最新のメカニズム
腎と透析 78(2015)
p665-669

岡村僚久、藤尾
圭志

アレルギー・リウマチ内科 自己抗体産生のメカニズム 炎症と免疫24巻1号

山本一彦 アレルギー・リウマチ内科 自己免疫疾患と遺伝因子 実験医学33巻12号

藤尾圭志 アレルギー・リウマチ内科 自己免疫疾患とエピゲノム修飾
日本臨床免疫学会
雑誌 39(2016) p23-

藤尾圭志 アレルギー・リウマチ内科 自己免疫疾患の新たな病因論 リウマチ科54巻4号

庄田宏文 アレルギー・リウマチ内科
自己免疫疾患の治療標的としてのIL-22の
可能性

リウマチ科53巻4号
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山本一彦 アレルギー・リウマチ内科 自己免疫疾患の発症のメカニズム
医学のあゆみ255
巻5号

藤尾圭志 アレルギー・リウマチ内科
次世代シークエンス法を用いた関節リウマ
チにおける抗原特異的T細胞免疫応答の

BIO Clinica 30巻11
号

山口健介、高地
雄太、山本一彦

アレルギー・リウマチ内科 疾患感受性遺伝子と疾患 Mebio32巻11号

庄田宏文 アレルギー・リウマチ内科
シトルリン化蛋白の免疫機能への影響と臨
床応用

医学のあゆみ255
巻9号

岡村僚久、森田
薫、藤尾圭志、

アレルギー・リウマチ内科
制御性T細胞による全身性エリテマトーデス
の病態制御

日本臨床免疫学会
雑誌38巻1号

永渕泰雄、藤尾
圭志

アレルギー・リウマチ内科 腸内細菌と自己免疫疾患・関節リウマチ
成人病と生活習慣
病45巻12号

藤尾圭志 アレルギー・リウマチ内科 免疫・自己免疫疾患とmicrobiota
日本内科学会雑誌
104巻8号

神田浩子 アレルギー・リウマチ内科 免疫抑制薬　ー免疫抑制剤の基礎知識ー
薬剤師継続学習通
信教育講座第2回・

神田浩子 アレルギー・リウマチ内科 関節リウマチ治療薬とその副作用
Medical Practice・
32巻5号p872-5

川口 直子,神田
浩子, 永友 利津

アレルギー・リウマチ内科
膠原病患者におけるBioPlex2200 ANA
Screenを用いた自己抗体測定の評価

医学検査
64(3)337-42,2015

愛甲 丞, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【LECS(laparoscopy and endoscopy
cooperative surgery)の新たな展開】 胃局

臨床消化器内
科.2015;30巻12号:

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【Neoadjuvant therapyの最新の動向-がん
の治療戦略はどのように変わっていくのか】

臨床外科.2015.70
巻7号:824-7

西田 正人 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【あなたも名医!消化管疾患診療のギモン・
シツモン・アンコモン　Q&Aで斬る!】 (2章)

jmed mook.2015;40
号: 131-3

瀬戸 泰之, 森
和彦, 山形 幸

胃・食道外科
【がん医療の変遷】 ロボット支援下食道癌
根治術(解説/特集)

成人病と生活習慣
病.2015;45巻5

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【これも知りたい術式イラスト便利帳】 噴門
側胃切除術(図説/特集)

消化器外科
Nursing.2016;21巻

山下　裕玄 胃・食道外科
【ナースの「あれっ!?」が急変を防ぐ　術後
観察の注目!ポイント】　手術別知っておき

Expert
Nurse.2015;31巻5

瀬戸 泰之, 山下
裕玄

胃・食道外科
【胃癌の診療】 通常型と区別すべき胃癌お
よび胃癌類縁疾患　食道胃接合部癌(解説

臨床消化器内
科.2015;30巻7

瀬戸 泰之, 山下
裕玄, 八木 浩

胃・食道外科
【胃切除後再建術式の工夫とその評価】 再
建術式の歴史的変遷と現在の状況　安全

臨床外科.2015;70
巻6号:668-75

野村 幸世, 川瀬
和美, 萬谷 京

胃・食道外科
【科を越えて考える,外科系女性医師のキャ
リア形成-現状・問題点・対策-】 女性外科

日本外科系連合学
会誌.2015;40巻2

分田 貴子, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【外科医が知っておくべき がん薬物療法の
副作用とその対策】　症状別対策マニュア

臨床外科.2015;70
巻5号:603-6

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【再発に挑む!-外科治療の役割】　術後
サーベイランスの考え方と再発時の治療戦

臨床外科.2015;70
巻9号:1090-5

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【消化器・一般外科手術のPearls & Tips-ワ
ンランク上の手術を達成する技と知恵】　胃

臨床外科.2015;70
巻11号:64-8

小野山 温那, 神
谷 真子, 栗木

胃・食道外科
【消化器疾患の病態生理】 ペプチダーゼ
プローブによる食道扁平上皮癌の迅速蛍

Progress in
Medicine.2016;36

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【食道胃接合部癌に対する手術手技-コツ
とピットフォール-】 食道胃接合部癌に対す

癌の臨床.2015;61
巻5号:347-53

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【食道胃接合部癌のすべて】 食道胃接合
部癌のリンパ節転移と術式選択(解説/特

外科.2015;77巻4
号:383-7

山下 裕玄, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【食道胃接合部癌の治療-今後の展望-】
食道胃接合部癌に対する術式と至適郭清

日本外科学会雑
誌.2015;116巻1

山下 裕玄, 小田
島 慎也, 藤城

胃・食道外科
【食道胃接合部腺癌】 食道胃接合部腺癌
の外科治療　新ガイドラインに基づいて(解

胃と腸.2015;50巻9
号:1161-7

森 和彦, 西田
正人, 瀬戸 泰之

胃・食道外科
【食道手術-合併症対処の各施設の工夫-】
術中・術後合併症の予防と対処　当施設の

手術.2015;69巻7
号: 1127-30

森 和彦, 瀬戸
泰之

胃・食道外科
【同時性・異時性の重複がんを見落とさな
い-がん診療における他臓器への目配り】

臨床外科.2015;70
巻12号:1346-51

小野山 温那、
神谷 真子, 阿部

胃・食道外科
【内視鏡観察-今と近未来】 近未来内視鏡
ペプチダーゼプローブによる食道扁平上皮

消化器内視鏡.
2016;28巻3号:473-

野村 幸世, 春間
賢

胃・食道外科 【慢性胃炎を見直す】 残胃炎(解説/特集)
胃と腸.2016;51巻1
号:87-93

野村 幸世, 井田
和徳, 寺尾 秀

胃・食道外科
胃粘膜萎縮の内視鏡診断　多施設共同前
向き研究(原著論文)

 
Gastroenterological

小野山 温那, 山
形 幸徳, 愛甲

胃・食道外科
栄養士も知っておきたい!画像診断の基本
(vol.2)　内臓・皮下脂肪、骨格筋量の測定

臨床栄養.2015;126
巻7号:920-4
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瀬戸 泰之 胃・食道外科
外科臨床の実践　NCDを用いた外科学総
論臨床研究の実践とその展開(解説)

日本外科学会雑
誌.2015;116巻臨増

野村 幸世 胃・食道外科 外科臨床研究と女性外科医(解説)
日本外科学会雑
誌.2015;116巻3

野村 幸世 胃・食道外科
外科臨床研究のあり方　外科臨床研究と女
性外科医(解説)

日本臨床外科学会
雑誌.2015;76巻5

瀬戸 泰之, 山下
裕玄, 佐野 武,

胃・食道外科
外科臨床研究の実践　食道胃接合部癌の
外科臨床研究(解説)

日本臨床外科学会
雑誌.2015;76巻5

清水 伸幸, 畑尾
史彦, 深柄 和

胃・食道外科
酵素処理などにより軟化した摂食回復支援
食の胃癌術後食としての応用　初期安全性

外科と代謝・栄
養.2015;49巻4号:

瀬戸 泰之, 遠藤
格, 渡邊 昌彦

胃・食道外科
国際化時代における邦文学会誌の在り方
日本消化器外科学会の立場から(解説)

日本外科学会雑
誌.2015;116巻臨増

野村 幸世 胃・食道外科
女性外科医の労働環境とキャリア形成(解
説)

臨床外科.2015;70
巻7号:872-6

瀬戸 泰之, 山下
裕玄, 佐野 武,

胃・食道外科 食道胃接合部癌の外科臨床研究(解説)
日本外科学会雑
誌.2015;116巻3

瀬戸 泰之, 山下
裕玄

胃・食道外科 食道胃接合部癌の診断と治療(総説)
日本消化器病学会
雑誌.2015;112巻10

吉村 俊太郎, 絹
田 俊爾, 丸山

胃・食道外科
腸間膜膿瘍を伴う空腸憩室穿通の1例(原
著論文/症例報告)

臨床外科.2015;70
巻4号:495-8

蕪城俊克 眼科・視覚矯正科
【虹彩毛様体炎の臨床】 サイトメガロウイル
スによる虹彩毛様体炎

眼科 57:827-832

蕪城俊克 眼科・視覚矯正科
【膠原病】 実地医家の日常診療のレベル
アップのポイントを身につける　膠原病にお

Medical Practice
32:1143-1146

蕪城俊克 眼科・視覚矯正科 ぶどう膜炎と類縁疾患　ベーチェット病 眼科 57:867-873

寺尾 亮、藤野雄
次郎、南川裕

眼科・視覚矯正科
硝子体混濁を主症状としたFuchs虹彩異色
毛様体炎の2例

臨床眼科69：1669-
1673

　若林 義賢, 奥
川 周

感染制御部
【すべての内科医のためのHIV感染症-長
期管理の時代に】　HIV感染症にまつわる

 内科 116巻5号

　湯橋 一仁, 森
屋 恭爾

感染制御部
【感染症ガイドラインのすべて】 日本肝臓
学会　C型肝炎治療ガイドライン

化学療法の領域 32
巻増刊

　山口 諒, 森屋
恭爾

感染制御部
【感染症における新薬開発のジレンマと展
望-日本が先駆者となるために-】 耐性菌と

 化学療法の領域
32巻1号

　門 輝, 森屋 恭
爾

感染制御部
【肝・胆・膵の慢性炎症】 肝臓と慢性炎症
炎症とHCV感染、発癌の機序

別冊Bio Clinica: 慢
性炎症と疾患 4巻4

　森屋 恭爾, 三
好 秀征, 小池

感染制御部
【新ウイルス性肝炎学-最新の基礎・臨床研
究情報-】 肝炎ウイルス研究の進歩　肝炎

日本臨床 (0047-
1852)73巻増刊9

　森屋 恭爾, 三
好 秀征, 小池

感染制御部 ウイルス感染と腫瘍 C型肝炎と肝発癌
 日本内科学会雑
誌 104巻9号

　森屋 恭爾 感染制御部
新規抗菌薬の開発に向けた感染関連6学
会の提言

感染と消毒 22巻2
号

住谷昌彦 緒方
徹

緩和ケア診療部 Sensori-motor integrationの障害と痛み
Locomotive Pain
Frontier 2015; 4:

住谷昌彦 緩和ケア診療部 たんなる災難：神経障害性疼痛
「痛みを知るため
に」監訳：花岡一雄

住谷昌彦 穗積
淳 山内照夫

緩和ケア診療部
高用量, 長期使用に伴う副作用～腸機能
障害, 性腺機能障害, 痛覚過敏

「慢性疼痛治療-現
場で役立つオピオ

住谷昌彦 緒方
徹

緩和ケア診療部 質問票：痛みの性状、神経障害性疼痛
「臨床に役立つ神
経障害性疼痛の理

住谷昌彦 穂積
淳 山内照夫

緩和ケア診療部 痛（がん性疼痛の基礎）
ペインクリニック
2015; 36: S361-70

住谷昌彦 緩和ケア診療部 複合性局所疼痛症候群
「リウマチ病学テキ
スト」編集：日本リウ

住谷昌彦 山内
照夫

緩和ケア診療部 末梢神経障害性疼痛治療薬
「誰にでもできる緩
和ケアの実践書」編

瀧本 禎之，金井
良晃，海津 未希

緩和ケア診療部
連載「エシックスの知恵袋」第4回　体調も
気持ちも不安定な終末期の患者さんに、

緩和ケ
ア.2015.25(3),246-

瀧本 禎之，金井
良晃，海津 未希

緩和ケア診療部
連載「エシックスの知恵袋」第５回　認知症
の患者さんに繰り返される肺炎治療…。ほ

緩和ケ
ア.2015.25(4), 330-

瀧本 禎之，金井
良晃，海津 未希

緩和ケア診療部
連載「エシックスの知恵袋」第6回　この鎮
静、本当に大丈夫でしょうか？

緩和ケ
ア.2015.25(5),440-

新秀直 企画情報運営部
携帯電話による医療機器への影響調査の
具体的な方法と評価結果

電磁環境工学情報
ＥＭＣ4月号Ｎ

篠原恵美子, 今
井健, 大江和彦

企画情報運営部
身体部位表現と解剖オントロジーのマッピ
ングに関する基礎的検討

医療情報学 35(6)
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163 小計：33

宮田明典、石沢
武彰、有田淳

肝胆膵･人工臓器移植外科
；ICG蛍光法による肝区域染色法を用いた
系統的肝切除術；

臨床外科；2015；
70(12)；1375-1379.

有田淳一、山本
訓史、阪本良

肝胆膵･人工臓器移植外科 ；肝切除
消化器外科；2015；
38(6)；909-918.

 金子順一、菅原
寧彦、赤松延

肝胆膵･人工臓器移植外科
；成人生体肝移植後の de novo がんに対
するスクリーニング法と予後

今日の移植；2015；
28(5)；564-571.

國土典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科 「わが旅」ビルロードの胃を訪ねて
日本医師会雑誌
144（3）：576

大道 清彦, 阪本
良弘, 長谷川

肝胆膵･人工臓器移植外科
【イラストでみる最新の胆・膵消化管吻合
術】 膵空腸吻合　二期再建(解説/特集)

胆と膵 (0388-
9408)37巻3号

大道 清彦, 阪本
良弘, 國土 典宏

肝胆膵･人工臓器移植外科
【これも知りたい術式イラスト便利帳】 膵全
摘術(図説/特集)

消化器外科Nursing
(1341-7819)21巻1

長谷川　潔、山
本訓史、山下

肝胆膵･人工臓器移植外科
【わかりやすい消化器癌治療のコンセンサ
ス】 肝癌の診断と治療　肝癌の診断・治療

消化器外科　38
（5）：672-675　ヘル

有田淳一、山本
訓史、阪本良

肝胆膵･人工臓器移植外科
【肝細胞癌の診断・治療の最前線】 肝切除
(解説/特集)

消化器外科　38
（6）：909-918　ヘル

中山嘉之、高山
忠利、長谷川

肝胆膵･人工臓器移植外科
【肝細胞癌の診断・治療の最前線】 治療ア
ルゴリズム(解説/特集)

消化器外科 (0387-
2645)38巻6号

阪本 良弘 新川
寛二, 有田 淳

肝胆膵･人工臓器移植外科
【肝内胆管癌:治療成績の改善を目指して】
疫学・早期診断　肝内胆管癌発生の危険

 肝・胆・膵 (0389-
4991)72巻1号

阪本 良弘, 有田
淳一, 赤松 延

肝胆膵･人工臓器移植外科
【肝内胆管癌の新しい規約と治療戦略】 原
発性肝癌取扱い規約第6版における肝内

外科 (0016-
593X)78巻2号

中沢 祥子, 有田
淳一, 山本 訓

肝胆膵･人工臓器移植外科
【混合型肝癌の新病理分類とそれに基づ
いた画像再評価】 術前肝細胞癌との鑑別

Liver Cancer
(1341-1926)21巻

宮田 明典, 阪本
良弘, 有田 淳

肝胆膵･人工臓器移植外科
【最新　肝胆膵高難度外科手術アトラス】
高難度外科手術手技　肝臓 肝静脈合併切

手術 (0037-
4423)70巻4号

大道 清彦, 長谷
川 潔, 國土 典

肝胆膵･人工臓器移植外科
【術後障害のリアル-外来フォローの実力が
臓器損失を補う】　評価・対応の実際 肝臓

臨床外科 (0386-
9857)71巻3号

河口 義邦, 長谷
川 潔, 國土 典

肝胆膵･人工臓器移植外科
【消化器がん(消化管・肝胆膵がん)の新展
開】 大腸がんの肝転移切除　補助療法の

腫瘍内科 (1881-
6568)17巻2号

大場　大　國土
典宏

肝胆膵･人工臓器移植外科
【大腸がん治療-最新の話題から】 大腸が
ん治療におけるconversion therapyの有効

臨床腫瘍プラクティ
ス (1880-3083)11

阪本良弘、山下
俊、山本訓史、

肝胆膵･人工臓器移植外科
【門脈枝塞栓術・結紮術のすべて】 新たな
二期的肝切除-ALPPSについて(解説/特

外科 (0016-
593X)77巻8号

阪本良弘、有田
淳一、中井陽

肝胆膵･人工臓器移植外科
【膵癌の最新治療】　Borderline resectable
膵癌と術前化学療法 膵癌に対する術前化

外科　 77（5）
P497-501(2015.5)

竹村信行、長谷
川　潔、國土典

肝胆膵･人工臓器移植外科
BCLC stage Bの肝細胞癌に対する外科治
療

肝胆膵　71(2):329-
334

宮田明典、石沢
武彰、有田淳

肝胆膵･人工臓器移植外科
ICG蛍光法による肝区域染色法を用いた系
統的肝切除

臨床外科　70（12）
1375-1379　医学書

河口 義邦, 長谷
川 潔, 國土 典

肝胆膵･人工臓器移植外科
Liver、Pancreas、Biliary Tract Cancer　肝・
胆・膵癌　肝胆膵がん切除後再発に対する

癌と化学療法
(0385-0684)42巻10

山下　俊　長谷
川　潔　青木　琢

肝胆膵･人工臓器移植外科
エキスパート外科医に聞いてみよう　ラジオ
波焼灼療法後再発の手術(解説)

 肝臓クリニカルアッ
プデート (2189-

國土典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科
エッセイ　時間の風景　「肝臓外科のアルプ
スを知っていますか？」

メディカルトリビュー
ン　48　No52.53

國土典宏、山本
雅一、横山　斉、

肝胆膵･人工臓器移植外科 学科集会のあり方について
日本外科学会雑誌
117（2）：69-89

長谷川　潔、　國
土典宏

肝胆膵･人工臓器移植外科
肝癌診療ガイドライン第3版：改訂の実際と
問題点

癌の臨床61巻3号
Page247-253

青木　琢、河野
義春、國土典宏､

肝胆膵･人工臓器移植外科 肝胆膵手術後ドレナージ
ドレーンカテーテル
チューブ管理　完

長谷川　潔、　國
土典宏

肝胆膵･人工臓器移植外科
肝転移に対する外科治療の適応と術後化
学療法補助

Medical
Practice()32巻11号

阪本良弘、新川
寛二、有田淳

肝胆膵･人工臓器移植外科 肝内胆管癌発生の危険因子 肝胆膵　72(1):7-12

國土典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科
グローバルの肝癌診療ガイドラインに物申
す〜日本初の肝癌診療ガイドラインから世

エーザイ（株）冊子
「クリニシアン」

國土典宏、川原
信隆

肝胆膵･人工臓器移植外科
座談会　愚直に外科の「やりがい」を語れ
─外科学会理事長から脳神経外科医へ

脳神経外科速報
2015年5月号

大道清彦　長谷
川　潔、國土典

肝胆膵･人工臓器移植外科
術後障害のリアルー外来フォローの実力が
臓器損失を補う評価・対応の実際：肝臓

臨床外科　71（3）
288-292　医学書院

國土典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科
術後死亡率が高い施設にはデータに基づ
く警告も

日経メディカル
2015　6月号Ｐ：69

竹村信行、長谷
川　潔、國土典

肝胆膵･人工臓器移植外科
進行肝細胞癌に対する外科治療の適応と
成績

臨床消化器内科
30（8）：1035-1041
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阪本良弘、有田
淳一、赤松延

肝胆膵･人工臓器移植外科
総論　原発性肝癌取り扱い規約第6版にお
ける肝内胆管癌の新しい進行度分類

外科　78（2） P122-
126(2016.02)　南江

赤松延久　菅原
寧彦　國土典宏

肝胆膵･人工臓器移植外科 第4章　管理・治療　　肝移植
診断と治療のABC
「 肝がん」　Ｐ118-

國土典宏、石沢
武彰

肝胆膵･人工臓器移植外科
第16章　ICG蛍光法に基づく術中イメージ
ガイダンス肝がん切除術

がんの分子イメージ
ング　浦野泰照編

長谷川　潔，大
場　大、西岡裕

肝胆膵･人工臓器移植外科
大腸癌の治療　大腸癌肝転移に対する熱
凝固療法の位置づけ

日本臨床　　73（4）
増刊　：425-430

國土典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科 多発性転移がんの化学療法
冊子　ドクターサロ
ン　2015.4月号　ｐ

國土典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科
日本外科学会が取り組む課題について-理
事長任期最終年を迎えて-

日本外科学会雑誌
117（1）：19-21

山科　章　小池
和彦　國土典宏

肝胆膵･人工臓器移植外科
日本内科学会　日本外科学会　これからの
学会の取り組みについて

日本内科学会雑誌
2015.104（1）：9-28

長谷川 潔, 赤松
延久, 山口 教

肝胆膵･人工臓器移植外科
右外側領域(Right lateral sector、後区域)
グラフト採取術(会議録)

移植 (0578-
7947)50巻4-5号

長谷川 潔 山本
訓史, 山下 俊,

肝胆膵･人工臓器移植外科
外科医が行う臨床試験　その方法と問題点
肝臓外科におけるランダム化比較試験

日本臨床外科学会
雑誌 (1345-

田中 智大, 菅原
寧彦, 赤松 延

肝胆膵･人工臓器移植外科
肝移植後の再発C型肝炎に対する治療の
変遷と課題(会議録)

移植 (0578-
7947)50巻2-3号

冨樫 順一 菅原
寧彦, 赤松 延

肝胆膵･人工臓器移植外科
肝移植後免疫抑制下に急速な心アミロイド
沈着進行をきたした原発性アミロイドーシス

 移植 (0578-
7947)50巻2-3号

國土 典宏 肝胆膵･人工臓器移植外科
肝癌外科治療における今後の展望(会議
録)

移植 (0578-
7947)50巻2-3号

工藤正俊､上嶋
一臣、久保正二､

肝胆膵･人工臓器移植外科
肝癌治療効果判定基準(2015年改訂版)(解
説)

肝臓 (0451-
4203)56巻3号

金子 順一, 菅原
寧彦, 赤松 延

肝胆膵･人工臓器移植外科
肝不全に対する再肝移植の適応と予後(会
議録)

移植 (0578-
7947)50巻2-3号

白田 力, 赤松
延久, 田中 智

肝胆膵･人工臓器移植外科
教室での脳死分割肝移植4例における周
術期合併症の検討と対策(会議録)

移植 (0578-
7947)50巻4-5号

金子 順一, 菅原
寧彦, 阪本 良

肝胆膵･人工臓器移植外科
人生体肝移植術の胆管胆管再建における
胆管ステント留置の有用性(会議録)

 移植 (0578-
7947)50巻4-5号

金子順一、菅原
寧彦、赤松延

肝胆膵･人工臓器移植外科
成人生体肝移植後のde novoがんに対する
スクリーニング法と予後

今日の移植　28
（5）：564-571　2015

菅原 寧彦, 赤松
延久, 金子 順

肝胆膵･人工臓器移植外科 成人生体肝移植後の晩期の問題(会議録)
移植 (0578-
7947)50巻2-3号

西岡 裕次郎, 長
谷川 潔, 田中

肝胆膵･人工臓器移植外科
生体肝グラフト採取519例の手術成績(会議
録)

移植 (0578-
7947)50巻2-3号

阪本 良弘, 稲垣
冬樹, 大道 清

肝胆膵･人工臓器移植外科
切除限界克服を目指した治療方針(肝、胆)
TIPEと部分的肝離断を組み合わせた新た

日本臨床外科学会
雑誌 (1345-

國土 貴嗣, 長谷
川 潔, 網倉 克

肝胆膵･人工臓器移植外科
切除適応のある肝細胞癌症例におけるア
ルブミン、ICG15分値を用いた新しい肝機

日本臨床外科学会
雑誌 (1345-

工藤 正俊, 泉
並木, 市田 隆

肝胆膵･人工臓器移植外科
第19回全国原発性肝癌追跡調査報告
(2006～2007)(日本肝癌研究会追跡調査委

肝臓 (0451-
4203)57巻1号

長田 梨比人, 菅
原 寧彦, 田中

肝胆膵･人工臓器移植外科
東京大学における高齢ドナーからの生体
肝移植の成績(会議録)

移植 (0578-
7947)50巻2-3号

野尻 佳代 菅原
寧彦, 田中 智

肝胆膵･人工臓器移植外科
東京大学医学部附属病院における肝移植
希望患者の動向(会議録)

 移植 (0578-
7947)50巻2-3号

阪本良弘、有田
淳一、中井陽

肝胆膵･人工臓器移植外科
特集：膵癌の最新治療　Ⅰ.Borderline
resectable 膵癌と術前化学療法　1．膵癌

外科；2015；77(5)；
497-501.

冨樫 順一, 赤松
延久, 田村 純

肝胆膵･人工臓器移植外科
特発性間質性肺炎を合併したB型肝硬変
に対し生体肝移植を施行した1例(会議録)

移植 (0578-
7947)50巻4-5号

後藤田 直人, 小
西 大, 別府 透,

肝胆膵･人工臓器移植外科
内視鏡外科手術の現状と将来(肝、胆、膵)
大腸癌肝転移に対する腹腔鏡下と開腹肝

日本臨床外科学会
雑誌 (1345-

宮田 明典, 石沢
武彰, 山本 訓

肝胆膵･人工臓器移植外科
臨床外科に役立つ診断と治療のイノベー
ション インジゴカルミン染色法とICG蛍光法

日本臨床外科学会
雑誌 (1345-

真木 治文 阪本
良弘, 山本 訓

肝胆膵･人工臓器移植外科
膵頭十二指腸切除後の脂肪肝発生につい
て(会議録)

日本臨床外科学会
雑誌 (1345-

中﨑久美 血液・腫瘍内科
骨髄異形成症候群に対するエリスロポエチ
ン受容体作動薬の有効性と安全性

血液内科・
72(2):272-278

増田 亜希子,
常名 政弘,  本

血液・腫瘍内科
末梢血赤芽球出現とフェリチン異常高値を
契機に診断された特発性血球異形成

臨床血液・56
(12):2462-2466

野入 英世 血液浄化療法部
顧みられない感染症(NTD)としての寄生虫
疾患　内臓型リーシュマニア症

 医学のあゆみ
(0039-2359)253巻1

一色 玲, 土井
研人, 住田 真

血液浄化療法部
尿中L-FABP測定によるICU患者の腎長期
予後の予測

 日本急性血液浄
化学会雑誌 (2185-
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赤木大輔、重松
邦広

血管外科
特集　血管機能検査を臨床に活かす「ABI
とTBIを臨床に活かす」

循環器内科・78 (3)

　吉川 直之，増
田 亜希子，常名

検査部
ADVIA 2120iを用いた大型血小板比率の
測定　血小板産生能の指標としての臨床的

日本検査血液学会
雑誌 16：272-281，

　.栗原 真希子，
佐藤 優実子，大

検査部
パイロシークエンス法によるHCV遺伝子型
判定法の構築と評価

日本臨床検査自動
化学会会誌 40：

　.石井 清，田部
陽子，佐野 麻

検査部
血液検査効率化に資する血液像目視再検
基準の設定と評価ー自動血球分析装置

日本検査血液学会
雑誌 16：20-27，

毛利 真理子，田
中 雅美，影山

検査部
次亜塩素酸ナトリウムを用いたアルカプトン
尿の簡易検査法

医学検査 64：324-
329，2015

　増戸 梨恵，山
口 ひろ子，早川

検査部
全自動エンザイムイムノアッセイ装置aia-
2000によるサイログロブリン測定の基礎的

日本臨床検査自動
化学会会誌 40：

　早川 明子，山
口 ひろ子，水本

検査部
全自動化学発光酵素免疫測定装置AIA-
CL2400を用いたTSH，FT4，FT3測定の基

日本臨床検査自動
化学会会誌 40：

　増戸 梨恵，山
口 ひろ子，早川

検査部
全自動電気化学発光免疫測定装置Cobas
6000 による抗サイログロブリン抗体および

日本臨床検査自動
化学会会誌 40：

　増戸 梨恵，永
友 利津子，保田

検査部
全自動電気化学発光免疫測定装置cobas
e411による抗TP抗体測定試薬「エクルーシ

医学と薬学 72：
919-929，2015

　田中 雅美，宿
谷 賢一，久末

検査部
全自動尿統合分析装置UX-2000による尿
中アルブミン試験紙の性能評価

Sysmex Journal
16：，2015．

　久末 崇司，田
中 雅美，宿谷

検査部
全自動尿分析装置US-3100R plusの基礎
的検討

日本臨床検査自動
化学会会誌 40：

　宿谷 賢一，田
中 雅美，久末

検査部
全自動尿分注装置「IDS-CLAS・Hr」基本
性能の検討

医療と検査機器・試
薬 38：191-196，

田中 雅美，宿谷
賢一，森田 賢

検査部
多項目自動血球分析装置XN-550を用い
た髄液細胞数算定の基礎的検討．

医学検査 64：749-
754，2015．

　大金 亜弥，吉
川 直之，常名

検査部
多項目自動血球分析装置XN-9000体腔液
測定モードの基礎的検討および異常細胞

日本検査血液学会
雑誌 16：253-261，

小田島 慎也, 新
美 惠子, 愛甲

光学医療診療部
【LECS(laparoscopy and endoscopy
cooperative surgery)の新たな展開】 各種

臨床消化器内科
(0911-601X)30巻

山口 太輔, 吉田
俊太郎, 藤城 光

光学医療診療部
【あなたも名医!消化管疾患診療のギモン・
シツモン・アンコモン　Q&Aで斬る!】 (2章)

jmed mook40号
Page134-

山口 太輔, 藤城
光弘

光学医療診療部
【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　微生物学的検査　細菌関連検査

Medicina(0025-
7699)52巻4号

山口 太輔, 藤城
光弘

光学医療診療部
【どうする?新規経口抗凝固薬の服薬指導】
消化器内視鏡時の休薬と再開

脳梗塞と心房細動
(2188-7861)2巻2号

藤城 光弘 光学医療診療部
【マルチメディア時代の内視鏡診療】 安全
管理上、そうあってもらいたい内視鏡部門

消化器内視鏡
(0915-3217)27巻11

小田島 慎也, 松
田 浩二, 藤城

光学医療診療部
【マルチメディア時代の内視鏡診療】 電子
カルテとの連携　富士通

消化器内視鏡
(0915-3217)27巻11

山口 太輔, 藤城
光弘, 辻 陽介,

光学医療診療部
【胃癌に対するESD/EMRガイドライン-正し
い理解・運用のために】 ガイドラインの考え

臨床消化器内科
(0911-601X)30巻6

平山 慈子, 小野
敏嗣, 藤城 光弘

光学医療診療部
【抗血栓療法-おさえておきたい最新のエッ
センス】　日常診療で知りたい抗血栓療法

Medicina(0025-
7699)52巻13号

小田島 慎也, 藤
城 光弘, 小池

光学医療診療部
【処置具を使いこなす】 消化管ESD　ESD
ナイフ　先端系ナイフ(Hook、Dual、Flash、

消化器内視鏡
(0915-3217)27巻8

山下 裕玄, 小田
島 慎也, 藤城

光学医療診療部
【食道胃接合部腺癌】 食道胃接合部腺癌
の外科治療　新ガイドラインに基づいて

胃と腸(0536-
2180)50巻9号

齋藤 格, 小野
敏嗣, 藤城 光

光学医療診療部
【生検を極める】 抗血栓薬服用者における
組織生検時の対応

消化器内視鏡
(0915-3217)27巻6

小田島 慎也, 藤
城 光弘, 小池

光学医療診療部
【大腸癌スクリーニングをどうするか】 大腸
スクリーニングにおける画像強調観察　i-

消化器内視鏡
(0915-3217)27巻4

藤城 光弘 光学医療診療部
【日中における内視鏡診断治療の現状と課
題】 日本における内視鏡診断治療の現状

日中医学(0912-
6287)30巻3号

山口 太輔, 小田
島 慎也, 小野

光学医療診療部
あらたな内視鏡診断modality　現状と展望
早期胃癌病変検出における内視鏡画像強

Progress of
Digestive

藤城 光弘 光学医療診療部
ガイドライン　ここがポイント!　抗血栓服用
者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン

Thrombosis
Medicine(2186-

小野山 温那, 神
谷 真子, 栗木

光学医療診療部
ペプチダーゼプローブによる食道癌の迅速
蛍光イメージングに関する研究

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

辻 陽介, 藤城
光弘, 小池 和彦

光学医療診療部
胃・十二指腸腫瘍に対するEMR/ESDの課
題と将来展望 ポリグリコール酸シート貼付

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

山道 信毅, 一瀬
雅夫, 高橋 悠,

光学医療診療部
胃X線検査における萎縮性胃炎・ヒダ肥厚
とピロリ菌感染・胃癌発症との関連

日本消化器病学会
雑誌(0446-

藤城 光弘 光学医療診療部
胃疾患における内視鏡診断と治療の発展
と今後の展望

Gastroenterological
Endoscopy(0387-



230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262 小計：33

小野山 温那, 神
谷 真子, 阿部

光学医療診療部
近未来内視鏡　ペプチダーゼプローブによ
る食道扁平上皮癌の迅速蛍光イメージング

消化器内視鏡
(0915-3217)28巻3

吉田 俊太郎, 篠
田 裕介, 成田

光学医療診療部
骨転移治療の院内連携 骨転移キャンサー
ボードが大腸癌骨転移患者の予後改善に

日本整形外科学会
雑誌(0021-5325)89

平山 慈子, 辻
陽介, 藤城 光

光学医療診療部 手技の工夫　Splash M-Knifeを用いたESD
臨床消化器内科
(0911-601X)31巻1

山田 篤生, 小林
由佳, 新倉 量

光学医療診療部
小腸血管拡張に対する内臓脂肪蓄積の影
響

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

藤城 光弘 光学医療診療部
消化器内視鏡がもたらした医療革命　これ
までと今後　胃疾患における内視鏡診断・

メディカル朝日
(0919-7818)45巻2

藤城 光弘 光学医療診療部 消化器内視鏡学の近未来像を覗き視る
日本消化器病学会
雑誌(0446-

藤城 光弘 光学医療診療部
上部スクリーニングにおける、IEE(NBI-
BLI-i-scan OE)の現状と展望

Progress of
Digestive

小野山 温那, 神
谷 真子, 栗木

光学医療診療部
食道　食道がんのバイオマーカー ペプチ
ダーゼプローブによる食道癌の迅速蛍光イ

日本癌治療学会誌
(0021-4671)50巻3

小田島 慎也, 小
野 敏嗣, 新美

光学医療診療部
食道病変に対するNBI診断の有用性と限
界 当院にて内視鏡切除を行った食道腫瘍

Progress of
Digestive

吉田 俊太郎, 成
田 明子, 太田

光学医療診療部
診断時大腸閉塞を伴うStageIV大腸癌に対
する新たな治療戦略　大腸ステント留置術

日本消化器病学会
雑誌(0446-

吉田 俊太郎, 成
田 明子, 山地

光学医療診療部
進行再発大腸癌に対する化学療法の治療
予測因子としての内臓脂肪

成人病と生活習慣
病(1347-0418)45巻

成田 明子, 吉田
俊太郎, 太田 弓

光学医療診療部
切除不能進行大腸癌に対する内視鏡的自
己拡張型金属ステント留置後の緩和的化

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

藤城 光弘 光学医療診療部
早期大腸癌に対する内視鏡的切除の適応
拡大に向けて

日本大腸肛門病学
会雑誌(0047-

藤城 光弘, 田中
信治, 斎藤 豊,

光学医療診療部
大腸ESDデータ検討委員会中間報告　先
進医療として施行された大腸ESDの有効性

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

太田 弓子, 吉田
俊太郎, 山口 太

光学医療診療部
大腸癌による大腸閉塞に対するSelf-
Expandable Metallic stent(SEMS)留置後全

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

篠田 裕介, 澤田
良子, 吉田 俊太

光学医療診療部
大腸癌骨転移のスクリーニングではMRIや
PETを併用するべきである

日本整形外科学会
雑誌(0021-5325)89

成田 明子, 吉田
俊太郎, 太田 弓

光学医療診療部
大腸閉塞を伴う進行大腸癌に対するbridge
to surgery(BTS)目的の大腸ステント留置術

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

齋藤 格, 小野
敏嗣, 片岡 陽

光学医療診療部
内視鏡の器械と技術　大腸内視鏡検査の
視野確保における先端アタッチメント評価

Progress of
Digestive

新美 惠子, 愛甲
丞, 小田島 慎

光学医療診療部
内視鏡を活用したあらたな診療展開　胃、
食道 胃粘膜下腫瘍に対する局所切除の

Progress of
Digestive

太田 弓子, 吉田
俊太郎, 山下 裕

光学医療診療部
内視鏡を活用したあらたな診療展開　胃、
食道 切除不能進行胃癌による胃排出路障

Progress of
Digestive

片岡 陽佑, 辻
陽介, 藤城 光

光学医療診療部
内視鏡を活用したあらたな診療展開　十二
指腸、小腸 ポリグリコール酸シート貼付に

Progress of
Digestive

成田 明子, 吉田
俊太郎, 太田 弓

光学医療診療部
内視鏡を活用したあらたな診療展開　大腸
進行胃癌による悪性大腸閉塞に対する

Progress of
Digestive

藤城 光弘, 井口
幹崇, 角嶋 直

光学医療診療部
非静脈瘤性上部消化管出血における内視
鏡診療ガイドライン

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

小野 敏嗣, 藤城
光弘, 小池 和彦

光学医療診療部
門亢症に対するIVRと内視鏡所見の変化
非門脈圧亢進症例における食道胃粘膜の

Progress of
Digestive

藤城 光弘, 日本
消化器内視鏡学

光学医療診療部
臨床研究と出版の倫理　内視鏡学会はどう
あるべきか 臨床研究登録に関する、日本

Gastroenterological
Endoscopy(0387-

藤城 光弘 光学医療診療部
臨床研究と出版の倫理-消化器内視鏡領
域における現状と課題】 (第5章)臨床研究

臨床消化器内科
(0911-601X)30巻

西條英人 顎口腔外科・歯科矯正歯科
ネオボーン®を移植材料としたサイナスリフ
ト

バイオインテグレー
ション学会誌 2015

星 和人, 安部
貴大, 庄島 正

顎口腔外科・歯科矯正歯科
経静脈的コイル塞栓術を施行後に全摘出
した下顎骨動静脈奇形の1例

日本口腔外科学会
雑誌 2015

高戸　毅，藤原
夕子，星　和人

顎口腔外科・歯科矯正歯科 歯槽骨・顎骨および軟骨の再生
日本口腔外科学会
雑誌　　　2015

杉山円, 森良
之，末永英之，

顎口腔外科・歯科矯正歯科
非ホジキンリンパ腫の完全寛解後に口蓋粘
表皮癌を発症した異時性重複癌の1例

日本口腔外科学会
誌 2015

　一瀬淳二、長
山 和弘，似鳥

呼吸器外科
基礎疾患別にみる続発性気胸に対する外
科的治療の成績

臨床呼吸生理　48
23－27　2016

　長山 和弘, 似
鳥 純一, 安樂

呼吸器外科
基礎疾患別にみる続発性気胸に対する外
科的治療の成績

 逓信医学　68（１）
3-25　2016

　寺田百合子、
村川知弘、北野

呼吸器外科
気管扁平上皮癌に対して気管管状切除を
施行した１例

胸部外科　68(6)
473-475　2015
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　四元拓真、似
鳥純一、長山和

呼吸器外科
左肺上葉切除後翌日に心タンポナーデを
きたした1例　至適な左上肺静脈切離ライン

日本呼吸器外科学
会雑誌　29(7)　813

　中島　淳 呼吸器外科
浅野ら"気腫性肺に対する複数回の手術後
に生じた難治性肺瘻に対しEWSが奏功し

気管支学　37
373－374　2015

　中島　淳 呼吸器外科
肺移植～我が国の現況および東京におけ
る肺移植の実施について

逓信医学　68 (1)
3-25　2016

　安樂真樹、中
島淳

呼吸器外科 肺移植後の長期成績
医学のあゆみ
255(8)

黒田 美保. こころの発達診療部
ASDの診断・評価アセスメント・ツール :
ADI-R/ADOS-2.

臨床心理学.
16(1): 23-28

野中舞子. こころの発達診療部 チックへの行動療法の現状と今後の展望.
行動療法研究.
41(1): 55-65

金生由紀子. こころの発達診療部 チック障害と強迫性障害.
臨床精神医学.
44(11): 1485-1489

金生由紀子. こころの発達診療部 一般の子どもにおけるこだわり.
こころの科学. 183:
10-14

金生由紀子. こころの発達診療部 子どものチックと対応.
教育と医学.
64(3): 58-65

黒田 美保. こころの発達診療部
自閉スペクトラム症の早期支援の最前線 :
ジャスパー・プログラムの紹介.

臨床心理学.
16(2): 151-155

成瀬栄一,金生
由紀子.

こころの発達診療部
身体集中反復行動症(BFRBD)としての皮
膚むしり症（SPD）

臨床精神医学.
45(2): 193-199

黒田 美保. こころの発達診療部 発達障害アセスメントから支援,その実際.
臨床心理学.
16(2): 136-140

黒田 美保. こころの発達診療部 発達障害の包括的アセスメント.
臨床心理学.
16(1): 7-11

南川 麻里(京都
第二赤十字病院

女性診療科・産科、女性外
科

MRIによる子宮腺筋症分類は、腹腔鏡下子
宮全摘術の難易度と関連する

日本産科婦人科内
視鏡会雑誌 (1884-

真壁 友子(東京
大学 医学部産

女性診療科・産科、女性外
科

ジエノゲストの副作用に関する検討
日本エンドメトリ
オーシス学会会誌

市川 麻祐子(東
京大学 産婦人

女性診療科・産科、女性外
科

リゾフォスファチジン酸系は絨毛細胞にお
いて血管新生関連因子の発現を誘導する

Reproductive
Immunology and

三村 暢子(東京
大学医学部附属

女性診療科・産科、女性外
科

急性肺水腫を生じた子宮筋腫合併、妊娠
高血圧症候群の1例

東京産科婦人科学
会会誌 (2186-

馬場 聡(東京大
学医学部附属病

女性診療科・産科、女性外
科

稽留流産時の大量出血・UAE後に子宮壊
死・子宮内感染をきたし子宮全摘出となっ

東京産科婦人科学
会会誌 (2186-

篠原 智子(東京
大学 産婦人科),

女性診療科・産科、女性外
科

子宮体癌根治術直後に、大動脈の壁在血
栓による急性下肢動脈閉塞症をきたした1

東京産科婦人科学
会会誌 (2186-

荒川 知子(東京
大学 医学部産

女性診療科・産科、女性外
科

子宮内膜症合併卵巣膿瘍ドレナージ術後
に、塩酸バンコマイシンによる急性尿細管

東京産科婦人科学
会会誌 (2186-

真壁 友子(東京
大学 医学部産

女性診療科・産科、女性外
科

低用量エストロゲン・プロゲスチン配合剤
(LEP)の副作用に関する検討

日本エンドメトリ
オーシス学会会誌

福田 晋也(東京
大学医学部附属

女性診療科・産科、女性外
科

妊娠後に診断され妊娠30週での分娩と
なった再生不良性貧血の一例および過去

関東連合産科婦人
科学会誌 (2186-

秋葉 直也(東京
大学医学部附属

女性診療科・産科、女性外
科

腹部打撲を機に漿膜下子宮筋腫茎部の断
裂と腹腔内出血を認めた1例

東京産科婦人科学
会会誌 (2186-

篠原 智子(東京
大学医学部附属

女性診療科・産科、女性外
科

羊水過多を契機に母児の筋強直性ジストロ
フィーの診断に至った1例

東京産科婦人科学
会会誌 (2186-

近藤健二 耳鼻咽喉科
 【嗅覚障害臨床の最近の進歩】 嗅覚障害
の病態と治療の実際　感冒後嗅覚障害.

Progress in
Medicine.

近藤健二 耳鼻咽喉科
【こんなときの対応法がわかる 耳鼻咽喉科
手術ガイド】　鼻副鼻腔の手術 嚢胞に対す

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科.

藤本千里 耳鼻咽喉科
【耳鼻咽喉科薬物療法2015】 耳鼻咽喉科
の疾患・症候別薬物療法　片頭痛関連めま

JOHNS.
2015;31(9):1227-

近藤健二、西嶌
大宣

耳鼻咽喉科
【自律神経をもう一度考える】 病態・疾患と
自律神経　嗅覚に自律神経系がどう関与

JOHNS.
2015;31:1020-1024

近藤健二 耳鼻咽喉科
【実地内科医を訪れる他科の疾患の日常
診療と対処法-その2(産婦人科・泌尿器科

Aroma Research.
2015; 16:225-229

二藤隆春，上羽
瑠美，後藤多嘉

耳鼻咽喉科
PGAシートを用いた声門上狭窄症の治療
経験

耳鼻　2015；
61:260-268

二藤隆春 耳鼻咽喉科 音声障害
今日の治療指針.
2015:1549-1550

近藤健二、山岨
達也

耳鼻咽喉科 嗅覚とアンチエイジング
アンチエイジング医
学の基礎と臨床

二藤隆春 耳鼻咽喉科 経口的輪状咽頭筋切断術
嚥下医学
2015;4:418-423
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山岨達也 耳鼻咽喉科 サプリメントの機能性　感覚器
アンチエイジング医
学の基礎と臨床

樫尾明憲、山岨
達也

耳鼻咽喉科 小児の人工内耳のエビデンスは？
EBM耳鼻咽喉科・
頭頸部外科の治療

山岨達也 耳鼻咽喉科 聴覚とアンチエイジング
アンチエイジング医
学の基礎と臨床

樫尾明憲、山岨
達也

耳鼻咽喉科 聴力年齢の評価
アンチエイジング医
学の基礎と臨床

上羽瑠美，横山
明子，岡田美

耳鼻咽喉科
とろみに関する医療従事者の認識と指導用
パンフレット導入による意識変化

嚥下医学　2015；4
（2）:192-203

近藤健二、倉澤
由香里

耳鼻咽喉科 鼻腔血管の解剖
耳鼻咽喉科・頭頸
部外科.

岩﨑真一 耳鼻咽喉科 めまいの病巣診断
ENTONI. 2015;
179:43-50

二藤隆春 耳鼻咽喉科
音声障害の問診 自覚症状と聴覚心理的評
価のエビデンスは？

EBM耳鼻咽喉科・
頭頸部外科の治療.

上羽瑠美 耳鼻咽喉科
加齢に伴う味覚や嗜好変化・嚥下機能低
下と介護食・高齢者食品の開発

食品と開発.
2015;50(7):72-74

上羽瑠美，横山
明子，荻野亜希

耳鼻咽喉科
経腸栄養剤に対するとろみ調整食品使用
による粘性の経時的変化及び攪拌による

嚥下医学　2015；4
（１）:88-99

上羽瑠美，横山
明子，荻野亜希

耳鼻咽喉科
経腸栄養剤へのとろみ調整食品使用に関
するLine spread testによる検討

嚥下医学　2015；4
（１）:76-87

二藤隆春 耳鼻咽喉科
喉頭・下咽頭の手術　声帯麻痺　声帯内自
家脂肪注入術

耳喉頭頚. 2015;
87:173-177

小村豪，齊藤祐
毅，吉田昌史，

耳鼻咽喉科
甲状腺片葉を温存した喉頭全摘・咽喉食
摘術症例の術後甲状腺機能について

頭頸部外科
2015;25:235-239

岩﨑真一 耳鼻咽喉科
姿勢・歩行－Something new? 病態：前庭系
機能障害

Clinical
Neuroscience.

岩﨑真一 耳鼻咽喉科
実地内科医の診療と専門医との連携の実
際と留意点：耳鼻咽喉科疾患：めまい（良性

Clinical
Neuroscience.

松本　有 耳鼻咽喉科
生体リアルタイム蛍光共焦点顕微鏡による
ドラッグデリバリーシステムの挙動解析

薬学研究の進歩.
2015; 31:109-112

越智　篤 耳鼻咽喉科 聴覚の加齢変化とアンチエイジング
アンチエイジング医
学の基礎と臨床

安藤瑞生 耳鼻咽喉科
特集：耳鼻咽喉科診療におけるリスクマ
ネージメント　セカンドオピニオンのリスクマ

JOHNS.
2015;31(10):1451-

江上直也，岩崎
真一，藤本 千

耳鼻咽喉科
難治性メニエール病症例に対するステロイ
ド鼓室内投与の治療効果についての検討

Equilibrium
Research

上羽瑠美，横山
明子，井口はる

耳鼻咽喉科
病態に応じた各種経腸栄養剤に対するとろ
み調整食品の使用に関する検証

嚥下医学　2015；4
（2）:220-231

岩﨑真一 耳鼻咽喉科 平衡感覚の加齢変化とアンチエイジング
アンチエイジング医
学の基礎と臨床

　伊藤 正道, 内
藤 篤彦, 小室

循環器内科
 iPS細胞を用いた難治性心臓疾患の治療
戦略.

炎症と免疫.
2016;24(2):158-62.

　赤澤 宏, 小室
一成

循環器内科
【GPCR研究の最前線2016】 GPCR機能の
新展開【循環器】　アンジオテンシンII受容

医学のあゆみ.
2016;256(5):477-

　熊谷 英敏, 池
田 祐一, 小室

循環器内科
【RASのNew Playerをひもとく】 AT1受容体
のバイアスドアゴニズム.

Angiotensin
Research.

　絹川 弘一郎 循環器内科
【わが国における植込み型VAD治療の現
状】 植込型VAD装着中の薬物治療.

日本医事新報.
2015(4764):33-9.

　絹川 弘一郎 循環器内科
【わが国における補助人工心臓の現状と今
後の展開】 補助人工心臓の適応(医学的

今日の移植.
2015;28(3):346-55.

　小室 一成, 宮
内 克己, 迫村

循環器内科
【狭心症・虚血性心疾患　実地診療の基本
とQOLならびに予後改善をめざすマネジメ

 Medical Practice.
2015;32(10):1593-

　藤原 隆行, 武
田 憲文, 小室

循環器内科 【再生医学と血管】 血管再生のメカニズム.
血管医学.
2016;17(1):9-15.

　伊藤 正道, 内
藤 篤彦, 小室

循環器内科
【再生医療-新たな医療を求めて-】 臨床応
用を目指した基礎研究　疾患モデル細胞、

日本臨床.
2015;73(増刊5 再

　川田 貴之, 小
室 一成

循環器内科
【最新の高血圧の実地診療　知っておくべ
き最新情報とその活かしかた】 セミナー　実

Medical Practice.
2015;32(5):789-93.

　武田 憲彦 循環器内科
【酸素シグナルが細胞機能を揺り動か
す!NormoxiaからHypoxiaまで全身で行われ

実験医学.
2015;33(11):1736-

　伊藤 正道, 内
藤 篤彦, 小室

循環器内科
【疾患特異的iPSの基礎と臨床】 疾患特異
的iPSの臨床　循環器疾患における現況.

Surgery Frontier.
2015;22(2):137-41.

　絹川 弘一郎 循環器内科
【重症心不全とデバイス治療】 適正な患者
選択とは?

循環制御.
2015;36(1):2-3.
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　絹川 弘一郎 循環器内科
【循環器疾患のtrends & topics 2015】 左室
補助人工心臓の最前線.

Mebio.
2015;32(7):18-25.

　波多野 将 循環器内科
【循環器疾患のtrends & topics 2015】 肺高
血圧治療の新展開.

Mebio.
2015;32(7):48-54.

　真鍋　一郎 循環器内科
【循環器疾患の予後改善を目指して】 慢性
炎症がもたらす病態　生活習慣病・心血管

循環plus.
2015;15(12):2-6.

　伊藤 正道, 内
藤 篤彦, 小室

循環器内科
【心筋再生の現状と展望】 iPS細胞を用い
た拡張型心筋症の病態解析.

最新医学.
2015;70(8):1683-8.

　絹川 弘一郎 循環器内科
【心不全を徹底理解!基本編-ナースが知っ
ておきたい・おさえておきたい心不全の基

循環器ナーシング.
2015;5(9):80-7.

  新田 大介, 絹
川 弘一郎

循環器内科
【臓器浮腫・うっ血の病態とその治療法】 心
臓の浮腫・うっ血の病態と治療法.

Fluid Management
Renaissance.

　藤生 克仁, 真
鍋 一郎

循環器内科
【臓器連関】 心腎連関の機序の最新の知
見

腎・高血圧の最新
治療.

　波多野 将 循環器内科
【肺高血圧症　最新の動向とその実地診療
への活用】 この症例から何を学ぶか　免疫

Medical Practice.
2015;32(12):2038-

　波多野 将 循環器内科
【肺高血圧症　最新の動向とその実地診療
への活用】 進歩した肺高血圧症の病態解

 Medical Practice.
2015;32(12):1967-

　波多野 将 循環器内科
【肺高血圧症・肺血栓塞栓症　見逃すこと
なく最適の治療へ】 肺循環にかかわる疾患

診断と治療.
2015;103(6):725-

　波多野 将 循環器内科
【肺高血圧症と右心機能】 臨床　右心機能
に着目した肺高血圧症の治療戦略.

Cardiac Practice.
2015;26(2):105-9.

  新田 大介, 絹
川 弘一郎

循環器内科
【病態生理と症例から学ぶ輸液ガイド】 (第4
章)症例から学ぶ輸液療法とその管理の実

Medical Practice.
2015;32(臨増):297-

　武田 憲彦 循環器内科
【慢性炎症制御による加齢関連疾患治療
の展望】 低酸素シグナルによる慢性炎症

別冊Bio Clinica: 慢
性炎症と疾患.

　波多野 将 循環器内科
【膠原病に伴う循環器疾患】 強皮症に伴う
肺高血圧症の病態と治療.

呼吸と循環.
2015;63(11):1063-

　波多野 将 循環器内科
1から学ぶ肺高血圧症(PH)飛躍的に改善し
たPHの予後について、最新の診断と治療

血栓と循環.
2015;23(3):218-24.

　波多野 将, 和
田 智貴

循環器内科 ショック状態で救急搬送された高齢女性.
レジデントノート.
2015;17(3):602-7.

　波多野 将 循環器内科
高血圧・肺高血圧 膠原病性肺高血圧症の
診断と治療.

Annual Review循環
器.

　絹川 弘一郎,
重症心不全治

循環器内科
重症心不全に対する先進医療においてい
かに多職種で構成されるチーム医療を確

東京都医師会雑
誌.

　小山 雄広, 武
田 憲彦

循環器内科
循環器の生物学 心臓線維芽細胞の組織
修復の新しい機序.

Annual Review循環
器. 2016;2016:38-

天尾 理恵, 山口
正貴, 安井 健,

循環器内科
心移植患者における術前リハビリテーショ
ンの重要性　術後から自宅退院までの検

心臓リハビリテー
ション.

　波多野 将 循環器内科
心臓移植レシピエント候補患者における臓
器障害の可逆性の評価.

今日の移植.
2015;28(4):424-32.

　上田和孝、春
田裕典、金子光

循環器内科
心嚢液貯留を契機に診断された原発性Sjö
gren症候群の2例.

心臓.
2015;47(6):732-8.

　河原崎 秀一,
小室 一成

循環器内科
心不全 心不全に対する遺伝子治療の可
能性　CUPID試験.

Annual Review循環
器. 2016;2016:75-

　高橋 政夫, 赤
澤 宏, 小室 一

循環器内科
心不全 老人性全身性アミロイドーシスの病
態と治療.

 Annual Review循
環器.

　絹川 弘一郎 循環器内科
心不全患者におけるバソプレシン拮抗薬の
有効性と安全性.

循環器内科.
2015;78(2):208-14.

　波多野 将 循環器内科 注目の新薬　リオシグアト(アデムパス).
診断と治療.
2015;103(4):533-7.

小出大介, 青木
武典, 劉 慕和,

循環器内科
日本・カナダ・台湾の病院におけるＢＳＣと
情報システムの関連性について.

 医療バランスト・ス
コアカード研究

　絹川 弘一郎 循環器内科 補助人工心臓治療における今後の展望.
日本人工臓器学会
教育セミナー.

　牧 尚孝, 皆月
隼, 稲葉 俊郎,

循環器内科
目でみる肺高血圧症　肺高血圧症におけ
る画像診断.

Pulmonary
Hypertension

　立石敬介, 山
本恵介, 小池和

消化器内科
膵がんの発生進展を制御するエピゲノム修
飾酵素

日本膵臓学会誌
膵臓　Vol. 31

新井真理、岩中
督

小児外科 小児消化器疾患の内視鏡手術
日本医師会雑誌
144巻4号

　古村 眞, 古村
浩子, 石丸 哲

小児外科
気管・気管支軟化症の治療 気管・気管支
軟化症に対するサイトカイン療法の開発

日本小児呼吸器学
会雑誌2015; 26(1):

鈴木　完、井川
靖彦、　藤代

小児外科
尿路感染に伴う敗血症性ショックを契機に
診断されたHDR(hypoparathyroidism-

日本小児泌尿器科
学会雑誌 24(1) 52-
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藤乘 嗣泰 腎臓・内分泌内科
"寿命と腎臓"の質問にお答えします　腎臓
と寿命の関係にも"ゾウの時間ネズミの時間

腎臓 (0911-
9752)38巻 Page38-

南学 正臣 腎臓・内分泌内科 CKDとその合併症の予防と対応
日本腎泌尿器疾患
予防医学研究会誌

土井　研人 腎臓・内分泌内科
Critical Care Nephrologyの概念と今後の方
向性

日本腎臓学会誌
(0385-2385)57巻2

南学 正臣, 吉田
瑤子, 加藤 秀樹

腎臓・内分泌内科 TMA　HUSとatypical HUS
日本内科学会雑誌
(0021-5384)104巻9

吉原 理紗, 中村
元信, 南学 正臣

腎臓・内分泌内科 ネフローゼ症候群
日本臨床(0047-
1852)別冊免疫症

岩上 将夫, 土井
研人, 康永 秀

腎臓・内分泌内科
急性腎代替療法を要した敗血症性急性腎
障害と非敗血症性急性腎障害の特徴と予

日本急性血液浄化
学会雑誌(2185-

吉田 瑶子, 加藤
秀樹, 南学 正臣

腎臓・内分泌内科 血栓性微小血管症
内科(0022-
1961)115巻6号

田中 哲洋, 南学
正臣

腎臓・内分泌内科 腎線維化と低酸素の薬物療法
日本腎臓学会誌
(0385-2385)57巻7

菅原 真衣, 川上
貴久, 南学 正臣

腎臓・内分泌内科 代謝による酸負荷
腎と透析(0385-
2156)79巻2号

菅原 真衣, 田中
真司, 田中 哲

腎臓・内分泌内科 低酸素ストレスと腎障害
Angiology
Frontier(1347-

南学 正臣 腎臓・内分泌内科
転写調節因子をターゲットとした新規治療
腎性貧血と糖尿病における腎障害

東京都医師会雑誌
(0040-8956)69巻1

齊藤 久さこ, 田
中 真司, 田中

腎臓・内分泌内科
糖尿病の食事療法・経口薬治療　SGLT2
阻害薬の作用機序、種類と使用方法

腎と透析(0385-
2156)78巻増刊

齊藤 久さこ, 田
中 哲洋, 南学

腎臓・内分泌内科
糖尿病性腎症の最新知見と問題点　糖尿
病性腎症の最新治療

jmed mook42号
Page178-

花房 規男, 山本
裕子, 市村 理,

腎臓・内分泌内科
二重濾過血漿分離交換法(DFPP)と凝固因
子第13因子(FXIII)の低下との関連

日本血液浄化技術
学会会誌(2185-

一色 玲, 土井
研人, 住田 真

腎臓・内分泌内科
尿中L-FABP測定によるICU患者の腎長期
予後の予測

日本急性血液浄化
学会雑誌(2185-

藤澤 まどか, 吉
田 瑤子, 加藤

腎臓・内分泌内科 非典型溶血性尿毒症症候群
臨床免疫・アレル
ギー科(1881-

加藤 秀樹, 南学
正臣

腎臓・内分泌内科 非典型溶血性尿毒症症候群と遺伝子変異
医学のあゆみ
(0039-2359)256巻

菅原 真衣, 田中
真司, 田中 哲

腎臓・内分泌内科 保存期CKD患者の特徴と貧血管理目標
腎と透析(0385-
2156)79巻1号

土肥 浩太郎, 加
藤 秀樹, 南学

腎臓・内分泌内科 慢性腎臓病
内科(0022-
1961)115巻6号

柴山修. 心療内科
【『ストローク』と『ディスカウント』-本当の用
い方-】 無条件の肯定的なストロークに気

交流分析研究.
2015;40(2):66-75

中原 理佳，清水
研．

心療内科
【うつ病の危険因子と予防】 がん患者の抑
うつ．

 臨床精神医学．
2015;44(4);541-

中原 理佳． 心療内科
【がんサバイバーのリハビリテーション】 が
んサバイバーシップ　精神腫瘍科の立場か

MEDICAL
REHABILITATION

森屋 淳子． 心療内科
【プライマリ・ケアで一歩踏み出すうつ病診
療　コンサルトを考えるその前に、まずはこ

Gノート．
2015;2(4);562-569

大谷　真． 心療内科
IBDチーム医療における精神科・心療内科
医の役割．

IBD Research．
2015;9(4):243-248

柴山　修，堀江
武，樋口裕二，

心療内科
SSRIと認知行動療法の併用療法が奏効し
た強迫性障害を主たる病態とした特定不能

心身医学．
2015;55(5):432-

瀧本 禎之, 金井
良晃, 海津 未希

心療内科
エシックスの知恵袋(最終回)　この鎮静、倫
理的に大丈夫でしょうか….

緩和ケア．
2015;25(5):440-

瀧本 禎之, 金井
良晃, 海津 未希

心療内科
エシックスの知恵袋(第4回)　体調も気持ち
も不安定な終末期の患者さんに、「予測さ

緩和ケア．
2015;25(3):246-

瀧本 禎之, 金井
良晃, 海津 未希

心療内科
エシックスの知恵袋(第5回)　認知症の患者
さんに繰り返される肺炎治療…。ほんとうに

緩和ケア．
2015;25(4):330-

吉内一浩. 心療内科 がん医療におけるせん妄のEBM.
心身医学．
2015;55:405-409

原島沙季、吉内
一浩.

心療内科
がん患者の精神症状とサイコオンコロジー
によるマネジメントの実際−不安・抑うつ症

Depression
Strategy．

端詰勝敬. 心療内科
心療内科医はどのように頭痛をとらえてい
るのか．

日本頭痛学会誌．
2015;42(1):76-77

○端詰勝敬,藤
田欣也,中村祐

心療内科 精神疾患と頭痛．
日本医師会雑誌．
2015;144(5):981-

平出麻衣子，榧
野真美．

心療内科 摂食障害の治療．
臨床栄養．
2015;127(7):901-
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津久井要． 心療内科 海外派遣社員のメンタルヘルス対策．
交通医学．
2015;69(3-4);67-

布留川貴也，大
谷　真．

心療内科 再栄養症候群．
臨床栄養．
2015;127(7):922-

柴山修、吉内一
浩.

心療内科
初心者・心理職のための臨床の知　ここが
ポイント!　病態編(第3回)　胸痛について.

心身医学
2015;55:884-890

瀧本 禎之． 心療内科
心身医学で知っておきたい臨床倫理の基
礎と実践(第7回)　臨床倫理におけるナラ

心身医学．
2015;55(5):439-

瀧本 禎之. 心療内科
心身医学で知っておきたい臨床倫理の基
礎と実践(第8回)　臨床倫理におけるナラ

心身医学．
2015;55(8):975-

瀧本 禎之. 心療内科
心身医学で知っておきたい臨床倫理の基
礎と実践(第9回)　臨床倫理の実践　治療

心身医学．
2015;55(11):1267-

安藤哲也，石川
俊男．

心療内科
心身医学の最新の視点．特集　明日からで
きる摂食障害の診療Ⅰ．

精神科臨床サービ
ス．2015;15(3):307-

石澤哲郎． 心療内科
心拍変動・血圧変動を用いた循環器系自
律神経機能の定量的測定．

心身医学．
2015;55(8);949-

吉内一浩. 心療内科
心療内科医が行動医学コアカリキュラムに
寄与する役割.

心身医学．
2016;56:40-45

津久井要． 心療内科
身体化と機能性身体症候群、ナラティブ・
アプローチ．

日本心療内科学会
誌．

安藤哲也． 心療内科 摂食障害の遺伝子研究．
脳２１．
2015;18(2):158-

下平智史，大谷
真．

心療内科 知っておきたい食行動の障害．
New Diet Therapy．
2015;30(4):77-82

松岡美樹子，原
島沙季，米田

心療内科
知能検査の施行が治療方針変更に有用で
あった神経性過食症患者の１例．

心身医学．
2016;56(1):52-57

瀧本禎之． 心療内科
臨床倫理の実践:—疼痛コントロールのケー
ス—Practice of Clinical Ethics : the Case of

心身医学．
2016;56(2):165-

谷口優樹、田中
栄

整形外科
【ロコモティブシンドロームのすべて】ロコモ
ティブシンドロームの基礎 運動器を構成す

日本医師会雑誌
144

田中栄 整形外科
【ロコモティブシンドロームのすべて】ロコモ
ティブシンドロームを構成する疾患 関節リ

日本医師会雑誌
144

松本 卓巳, 田中
栄

整形外科
【関節リウマチの骨・軟骨病変】 関節リウマ
チの骨・軟骨病変の最新の手術療法．

Clinical Calcium 25

松原　全宏、田
中栄

整形外科
【高齢者に対する精液外科分野における手
術の実際と適応】高齢期における運動器疾

Geriatric Medicine
53

小俣 康徳, 田中
栄

整形外科
【骨粗鬆症に併存する他科疾患～その骨
病態と対応】

関節リウマチ．骨粗
鬆症治療　14

田中　栄 整形外科
【骨粗鬆症の予防と治療update】 新しい薬
剤の評価．

整形・災害外科　58

小俣 康徳, 田中
栄

整形外科
【骨免疫学と臨床応用】 関節リウマチと骨
改造．

臨床免疫・アレル
ギー科64

乾 洋, 武冨 修
治, 山神 良太,

整形外科
Bicompartmental knee arthroplastyの術中
kinematics　UKA・TKAと比較して

日本人工関節学会
誌　45巻 Page765-

田中栄 整形外科
RANKL-RANKクロストーク　関節リウマチと
抗RANKL抗体．

O.li.v.e.　6

武冨 修治, 乾
洋, 武冨 修治,

整形外科
解剖学的前十字靱帯再建術後2年での
MRI評価-膝屈筋腱と骨付き膝蓋腱との比

JOSKAS　40巻1号
Page120-121

篠田 裕介, 澤田
良子, 津田 祐

整形外科
転移治療戦略とがんのリハビリテーション
診療科横断的なキャンサーボード(CB)診療

日本整形外科学会
雑誌　89

乾洋、武冨修
治、眞田高起、

整形外科
予防的抗凝固剤使用の現状と課題 UKAに
おけるVTE予防　抗凝固療法の重要性

日本人工関節学会
誌 4

河田学、武冨修
治、乾洋、眞田

整形外科 脛骨内側顆に生じた脆弱性骨折の2例
JOSKAS　40巻2号
Page430-431

　笠井 清登 , 門
脇 裕美子 , 桑

精神神経科
こころのレジリエンス社会の構築へ : 災害こ
ころのケア活動から学んだこと

学術の動向 20(7),
33-43, 2015

　池亀 天平 , 文
東 美紀 , 笠井

精神神経科 精神疾患におけるエピゲノム研究
分子精神医学
15(2), 87-94, 2015

田中智大, 國土
典宏

臓器移植医療
C型肝炎・肝細胞がんに対する肝移植 東
京大学附属病院の経験を踏まえて

今日の移植 28(4): 
448 -454 2015

長田梨比人, 赤
松延久, 菅原寧

臓器移植医療
急性肝不全に対する肝移植と東京大学病
院における現状

今日の移植 28(4): 
433 -440 2015

谷 圭吾，赤松延
久，阪本良弘，

臓器移植医療 成人脳死肝移植における marginal donor
移植48:357-363、
2015

木暮　宏史、辻
野　武、伊佐山

臓器移植医療
特集/難治な胆道良性疾患の対処法を考
えるIII．術後胆道損傷・狭窄4．胆道再建後

肝胆膵71(3):521-
526、2015
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石原聡一郎，須
並英二，渡邉聡

大腸肛門外科
State of the art 大腸癌低侵襲手術の新た
な展開を目指して　ロボット手術

大腸癌perspective.
2(3): 206-211.

石神浩徳, 北山
丈二, 山口博紀,

大腸肛門外科 胃癌に対する腹腔内化学療法
臨牀消化器内科 .
30(7): 899-902.

石神浩徳, 北山
丈二, 山口博紀,

大腸肛門外科
腹膜播種陽性胃癌に対する腹腔内化学療
法

外科, 77(10):
1148-1152.  2015

杉山拓也、山内
敏正、田丸新

糖尿病・代謝内科
 In vitro での機能的ヒトβ細胞分化誘導
法。

内分泌・糖尿病・代
謝内科 41(1) p 63-

庄嶋伸浩、門脇
孝

糖尿病・代謝内科  人類の進化と糖尿病。
糖尿病の理学療法
2-8

窪田直人、植木
浩二郎、門脇孝

糖尿病・代謝内科
【「解明」から「制御」へ　肥満症のメディカ
ルサイエンス】肥満がもたらす病態生理の

実験医学増刊
34(2)

岡﨑由希子 糖尿病・代謝内科
【Ⅱ.糖尿病の合併症】６．糖尿病神経障害
とは

東大病院糖尿病教
室（医薬ジャーナル

岡﨑由希子 糖尿病・代謝内科
【Ⅸ.低血糖とシックディについて】1．低血
糖とその対処

東大病院糖尿病教
室（医薬ジャーナル

岡﨑由希子 糖尿病・代謝内科
【Ⅸ.低血糖とシックディについて】2．シック
ディとは

東大病院糖尿病教
室　（医薬ジャーナ

添田光太郎、植
木浩二郎

糖尿病・代謝内科
【Ｉ．糖尿病の病態をどう捉える】 高インスリ
ン血症は発癌リスクでもある。糖尿病になる

心血管事故を予防
するための糖尿病

門脇 孝, 窪田
直人

糖尿病・代謝内科
【SGLT2阻害薬を再評価する-明らかに
なってきた効果と副作用-】 SGLT2阻害薬

Progress in
Medicine36（2）249-

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
【インスリン抵抗性～メカニズムに基づく新
しい治療法の探求～】 加齢とインスリン抵

Diabetes Frontier
26巻3号 331-336、

窪田直人 糖尿病・代謝内科
【ガイドラインに基づく糖質調整とその実
際】各種ガイドラインからみた糖質調整食の

内分泌・糖尿病・代
謝内科 42(2) 80-83

窪田直人 糖尿病・代謝内科
【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　血液生化学検査など　糖代謝検

Medicina 52(4)
235-237

窪田直人 糖尿病・代謝内科
【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　血液生化学検査など　糖代謝検

Medicina 52(4)
231-234

窪田直人 糖尿病・代謝内科
【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　血液生化学検査など　糖代謝検

Medicina 52(4)
255-257

窪田直人 糖尿病・代謝内科
【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　血液生化学検査など　糖代謝検

Medicina 52(4)
258-261

羽田裕亮、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科
【スタチン投与後のレジデュアル・リスク】残
存リスク改善のための糖尿病患者に対する

呼吸と循環63（9）
871-878

岩部真人、山内
敏正、岩部美

糖尿病・代謝内科
【ミトコンドリアを鍛える】 アディポネクチン受
容体シグナルの運動模倣効果とミトコンドリ

アンチ・エイジング
医学11巻3号 378-

植木浩二郎 糖尿病・代謝内科
【安全に使いこなすSGLT2阻害薬】 SGLT2
阻害薬の副作用とその対策

日本医事新報
4754) 20-24

高本偉碩 糖尿病・代謝内科
【遺伝因子同定から発症機序解明と治療法
開発に向けて】 膵β細胞において2型糖尿

内分泌・糖尿病・代
謝内科 40(4) 290-

窪田直人、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
【基礎講座　インスリン作用のKey
Molecules】インスリン受容体基質（IRS）とそ

Diabetes Frontier
26(2) 221-226

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
【筋骨格系とエネルギー代謝】 メタボリック
シンドロームとロコモティブシンドローム

THE BONE 29巻1
号 23-27

弘世貴久、 山田
悟、 鈴木亮、内

糖尿病・代謝内科
【座談会】今こそ、糖尿病治療の温故知新
食事療法、SU薬、1型糖尿病治療の歴史と

内科115(4) 639-
650、2015.4

小原希実、安井
健、伊地知秀

糖尿病・代謝内科
【疾患別・臓器別のリハビリテーションと栄
養】 肝臓周術期リハビリテーションにおける

臨床栄養 126(5)
581-587

羽田裕亮、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科
【循環器内科医が知っておくべき糖尿病治
療薬】チアゾリジン薬の作用、エビデンス、

心臓47（8）951-957

門脇 孝 糖尿病・代謝内科
【新時代の臨床糖尿病学(上)-より良い血糖
管理をめざして-】 糖尿病疾患概念および

日本臨床74巻増刊
1 新時代の臨床糖

岡﨑由希子、植
木浩二郎

糖尿病・代謝内科
【新時代の臨床糖尿病学（上）－より良い血
糖管理をめざして－】Ⅷ．日本人患者を対

日本臨床社　663-
666

門脇孝 糖尿病・代謝内科
【診断から治療へのシームレスなフォロー・
アップ-診断と病状把握のマーカーとその

糖尿病UP-
DATE31号 092-

脇裕典, 山内敏
正, 門脇孝

糖尿病・代謝内科
【生活習慣病と栄養〜カルシウム・ミネラル
管理の側面より〜】 エピジェネティクスと生

Clinical Calcium
26(3) 426-432

坂田道教、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
【徹底理解!SGLT2阻害薬】 エビデンスによ
る徹底比較!SGLT2阻害薬はココが違う!

 薬局  66(7) 2110-
2116

山内敏正 糖尿病・代謝内科
【糖のホメオスターシス-最近の知見】 ア
ディポロン　インスリン抵抗性・耐糖能改善,

糖尿病診療マス
ター  13(5) 424-

庄嶋伸浩、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
【糖尿病と腎疾患2015】 糖尿病総論　糖尿
病の病因と病態。

腎と透析78巻増刊
号 6-9
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窪田直人、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
【糖尿病治療新時代-糖尿病治療の
update-】新しい糖尿病治療薬の現状と開

日本臨床 2091-
2095

杉山拓也、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科
【糖尿病治療薬～薬剤選択とその根拠～】
ピオグリタゾン

月刊レジデント9巻2
号 24-31

窪田直人 糖尿病・代謝内科
【糖尿病治療薬の作用秩序と病態からみた
選択】チアゾリジン薬。

糖尿病治療薬の最
前線　第2版

羽田裕亮、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科
【肥満症の改善はなぜ、難しいのか？～こ
こまで明らかになった！病態解明と治療の

日本内科学会雑誌
104（4）735-741

羽田裕亮、門脇
孝

糖尿病・代謝内科 【肥満症の治療】治療薬の開発と現状
臨床栄養127（4）
446-450

羽田裕亮、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科
【目指せ!肥満症のトータルケア-減量に苦
戦する患者について考える】　肥満の治療

内科117巻1号 83-
86

窪田直人、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
【薬物療法】SGLT2阻害薬（腎臓での糖の
吸収を遅くする薬）。

東大病院糖尿病教
室　（医薬ジャーナ

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
【老化制御のメカニズム解明と加齢関連疾
患の治療方策】 糖尿病と老化　インスリン

Medical Science
Digest  41(6) 246-

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科 1章 ホルモン作用と代謝調節 12 骨格筋。
糖尿病学, 102-
108, 西村書店

門脇孝 糖尿病・代謝内科
2型糖尿病とその合併症の分子基盤に関
する研究

糖尿病合併症29
（2）139-145

植木浩二郎 糖尿病・代謝内科 2型糖尿病による大血管障害と早期介入法
 心臓  47(6) 765-
768

門脇孝 糖尿病・代謝内科 2型糖尿病の分子機構と治療戦略。
日本医事新報4753
号 42-48

寺井愛、植木浩
二郎

糖尿病・代謝内科 DPP-4阻害薬の大規模臨床試験
糖尿病最新の治療
2016-2018（南江

杉山拓也、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科 IGFBP。
サイトカイン・増殖
因子キーワード事

杉山拓也、山内
敏正、植木浩二

糖尿病・代謝内科 IGF受容体。
サイトカイン・増殖
因子キーワード事

杉山拓也、山内
敏正、植木浩二

糖尿病・代謝内科 IGR, insulin。
サイトカイン・増殖
因子キーワード事

笹子敬洋 糖尿病・代謝内科
II.糖尿病の合併症 1.糖尿病の合併症とは
4.糖尿病腎症とは。

東大病院糖尿病教
室, 17,20, 医薬

鈴木亮 糖尿病・代謝内科
Message from Overseas　ADA2015参加印
象記

Diabetes Update
4(4) 52-54

窪田直人、門脇
孝

糖尿病・代謝内科 SGLT2阻害薬
診断と治療104（増
刊号）

添田光太郎、植
木浩二郎

糖尿病・代謝内科
SGLT2阻害薬が拓く糖尿病治療の明日へ
の希望。

MEDICAMENT
NEWS (2200): 8 -9

植木浩二郎 糖尿病・代謝内科
SGLT2阻害薬の安全性について―発売後
1年の使用経験を踏まえて―

Diabetes Horizons-
Practice and

岩部真人 糖尿病・代謝内科
アディポネクチン/アディポネクチン受容体
シグナルの全容解明に向けた挑戦

最新医学 71(3)
441-451

杉山拓也、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科 アディポネクチンとレプチン。
サイトカイン・増殖
因子キーワード事

岩部美紀、山内
敏正、岩部真

糖尿病・代謝内科
アディポネクチンの生理機能　肥満・2型糖
尿病治療に向けて

実験医学34(2)
221-227

岩部真人、山内
敏正、岩部美

糖尿病・代謝内科 アディポネクチンの分泌機構と全身の作用
新時代の臨床糖尿
病学（上）－より良

岩部美紀、山内
敏正、岩部真

糖尿病・代謝内科 アディポネクチン受容体アゴニスト
新時代の臨床糖尿
病学（上）－より良

岩部真人、山内
敏正、岩部美

糖尿病・代謝内科
アディポネクチン受容体を標的とした生活
習慣病治療

Clinical Calcium
26(3) 413-418

岩部美紀、山内
敏正、岩部真

糖尿病・代謝内科
アディポネクチン受容体機能低下に伴う臓
器記憶の変容

血管医学 16(4)
345-352

山内敏正 糖尿病・代謝内科 アディポロン。
糖尿病診療マス
ター 13(5) 424-428

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
インスリン・IGF-1シグナルと老化・寿命制
御

アンチエイジング医
学の基礎と臨床, 日

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科 インスリン・IGF-1作用と骨格筋量調節
The Lipid 27, 29-
33

笹子敬洋、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科 インスリン作用のKey Molecules Akt
Diabetes Frontier
26(5), 609-612

窪田直人、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
インスリン作用のKey Molecules　インスリン
受容体基質（IRS）とその役割。

Diabetes Frontier
26（2）221-226
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鈴木亮、門脇孝 糖尿病・代謝内科
エネルギー代謝の理解−糖質、脂質、蛋白
質

アンチエイジング医
学の基礎と臨床 第

羽田裕亮、山内
敏正

糖尿病・代謝内科 チアゾリジン薬が効果的な患者像は？
いま知っておきたい
経口糖尿病治療薬

小林正稔、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
チアゾリジン薬を知る Q43チアゾリジン薬が
効果的な患者像について教えて下さい、

糖尿病治療薬クリ
ニカルクエスチョン

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 メタボリックシンドロームの診断と管理
日本内科学会雑誌
105巻臨時増刊号

岡崎啓明 糖尿病・代謝内科 悪性腫瘍
【東大病院　糖尿病
教室】　医薬ジャー

岩部真人 糖尿病・代謝内科 運動模倣薬の開発
Medical Science
Digest 42(1) 29-32

泉田欣彦 糖尿病・代謝内科
肝内グリコーゲンセンサーと脂肪分解をつ
なぐ神経性飢餓応答

最新醫學第70巻第
10号

泉田欣彦 糖尿病・代謝内科
飢餓応答を制御する肝グリコーゲンセン
サーの探索～新しい代謝制御へのプロ

BIO Clinica 30巻14
号 1428-1431

植木浩二郎 糖尿病・代謝内科
研究活動のあり方　倫理行動規範の意義と
意味

Diabetes Journal:
糖尿病と代謝

岡崎啓明 糖尿病・代謝内科
原発性高カイロミクロン血症の成因と病態
における最新の知見.

Pharma Medica
33(8):9-13, 2015

鈴木亮 糖尿病・代謝内科
高齢者の糖尿病薬物治療の課題と対策 認
知機能低下

糖尿病の最新治療
6(4) 196-202

大江真琴, 永井
覚, 池田真理,

糖尿病・代謝内科
高齢糖尿病患者における血糖自己測定導
入の困難（Difficulties of the introduction of

看護理工学会誌2
巻3号164-173

岩部真人、山内
敏正、岩部美

糖尿病・代謝内科
骨髄の脂肪組織は内分泌器官であり、カロ
リー制限時の血中アディポネクチン濃度の

Cardio-Real
Diabetes 4(2) 41-

羽田裕亮、門脇
孝

糖尿病・代謝内科 治療薬の開発と現状
臨床栄養127（4）
446-40

脇裕典, 野見山
崇, 矢部大介,

糖尿病・代謝内科
新しい治療法、未来の糖尿病診療につい
て

さかえ: 月刊糖尿病
ライフ   56(1) 8-13

笹子敬洋、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
総論II 分子生物学からみる糖尿病 インスリ
ン分泌・作用，インスリン抵抗性，血糖調整

糖尿病の理学療法,
9-20, メジカル

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 耐糖能異常・糖尿病
健康運動指導士養
成講習会テキスト

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 耐糖能異常・糖尿病
健康運動指導士養
成講習会テキスト

高本偉碩 糖尿病・代謝内科
大血管症(動脈硬化性疾患)も重大な合併
症。

東大病院 糖尿病
教室(医薬ジャーナ

高本偉碩、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
第2章 糖尿病の概念・疫学・診断・成因・病
態【1概念】。

糖尿病学(西村書
店) 134-138

植木浩二郎 糖尿病・代謝内科 第3次対糖尿病5年計画
Diabetes Journal.
糖尿病と代謝 （協

杉山拓也（翻
訳）、田丸新一

糖尿病・代謝内科
中心性肥満と体重調節に相関が認められ
た、一塩基多型とDNAメチル化マーカー。

栄養学レビュー 23 
(4) p277–300

鈴木亮 糖尿病・代謝内科
中枢神経におけるインスリン作用とその破
綻

新時代の臨床糖尿
病学（上）日本臨牀 

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 糖尿病
イヤーノート
TOPICS 2016-

窪田直人、門脇
孝

糖尿病・代謝内科
糖尿病　基礎分野での進歩 SGLT2阻害薬
による糖脂質代謝変化とその分子機構

Annual Review糖尿
病・代謝・内分泌

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 糖尿病。イヤーノートTOPICS 2015-2016
イヤーノート　
(MEDICMEDIA) 

高本偉碩 糖尿病・代謝内科
糖尿病。診療ガイドラインUP-TO-DATE 
2016-2017

メディカルレビュー
社 354-361

鈴木亮、門脇孝 糖尿病・代謝内科
糖尿病とアンチエイジング 糖尿病と中枢神
経系・認知症。

糖尿病合併症29
（2）147-149

窪田直人、井上
真理子、門脇孝

糖尿病・代謝内科
糖尿病と認知症-成因、病態、治療の
update-】糖尿病による認知症発症のメカニ

Progress in 
Medicine 1417-

鈴木亮 糖尿病・代謝内科 糖尿病における認知症の発症機序
認知症の最新治療 
6(1) 9-13

• 植木浩二郎、
荒井秀典、荒木

糖尿病・代謝内科
糖尿病にとって、サルコペニアはなぜ、どの
ように問題となるのか。 Diabetes Strategy  

 Diabetes Strategy  
5(2) 53-67

脇裕典, 山内敏
正, 門脇孝

糖尿病・代謝内科 糖尿病のエピゲノム研究の展開
Diabetes Journal 糖
尿病と代謝   44(1) 

森田あい、植木
浩二郎

糖尿病・代謝内科
糖尿病の三次予防－糖尿病患者の予後を
改善するために－

プラクティス32（5）
552-558
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高本偉碩 糖尿病・代謝内科 糖尿病の疾患概念と診断基準の歴史
診断と治療 増刊号
「糖尿病治療の現

植木浩二郎 糖尿病・代謝内科 糖尿病学 西村書店

高橋美奈子, 野
口博史, 大江真

糖尿病・代謝内科
糖尿病患者の足部筋力と足底圧・せん断
力・腰部足部角速度の関係　4症例におけ

看護理工学会誌2
巻3号 157-163

鈴木亮、門脇孝 糖尿病・代謝内科
糖尿病合併症から考える薬物療法 肥満症
に対する薬物療法。

糖尿病合併症29巻
1号 84-86

高本偉碩、門脇
孝

糖尿病・代謝内科 糖尿病治療薬
治療薬ハンドブック
2016 (じほう) 625-

高本偉碩 糖尿病・代謝内科 糖尿病足病変について。
東大病院 糖尿病
教室(医薬ジャーナ

山内敏正 糖尿病・代謝内科
特集　遺伝子同定から発症機序解明と治
療法開発に向けて　特集にあたって。

内分泌・糖尿病・代
謝内科 40(4) 249-

門脇孝, 荒木栄
一, 税所芳史, 

糖尿病・代謝内科
肥満での膵β細胞量の調整能とその機
序、2型糖尿病の発症予防研究の現況と展

Islet Equality4巻4
号 5-16

青山倫久、脇裕
典、山内敏正、

糖尿病・代謝内科
肥満関連ゲノム領域とFTO/IRX3の関連と
意義。

内分泌・糖尿病・代
謝内科40巻4号 

羽田裕亮、山内
敏正、門脇孝

糖尿病・代謝内科 肥満症の薬物療法。
日本内科学会雑誌
104（4）735-741

山内敏正、岩部
真人、細江隼、

糖尿病・代謝内科
膵内分泌腫瘍に対するmTOR阻害薬によ
る加療中に耐糖能障害をきたした1例

Diabetes Frontier 
27(1) 99-102

井林 賢志, 川合 
謙介.

脳神経外科
【抗てんかん薬と精神科臨床】 新しい静注
製剤(fosphenytoin・phenobarbital).

精神科治療学. 
2015;30(8):1045-

高柳 俊作, 武笠 
晃丈, 中冨 浩

脳神経外科
【小児脳神経先天異常up to date-原因遺
伝子から治療まで】 神経皮膚症候群　von 

Clinical 
Neuroscience. 

辛 正廣. 脳神経外科
【小児脳神経先天異常up to date-原因遺
伝子から治療まで】 脳の形成異常　Blake's 

Clinical 
Neuroscience. 

辛 正廣. 脳神経外科
基本をマスター　脳神経外科手術のスタン
ダード　内視鏡下経鼻的頭蓋底外科手術

脳神経外科速報. 
2015;25(1):18-26.

小泉 友幸, 國井 
尚人, 嶋田 勢二

脳神経外科
診断及び治療に苦慮した外傷性頭蓋内内
頸動脈閉塞症の1例.

Neurosurgical 
Emergency. 

北川 陽介, 田中 
將太.

脳神経外科
中枢神経腫瘍(膠芽腫)に対する薬物療法 
(特集 希少がんの治療戦略)

腫瘍内科. 
2016;17(3): 276-

佐藤悠佑 泌尿器科
ACTH非依存性クッシング症候群における
分子病態

医学のあゆみ、
2015;254:1131-

熊谷 仁平, 村山 
慎一郎, 南 哲

泌尿器科
High risk前立腺癌に対する、小線源療法
および手術療法の治療成績の比較検討

泌尿器外科、
2015;28:1363-6

井川靖彦 泌尿器科
PDE5阻害薬のBPH/LUTSに対する作用機
序

Prostate Journal、
2015:2(1)101-106

佐藤悠佑 泌尿器科 クッシング症候群と遺伝子変異
腎臓内科・泌尿器
科、2015;2:392-

高橋さゆり、中島
のぶよ、那須保

泌尿器科
女性泌尿器科医師を取り巻く環境とキャリ
ア形成における課題～男女共同参画委員

日本泌尿器科学会
雑誌、

角谷成紀、福原　
浩、本間之夫

泌尿器科 ヘルペスウイルスを用いたウイルス療法
日本臨床、2016;74
増刊号3:244-250

福原　浩、藤堂
具紀

泌尿器科
遺伝子組換え単純ヘルペスウイルスI型—
G47Δを用いた日本発ウイルス療法薬開発

実験医学、
2016;34:8-12

相澤直樹、井川
靖彦

泌尿器科 下部尿路の求心性神経とNO/cGMP
排尿障害プラクティ
ス、2015:23(1)25-

久米春喜 泌尿器科 血尿と悪性腫瘍
腎と透析、
2015;79:605-8

佐藤悠佑 泌尿器科 嫌色素性腎細胞癌における分子病態
Kidney Cancer、
2015;4:20-21

佐藤 悠佑, 本間 
之夫

泌尿器科 次世代シークエンサーと癌研究への応用
Urology Today、
2015;22:4-9

佐藤悠佑 泌尿器科 腎癌におけるゲノム解析と分子病態の解明
BIO Clinica、
2015;30:518-523

久米春喜 泌尿器科 総論：腎細胞癌
BIO Clinica、
2015;30:516-7

杉山梨乃 泌尿器科
日本排尿機能学会（第21回河邉賞）亜急
性期雄性下部尿路閉塞ラットにおける

排尿障害プラクティ
ス、2015:23(1)76-

前川 滋克, 本間 
之夫

泌尿器科 副腎腫瘍(Cushing症候群)の遺伝子異常
Urology Today、
2015;22:145-51

松澤 幸正, 堀内 
崇真, 米虫 良

泌尿器科
副腎出血　自験例6例と症例報告57例の検
討

日本泌尿器科学会
雑誌、
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新美文彩、本間
之夫

泌尿器科 夜間頻尿の疫学と病態
Progress in 
Medicine、

浅野 善英(東京
大学 大学院医

皮膚科
【BIOLOGICSによる自己免疫疾患治療の
新時代】 全身性強皮症(解説/特集)

 Mebio (0910-
0474)32巻5号 

宮垣 朝光(東京
大学 大学院医

皮膚科
【B細胞と自己免疫】 自己免疫疾患におけ
る制御性B細胞(総説/特集)

 日本臨床免疫学
会会誌 (0911-

菅谷 誠(東京大
学 大学院医学

皮膚科
【アトピー性皮膚炎Update】 疫学・病態生
理　アトピー性皮膚炎のバリア異常(解説/

医学のあゆみ 
(0039-2359)256巻1

吉崎 歩(東京大
学 大学院医学

皮膚科
【アトピー性皮膚炎Update】 診断・治療　ア
トピー性皮膚炎に対する生物学的製剤治

 医学のあゆみ 
(0039-2359)256巻1

宮垣 朝光(東京
大学 大学院医

皮膚科
【アトピー性皮膚炎Update】 診断・治療　経
皮感作とアレルギーマーチ(解説/特

 医学のあゆみ 
(0039-2359)256巻1

中尾 桃子(東京
大学 皮膚科), 

皮膚科
【ウイルス感染症】 顔面の著明な浮腫を呈
した後天性免疫不全症候群関連Kaposi肉

 皮膚科の臨床 
(0018-1404)57巻4

宮垣 朝光(東京
大学 皮膚科学), 

皮膚科
【かゆみは何のためにあるのか】 かゆみとア
レルギー(解説/特集

臨牀と研究 (0021-
4965)92巻4号 

吉崎 歩(東京大
学 大学院医学

皮膚科
【ここまで変わった!子どものアレルギー診
療】 乳幼児への「眠気の少ない」抗ヒスタミ

 チャイルド ヘルス 
(1344-3151)18巻9

信田 りの(東京
大学医学部附属

皮膚科
【角化症・炎症性角化症】 エトレチナートと
シクロスポリンの併用療法で軽快した毛孔

 皮膚科の臨床 
(0018-1404)57巻10

吉崎 歩(東京大
学 大学院医学

皮膚科
【乾癬の病態と治療:最新の進歩】 関節症
性乾癬の診断と治療(解説/特集)

 Pharma Medica 
(0289-5803)33巻9

浅野 善英(東京
大学 大学院医

皮膚科
【乾癬の病態と治療:最新の進歩】 生物学
的製剤による乾癬治療　IL-17阻害薬(解説

 Pharma Medica 
(0289-5803)33巻9

宮垣 朝光(東京
大学 大学院医

皮膚科
【見逃されやすい頸部リンパ節腫脹の原因
疾患】 皮膚病性リンパ節症(解説/特集

 血液内科 (2185-
582X)71巻3号 

上條 広章(東京
大学 医学部皮

皮膚科
【手指の皮膚病】 臨床例　グルコン酸カル
シウム動注療法で加療したフッ化水素酸に

 皮膚病診療 
(0387-7531)37巻10

吉崎 歩(東京大
学 大学院医学

皮膚科
【新たな難病対策に向けて-診断基準、重
症度分類】 強皮症(解説/特集

 リウマチ科 (0915-
227X)54巻1号 

吉崎 歩(東京大
学 大学院医学

皮膚科
【全身性強皮症とその鑑別疾患-より早期
に、正確に診断するために】 (Part2.)皮膚

 Visual 
Dermatology 

浅野 善英(東京
大学 大学院医

皮膚科
【全身性強皮症の病態・診断および治療に
関する最近の知見】 全身性強皮症におけ

 リウマチ科 (0915-
227X)55巻3号 

菅谷 誠(東京大
学 大学院医学

皮膚科
いまどうなっている?アトピー性皮膚炎】 新
しい治療薬の展望(解説/特集

 Mebio (0910-
0474)32巻4号 

岡 知徳(東京大
学医学部附属病

皮膚科
ベポタスチンベシル酸塩投与が皮膚バリア
機能関連分子と炎症性サイトカインの発現

 皮膚の科学 
(1347-1813)14巻6

浅野 善英(東京
大学 医学部皮

皮膚科 ボセンタンによる潰瘍治療(解説)
 皮膚病診療 
(0387-7531)37巻10

菅谷 誠(東京大
学 大学院医学

皮膚科 リンパ流障害と皮膚免疫(解説)
リンパ学 (0910-
4186)38巻1号 

菅谷 誠(東京大
学 医学部皮膚

皮膚科
悪性リンパ腫(菌状息肉症)に対する治療の
実践的テクニック(解説/特集)

 Visual 
Dermatology 

濱中 妙子(東京
大学 皮膚科学

皮膚科
汗腺周囲の肉芽腫形成が著明であったサ
ルコイドーシスの1例(原著論文/症例報告)

皮膚科の臨床 
(0018-1404)58巻3

梅澤 裕美(東京
大学 皮膚科学

皮膚科
急速な経過をたどったCD45RA陽性菌状息
肉症の1例(原著論文/症例報告)

 皮膚科の臨床 
(0018-1404)58巻3

赤股 要(東京大
学 大学院医学

皮膚科
強皮症の血管障害におけるエンドセリンレ
セプターの関与(解説

 リウマチ科 (0915-
227X)55巻1号 

浅野 善英(東京
大学 大学院医

皮膚科 強皮症の早期診断(解説)
 リウマチ科 (0915-
227X)54巻6号 

岡 知徳(東京大
学 医学部皮膚

皮膚科 種痘様水疱症の1例(原著論文/症例報告)
日本小児皮膚科学
会雑誌 (0286-

菅谷 誠(東京大
学 大学院医学

皮膚科
症例から学ぶT細胞・NK細胞リンパ腫 原発
性皮膚CD30陽性リンパ増殖症(解説)

Skin Cancer (0915-
3535)30巻2号 

宮垣朝光　佐藤 
伸一(東京大学

皮膚科 職業感染予防策　疥癬を良く知ろう(解説)
 感染制御 11巻2号 
Page137-

浅野 善英(東京
大学 医学部皮

皮膚科
全身性強皮症とその鑑別疾患-より早期
に、正確に診断するために】 (Part1.)全身

 Visual 
Dermatology 

菅谷 誠(東京大
学 大学院医学

皮膚科 皮膚悪性リンパ腫治療のポイント(Q&A)
 日本医事新報 
(0385-9215)4782号 

菅谷 誠(東京大
学 大学院医学

皮膚科
皮膚科学　血清TARC値を指標としたアト
ピー性皮膚炎の治療(解説)

 医学のあゆみ 
(0039-2359)253巻

牛久 哲男, 深山
正久

病理部 AFP産生胃癌
腫瘍病理鑑別診断
アトラス「胃癌」（深
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池村 雅子, 高澤 
豊, 柴原 純二, 

病理部 医学教育のためのCPC e-Learningの試み
病理と臨床. 2015; 
33(6):661-667

阿部 浩幸, 深山 
正久

病理部 胃癌とEBウイルス
臨床消化器内科. 
2015; 30(7): 41-44

牛久 綾 病理部 上皮筋上皮癌
腫瘍病理鑑別診断
アトラス「頭頚部腫

牛久 哲男 病理部 低異型度の分化型癌
腫瘍病理鑑別診断
アトラス「胃癌」（深

牛久 綾, 深山 
正久

病理部 リンパ球浸潤癌
腫瘍病理鑑別診断
アトラス「胃癌」（深

佐々木毅 病理部
遠隔病理診断に関わる諸規則と今後の方
向性

病理と臨床. 2016; 
34(1): 20-26.

佐々木毅 病理部
組織検体を用いたバイオバンキングのシス
テム構築と展望

検査と技術. 2015; 
43(8): 666-668.

佐々木毅 病理部 乳腺のSolid papillary carcinoma
病理と臨床. 2015; 
33(11): 1268-1270.

牛久 哲男 病理部
病理診断クイックリファレンス　AFP産生胃
癌

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 77

牛久 哲男 病理部
病理診断クイックリファレンス　EBウイルス
関連胃癌

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 78

牛久 綾 病理部
病理診断クイックリファレンス
基底細胞腺腫

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 59

牛久 綾 病理部
病理診断クイックリファレンス
多形腺腫

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 57

佐々木毅 病理部
病理診断クイックリファレンス
男性生殖器アデノマトイド腫瘍

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 

佐々木毅 病理部
病理診断クイックリファレンス
男性生殖器精子肉芽腫

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 

深山 正久 病理部
病理診断クイックリファレンス
びまん性肺胞傷害

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 18

牛久 綾 病理部
病理診断クイックリファレンス
ワルチン腫瘍

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 58

深山 正久 病理部
病理診断クイックリファレンス
原発性肺動脈性肺高血圧症

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 19

深山 正久 病理部
病理診断クイックリファレンス
石綿肺

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 17

深山 正久 病理部
病理診断クイックリファレンス
多発血管炎性肉芽腫症

病理と臨床. 2015; 
33(臨時増刊号): 16

笠原　諭 麻酔科・痛みセンター
「心理生物学的モデルに基づく、慢性疼痛
の精神心理分析」

最新医学 
2015:70(12);2538-

住谷昌彦 緒方
徹

麻酔科・痛みセンター Sensori-motor integrationの障害と痛み
Locomotive Pain 
Frontier 

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター
アンジオテンシンⅡ2型受容体拮抗薬は帯
状疱疹後神経痛を緩和する

Mainichi Medical 
Journal 

岩切　正樹、金　
信秀

麻酔科・痛みセンター 冠動脈疾患
麻酔 
2015:64(9);911-

住谷昌彦 四津
有人 山内照夫

麻酔科・痛みセンター
がん関連神経障害性疼痛への集学的な対
応

がん患者と対症療
法 2015:26;55-60

住谷　昌彦、穂
積　淳、山内　照

麻酔科・痛みセンター 症状緩和の今　がん性疼痛の基礎
ペインクリニック 
2015:36;S361-70

笠原　諭 麻酔科・痛みセンター
フラッグサインを用いた慢性腰痛の認知行
動療法

Vita 
2016:33(1);36-39

住谷昌彦　四津
有人　熊谷晋一

麻酔科・痛みセンター
ペインクリニックからみた心身反応と慢性疼
痛

トラウマティック・スト
レス 2015:13;132-

穂積　淳、住谷　
昌彦

麻酔科・痛みセンター
麻酔科医（出身）にとっての緩和ケアチー
ム

麻酔 2016:65;233-
241

阿部　博昭、住
谷　昌彦、穂積　

麻酔科・痛みセンター
有痛性化学療法誘発性末梢神経障害に対
し高用量デュロキセチンが著効した１例

日本ペインクリニッ
ク学会誌 

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター 幻肢の感覚表象と幻肢痛
バイオメカニズム学
会誌 2015:39;93-

内田寛治 麻酔科・痛みセンター 誤嚥性肺炎の病態と治療
麻酔 2016:65;13-
22

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター
私の処方：化学療法誘発性末梢神経障害
による痛み（神経障害性疼痛）

Modern Physician 
2015:35;797-8

笠原　諭 麻酔科・痛みセンター
疾病利得の心理・生物学的背景とオペラン
ト行動療法

Locomotive Pain 
Frontier 
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住谷昌彦 熊谷
晋一郎

麻酔科・痛みセンター 心筋梗塞で肩が痛くなるのはなぜですか？
Clin Neurosci 
2015:3;353

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター
鎮痛薬は内臓痛・体性痛・神経痛で使い分
けるのか？

レジデントノート 
2015:17;682-91

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター
痛みの具体性は？（慢性疼痛疾患の評価
のコツ）

Med Prac 
2015:32;1714

住谷昌彦 四津
有人

麻酔科・痛みセンター
頭蓋・頸椎異常と頭痛 – 頸性頭痛は本当
にあるのか？

medicina 
2015:52;1330-3

穂積　淳、大住　
倫弘、緒方　徹、

麻酔科・痛みセンター
難治性疼痛に対する神経リハビリテーショ
ン治療

麻酔 2015:64;734-
740

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター 複合性局所疼痛症候群タイプⅠ
Clin Neurosci 
2015:33;590-1

住谷昌彦 麻酔科・痛みセンター 慢性腰痛を痛みの病態から考える
Practice of Pain 
Management 

住谷昌彦 大住
倫弘 四津有人 

麻酔科・痛みセンター 慢性疼痛の中枢性感作
神経内科 
2015:83;114-8

笠原　諭 麻酔科・痛みセンター
臨床に役立つQ＆A 慢性疼痛は心の病
気って本当？

老年医学 
2015:53(9);997-

住谷昌彦 穂積
淳 山内照夫

麻酔科・痛みセンター 疼痛（がん性疼痛の基礎）
ペインクリニック 
2015:36S361-70

山口諒, 山本武
人, 鈴木洋史

薬剤部
【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　薬物関連検査　血中薬物濃度 

Medicina. 
2015;52(4):310-1.

山口諒, 森屋恭
爾

薬剤部
【感染症における新薬開発のジレンマと展
望-日本が先駆者となるために-】 耐性菌と

化学療法の領域. 
2015;32(1):31-6.

大野能之, 樋坂
章博

薬剤部
【薬物動態の変化を伴う　薬物相互作用-
ポスター・ポケット版-】 消化管内での相互

PharmaTribune. 
2015 

吉岡紗由, 小久
江伸介, 大野能

薬剤部
Let’s! 服薬コミュニケーション, アダリムマ
ブ.

スズケンファーマ. 
2015;18(1):2-5.

小久江伸介, 本
多秀俊, 大野能

薬剤部
Let’s! 服薬コミュニケーション, スボレキサ
ント.

スズケンファーマ. 
2015;18(3):2-5.

安達航平, 小久
江伸介, 大野能

薬剤部
Let’s! 服薬コミュニケーション, ダクラタスビ
ル・アスナプレビル.

スズケンファーマ. 
2015;18(6):2-5.

白根達彦, 小久
江伸介, 大野能

薬剤部
Let’s! 服薬コミュニケーション, タクロリムス
水和物軟膏.

スズケンファーマ. 
2015;18(5):2-5.

高木淳平, 小久
江伸介, 大野能

薬剤部
Let’s! 服薬コミュニケーション, タダラフィ
ル.

スズケンファーマ. 
2015;18(4):2-5.

荻上尚樹, 小久
江伸介, 大野能

薬剤部 Let’s! 服薬コミュニケーション, ミグリトール.
スズケンファーマ. 
2015;18(2):2-5.

高田龍平, 鈴木
洋史

薬剤部
NPC1L1はビタミンKの腸管吸収における主
要レギュレータであり、ワルファリン療法の

トランスレーショナ
ルメディシンに載っ

山梨義英, 高田
龍平, 鈴木洋史

薬剤部
コレステロールトランスポーターNPC1L1に
よるビタミンKの消化管吸収.

細胞工学. 
2015;34(7):694-95.

宮田優希, 阿部
敏秀, 山本武人, 

薬剤部 ドラッグコンサルテーション　アダリムマブ.
スズケンメディカル. 
2015;18(1):11-2.

松岡紗代, 阿部
敏秀, 山本武人, 

薬剤部 ドラッグコンサルテーション, エプレレノン.
スズケンメディカル. 
2015;19(1):11-2.

城山亮輔, 阿部
敏秀, 山本武人, 

薬剤部 ドラッグコンサルテーション, スボレキサント.
スズケンメディカル. 
2015;18(3):11-2.

安達航平, 阿部
敏秀, 山本武人, 

薬剤部
ドラッグコンサルテーション, ダクラタスビル
／アスナプレビル.

スズケンメディカル. 
2015;18(6):11-2.

城山亮輔, 阿部
敏秀, 山本武人, 

薬剤部
ドラッグコンサルテーション, タクロリムス水
和物軟膏.

スズケンメディカル. 
2015;18(5):11-2.

城山亮輔, 阿部
敏秀, 山本武人, 

薬剤部 ドラッグコンサルテーション, タダラフィル.
スズケンメディカル. 
2015;18(4):11-2.

阿部敏秀, 山本
武人, 鈴木洋史

薬剤部 ドラッグコンサルテーション, ミグリトール.
スズケンメディカル. 
2015;18(2):11-2.

高田龍平, 山梨
義英, 鈴木洋史

薬剤部
ビタミンKの吸収経路の発見―ビタミンの体
内動態変動を介した新規薬物相互作用メ

実験医学（羊土
社）. 2015年8

山梨義英 薬剤部
治療で誘発される腫瘍セクレトームが腫瘍
の治療抵抗性と進行を助長する.

ファルマシア. 
2015;51(12):1182.

大野能之, 山本
武人, 樋坂章博, 

薬剤部 腎障害時の薬物動態の変化.
「腎機能低下時の
薬剤ポケットマニュ

山梨義英, 高田
龍平, 鈴木洋史

薬剤部
腸管トランスポーター研究から明らかになっ
たコレステロール、ビタミン、薬物の相互作

機能性食品と薬理
栄養. 

大野能之 薬剤部 副作用について考える.
都薬雑誌. 2015 
2015.04;37(4):40-
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(注) 1
計：689

2

3

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

大野能之 薬剤部
薬物動態から見た感染症治療薬の相互作
用-吸収・分布・排泄過程における相互作

化学療法の領域. 
2015;31(10):32-9.

大野能之 薬剤部
臨床で注意すべき感染症治療薬の相互作
用とメカニズム】 感染症治療薬(抗菌薬・抗

化学療法の領域. 
2015 

岡崎　仁 輸血部 TRALIとTACOの鑑別診断と予防対策
医学のあゆみ 
253:654-658, 2015

岡崎　仁 輸血部 TRALIとTACOの病態と診断
Annual Review 
2016 呼吸器 50-

名倉 豊, 曽根 
伸治, 三島 由祐

輸血部
第4世代HIVスクリーニング検査試薬の3社
同時比較検討

日本臨床検査自動
化学会会誌 40(5), 

岡崎　仁 輸血部 輸血関連急性肺障害
呼吸器内科
28:155-160, 2015

天尾理恵、縄田
寛 、木下修、札

リハビリテーション科・部
BiVADからの離脱に至った小児のリハビリ
テーション経験

日本心臓リハビリ
テーション学会誌 

高見沢圭一、横
田一彦、後藤美

リハビリテーション科・部
BNPを指標として運動負荷と身体活動管理
を行った完全大血管転位I型による重症成

PTジャーナル 
2016; 50(2): 229-

粕谷大智 リハビリテーション科・部
アレルギー・免疫疾患と東洋医学
関節リウマチに対する鍼灸治療

アレルギー・免疫
2016；23（3）：76-83

粕谷大智 リハビリテーション科・部
関節リウマチに対する鍼灸医療の
成果と今後の展望

温気物医2016；
79（1）：34-35

芳賀信彦 リハビリテーション科・部
リハビリテーションからみた跛行の評価と管
理

Monthly Book 
Orthopaedics 2015; 

中原康雄、芳賀
信彦

リハビリテーション科・部 リンパ浮腫とリハビリテーション
Monthly Book 
Medical 

横田一彦、長谷
川真人、梅崎成

リハビリテーション科・部 悪性腫瘍リハビリテーションの実際
成人病と生活習慣
病 2015、45(11)：

芳賀信彦 リハビリテーション科・部 運動器のリハビリテーションの基本
京都リハビリテー
ション研究会会誌 

後藤美和、竹谷
英之、新田收、

リハビリテーション科・部
血友病患者における関節機能とADL、健康
関連QOLの関連性

理学療法科学 
2015; 30(3): 413-

粕谷大智 リハビリテーション科・部 腰痛患者の表面筋電図の特徴と鍼灸治療
現代鍼灸学 2015; 
15(1): 79-88

篠田裕介 リハビリテーション科・部 骨関連事象に対する補装具療法
J Clin Rehabil 
2016; 25（2）: 140-

津田祐輔、康永
秀生、澤田良

リハビリテーション科・部
骨転移による大腿骨病的骨折患者の在院
死亡率：DPCデータベースによる検討

日本整形外科学会
雑誌 2015; 89: 

芳賀信彦 リハビリテーション科・部
四肢形成不全に対する集学的治療－成人
後を見据えた小児リハビリテーション－

第37回国立大学リ
ハビリテーション療

藤原清香、芳賀
信彦

リハビリテーション科・部
小児の骨関節疾患のリハビリテーションと装
具

日本義肢装具学会
誌 2015; 31（4）: 

篠田裕介、澤田
良子、津田祐

リハビリテーション科・部
診療科横断的なキャンサーボード(CB)診療
体制による運動器マネージメントは骨転移

日本整形外科学会
雑誌 2015; 89(10): 

芳賀信彦 リハビリテーション科・部
生涯を見据えた肢体不自由児への医療と
支援

日本小児看護学会
誌 2015; 24(3): 51-

横田一彦 リハビリテーション科・部 多様な疾病、障害に対する理学療法
理学療法学 2015、
42(8)：736-737

芳賀信彦 リハビリテーション科・部
大学病院の立場から～医科大学病院にお
ける鍼灸の現状と課題～

現代鍼灸学 2015; 
15(1): 131-134

松永明子、吉田
美香子、横田一

リハビリテーション科・部
短期集中骨盤底筋訓練プログラムに対して
抵抗性を示す女性腹圧性尿失禁患者の特

第37回国立大学リ
ハビリテーション療

芳賀信彦 リハビリテーション科・部
糖尿病足病変患者に対するリハビリテー
ション

内分泌・糖尿病・代
謝内科 2015; 

慢性の非特異性腰痛患者に対する
McKenzie法にストレッチングを加えた運動

理学療法ジャーナ
ル 2015; 49（6）: 

小倉 浩一, 上原 
浩介, 秋山 達, 

リハビリテーション科・部
日本語版Toronto Extremity Salvage Score
下肢の開発　言語的妥当性を担保した翻

整形外科 2016; 
67(3): 223-227

芳賀信彦 リハビリテーション科・部 脳性麻痺の現状と歩行機能に対する治療
総合リハ 2016; 
44(2): 95-98

高見沢圭一、山
口正貴、後藤美

リハビリテーション科・部
慢性非特異的腰痛患者におけるストレッチ
ングと姿勢指導の効果－自然経過と介入

第37回国立大学リ
ハビリテーション療

芳賀信彦 リハビリテーション科・部
歩行解析（臨床神経生理で何がわかる？：
小脳）

Clinical 
Neuroscience 2016; 

山口正貴、高見
沢圭一、原慶

リハビリテーション科・部



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

研究者等の基本的責務、研究計画書の作成に関する手続等、倫理委員会の活動、インフォームド・

コンセントを受ける手続等、個人情報保護等の安全管理、重篤な有害事象及び不具合への対応、試

料・情報の保管管理、モニタリング及び監査の実施、特定臨床研究の実施、振り分けチェックフロ

ー、研究的な要素が含まれる臨床案件の実施、多施設共同研究に関する事務手続き及び審査方針、

研究者等の教育研修 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年３０回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

○『東京大学利益相反防止規則』：東京大学教職員が回避すべき利益相反行為および利益相反委

員会を規定する規則である。 

○『東京大学大学院医学系研究科・医学部及び医学部附属病院利益相反行為防止規則』：東京大

学大学院医学系研究科、医学部及び医学部附属病院所属の教職員が回避すべき利益相反行為およ

び利益相反委員会・利益相反アドバイザリー機関を規定する規則である。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１１回 



 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年複数回/ 随時 

 ・研修の主な内容 

１）「東大研究倫理セミナー」：毎月1回（8月を除く） 

東大における倫理審査体制、研究倫理、規制・ガイドライン、利益相反管理、個人情報管理、倫理審

査支援窓口と支援内容 

２）  CREDITS（E-learning）：随時受講可能  

① 倫理・行動規範コース 3章～12章  

1.臨床研究の歴史と被験者の権利 2.臨床研究の倫理と行動規範 3.試験実施にあたって考慮すべき倫理 

② 臨床研究実施コース  4章～12章  

4.医薬品・医療機器開発 5.臨床研究方法論入門 6.臨床研究に関する法的枠組みと手引き 7.臨床試験の

計画と準備 8.実施医療機関の組織と運用 9.被験者の募集、組み込みと参加継続 10.試験の実施 11.

安全性入門 12.品質マネジメントシステム 

３） 病院職員必修 e ラーニング等（利益相反・個人情報関係等） 年 1 回 

 



(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

本プログラムは、卒後必修初期研修を修了した後、東京大学医学部附属病院（以下「本院」という）において

、さらに臨床医学に関する知識と技能を広く向上させ、より専門的な臨床研修を行うためのものである。同時

に、この期間中、本院各診療部門（研修協力病院等の院外施設も含む）及び東京大学大学院医学系研究科にお

ける臨床、研究の経験を通して、将来のキャリアデザインを構築してゆく機会とも成り得る。 
 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数         １８４人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

小室 一成 循環器内科 教授 31年  

山内 康宏 呼吸器内科 講師 21年  

山道 信毅 消化器内科 助教 19年  

南学 正臣 腎臓・内分泌内科 教授 29年  

門脇 孝 糖尿病・代謝内科 教授 38年  

黒川 峰夫 血液・腫瘍内科 教授 26年  

久保 かなえ 
アレルギー・リウマ

チ内科 
特任講師（病院） 21年  

森屋 恭爾 感染症内科 教授 27年  

辻 省次 神経内科 教授 40年  

秋下 雅弘 老年病科 教授 31年  

吉内 一浩 心療内科 准教授（科長） 23年  

國土 典宏 外科 教授 35年 

サブスペシャリティ

領域ごとに配置して

いない 

齊藤 延人 脳神経外科 教授 30年  

山田 芳嗣 
麻酔科・痛みセンタ

ー 
教授 35年  

本間 之夫 泌尿器科 教授 38年  

藤井 知行 
女性診療科・産科・

女性外科 
教授 35年  

鎌田 昌洋 皮膚科 講師 11年  

 眼科・視覚矯正科  年  

田中 栄 整形外科・脊椎外科 教授 30年  

山岨 達也 耳鼻咽喉科 教授 32年  

芳賀 信彦 
リハビリテーショ

ン科 
教授 29年  

光嶋 勲 形成外科・美容外科 教授 40年  

平田 陽一郎 小児科 講師（研修部員） 16年  

笠井 清登 精神神経科 診療科長・教授 21年  

阿部 修 放射線科 教授 26年  

矢冨 裕 検査部 部長・教授 25年  



橘田 要一 救急科 准教授 30年  

深山 正久 病理部・病理診断科 教授、病理部部長 38年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  医療技術系職員（薬剤師、放射線技師、臨床検査技術者、臨床放射線技術者、臨床研究（治

験）コーディネーター、栄養士）を対象とした高度な医療人養成研修 

 ・研修の期間・実施回数 

  ３日から５日間  各年１回 

 ・研修の参加人数 

  各９０名程度 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

  医療技術系職員（薬剤師、放射線技師、臨床検査技術者、臨床放射線技術者、臨床研究（治

験）コーディネーター、栄養士）を対象とした高度な医療人養成研修 

 ・研修の期間・実施回数 

  ３日から５日間  各年１回 

 ・研修の参加人数 

  各９０名程度 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

  ・研修の主な内容 

  医療技術系職員（薬剤師、放射線技師、臨床検査技術者、臨床放射線技術者、臨床研究（治

験）コーディネーター、栄養士）を対象とした高度な医療人養成研修 

 ・研修の期間・実施回数 

  ３日から５日間  各年１回 

 ・研修の参加人数 

  各９０名程度 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長  齊藤 延人 

  管理担当者氏名 事務部長 塩﨑 英司、総務課長 富田 有一、管理課長 海老根 俊浩 
経営戦略課長 竹本 浩伸、医事課長 斉藤 慎二、薬剤部長 鈴木 洋史、 
看護部長 小見山 智恵子、医療機器管理部長 張 京浩 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 看護部 ・診療記録は、１患者１
ファイル方式での一括
管理であるが、外来と入
院は区別して保管して
いる。（平成２１年度よ
り電子カルテシステム
運用） 
・エックス線フィルム写
真は１患者１ファイル
方式での管理である。 
・エックス線写真は平成
１５年より PACS（医用
画像保存配信システム）
による管理となってい
る。 
・調剤処方箋は全数保管
している。 
・診療記録の院外への持
ち出しは禁止している。 

各科診療日誌 病歴管理部 
処方せん 薬剤部 
手術記録 病歴管理部 
看護記録 病歴管理部 
検査所見記録 病歴管理部 
エックス線写真 病歴管理部 
紹介状 病歴管理部 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病歴管理部 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 年度別にＰＣで保管 
年度別にＰＣで保管 
年度別にＰＣで保管 
 
年度別にＰＣで保管 
年度別にＰＣで保管 
年度別にＰＣで保管 
 
年度別にＰＣで保管 
PC及び紙媒体で保管 

高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

総務課 
 

PC及び紙媒体で保管 

PC及び紙媒体で保管 

 

PC及び紙媒体で保管 

 

PC及び紙媒体で保管 

 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

総務課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

総務課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

総務課 
 
 
 

 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

総務課 
PC及び紙媒体で保管 

PC及び紙媒体で保管 

PC及び紙媒体で保管 

PC及び紙媒体で保管 

 

紙媒体で保管 

紙媒体で保管 

紙媒体で保管 

 

PC及び紙媒体で保管 

 

 

PC及び紙媒体で保存 

PC及び紙媒体で保存 

PC及び紙媒体で保存 

 

PC及び紙媒体で保存 

 

 

 

 

 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

総務課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

総務課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

総務課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療機器管理部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療機器管理部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療機器管理部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療機器管理部 
 
 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課 PC及び紙媒体で保管 
 
PC及び紙媒体で保管 
 

紙媒体で保管 

PCで保管 
 
PCで保管 
 
PC及び紙媒体で保管 
準備中（様式8で回答） 
 
 
準備中（様式8で回答） 
 
準備中（様式8で回答） 
 
PC及び紙媒体で保管 
 
 
準備中（様式8で回答） 
 
 
PCで保管 
 
 
PCで保管 
 
 

PC 及び紙媒体で保管 

PC及び紙媒体で保管 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

総務課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課 

医療安全管理部門の設置状況 総務課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

総務課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

総務課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

総務課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

総務課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

総務課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 総務課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名               塩﨑 英司 

 閲 覧 担 当 者 氏 名               富田 有一 

 閲覧の求めに応じる場所               院内会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延      0   件 
  閲 覧 者 別   医        師    延      0   件 

  歯  科  医  師    延      0   件 
      国    延      0   件 
  地 方 公 共 団 体    延      0   件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
ア．医療機関における安全管理に関する基本的な考え方 
イ．医療に係る安全管理のための委員会等安全管理に関する組織に関する基本的事項 
ウ．医療に係る安全管理のための職員研修等に関する基本事項 
エ．医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する

基本方針 
オ．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
カ．医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
キ．患者からの相談への対応に関する基本方針 
ク．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

(1) インシデント，アクシデント事例の検討 
(2) 医療安全研修強化 
(3) 研修医の注射指示に対する指導医確認の強化 
(4) リスクマネジメントに関する研究課題実施 
(5) 外来棟の転倒対策 

(6) その他医療事故防止のための改善等，必要な事項の審議 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年10回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
(1)東大病院における医療安全対策について（概論）(eラーニング) 
(2)東大病院における医療安全管理について(eラーニング) 
(3)抗がん剤ばく露対策/ＭＥ機器とリスクマネージメント(eラーニング) 
(4)抗がん剤ばく露対策/ＭＥ機器とリスクマネージメント(セミナー) 
(5)医療事故調査説明会 
(6)医療の現場で考えるヒューマンエラーとマネジメント 
(7)安全確保のためのリスクマネジメント 
(8)当院の褥瘡対策について 
(9)ICU系医療安全勉強会 
(10)インフォームドコンセント講演会 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

本院のインシデントレポートシステムは，医療に関わる場所で，医療に関わる全過程において障害
が発生した場合の他，廊下での転倒といった医療と直接関係のない出来事や，患者に障害が発生しな
かったいわゆるヒヤリハットの事例についても報告することとしており，更に，患者に新たに濃厚な
処置や治療が必要となった事例は，病院としての対応の迅速性を確保するためアクシデントレポート
としてインシデントと区別して提出を求めている。これらの報告により情報を共有し，組織のシステ
ム改善の検討や，原因を分析し予防に生かす方策を策定することとしている。 

このインシデントレポートシステムは医療従事者の自主的な報告を前提としており，報告を促すた
め，安全管理指針に「報告者，当事者の不利益になるような取扱いをしてはならない」ことを明記し
ている。また，リスクマネージャー会議・研修等において，レポートの積極的な提出について周知・
徹底をはかっている。 

レポートは，各部署のリスクマネージャーを通じて医療安全対策センターに提出されることとなっ
ており，インシデントについては，各部署での対応策を記載することとなっている。提出されたレポ



 
 
 

 
ートは，リスクマネジメント委員会の下に設置された分析小委員会や医療安全対策センターにて，状
況の確認，原因の分析，改善策の検討を行っている。 

分析小委員会及び医療安全対策センターで検討された改善策は，リスクマネジメント委員会に報告
・審議され，防止策として策定されている。 

リスクマネジメント委員会からの防止策，分析小委員会・医療安全対策センターの分析結果並びに
改善策は，リスクマネージャー会議あるいは医療安全対策センターを通じて病院全体に周知すること
により，職員全員で共有している。 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

ア.病院感染対策に関する基本的考え方 
イ.病院感染対策のための委員会等病院感染対策の組織に関する基本的事項 
ウ.病院感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針 
エ.感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
オ.病院感染発生時の対応に関する基本方針 
カ.患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
キ.その他病院感染対策推進のために必要な基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 18 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
（1）ＭＲＳＡ・多剤耐性菌（ＥＳＢＬ産生菌・メタロβラクタマーゼ産生菌等）検出状況と対応報告 
（2）抗菌薬使用（使用量 届出状況） 
（3）畜尿実施・針刺し(曝露)のデータと対応に対する対応 
(4) 感染サーベイランス（ＶＡＰ 血流感染など）データ報告ならびに対応 
(5) 教職員等の健康状態（産業医と連携）の報告 
(6) 手洗い実行調査データ報告と改善対応，手洗いキャンペーン 
(7) 感染対策研修強化 
(8) その他院内感染防止のための改善等必要な事項の審議 

（9）小児ＩＣＵ系感染対策ＷＧにより感染状況の把握と対応の確認 
(10) 小児科ＭＲＳＡ新規検出について（臨時開催 計6回） 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 35 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
(1) 多剤耐性菌の感染対策について 
(2) 冬に流行しやすい感染症（インフルエンザ） 
(3) 1類・2類感染症 ‐エボラ出血熱・MERSなど‐ 
(4) 非“専門家”のためのHIV感染症との関わり方 
(5) 多剤耐性アシネトバクターと標準・接触予防策について 

 
・医療安全＆感染対策研修 
・第1回感染対策セミナー 「1類・2類感染症 ‐エボラ出血熱・MERSなど‐」 
・第2回感染対策セミナー 「非“専門家”のためのHIV感染症との関わり方」 
・臨時感染対策セミナー  「多剤耐性アシネトバクターと標準・接触予防策について」 
・第3回感染対策セミナー 「多剤耐性アシネトバクターと標準・接触予防策について」（再演） 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

感染対策センターは，感染制御部及び感染制御部細菌検査室と協力し，感染症の発生状況を毎日確
認し，日報として病院長に報告するとともに，感染対策委員会において毎月報告している。 

院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策は以下のとおり。 
(1) 毎日病棟内多剤耐性菌検出と対応の確認，抗菌剤使用状況の確認と指導 
(2) 毎週，ＩＣＴメンバーによる院内ラウンドの実施。 
(3) 月1回ＩＣＴニュースを発行。 
(4) 年3回以上の感染対策関連セミナーの開催。 
(5) 毎月，リンクドクター連絡会議，メディカルスタッフ連絡会議を開催し，病院感染対策委員会

の決定事項の報告や,その他感染対策に関する情報の周知及びミニレクチャーによる感染知識、
乗法確認の実施。 

(6) 新人研修、中途採用者に講習、手洗い実習を必修としている 
(7) 感染症内科、薬剤部と連携し抗菌薬使用法の指導、長期使用事例確認 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 9 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

NST病態栄養セミナー： 
・静脈栄養法とリスクマネジメント 

リンクドクター連絡会議ミニレクチャー： 
・PK-PDを考えた抗菌薬の使い方 
・抗MRSA薬の使い方 

看護薬剤研修： 
・注意すべき注射薬の知識とリスクマネジメント 
・輸液の種類と特徴  
・向精薬の基礎知識 
・麻薬の取り扱いと管理上の留意点 

医療安全セミナー： 
・抗がん剤による被ばく対策 

e-learning： 
・注射用抗がん剤調製時の取扱い上の注意点 他 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
手順書は、薬事委員会、外来部門、病棟部門、薬剤部、手術・麻酔部門、輸血・血液管理部門、他施
設との連携、事故発生時の対応等の項目に分かれており、１）医薬品の採用・購入に関する事項、２
）医薬品に関する事項、３）医薬品の投薬指示から調剤に関する事項、４）医薬品の与薬や服薬指導
に関する事項、５）医薬品の安全使用に係る情報の取り扱いに関する事項、６）他施設との連携に関
する事項、７）事故発生時の対応に関しての内容を含む構成となっている。これらに基づく業務を実
施しており、その実施状況の確認を定期的に行い、手順書も定期的に見直し改訂を行っている。 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

やむを得ず未承認薬の使用や、禁忌や適応外の処方が必要な際には診療科・部内で検討するとと

もに必要に応じて新規診療等検討委員会に申請することとなっている。医薬品安全管理責任者はそ

れらの状況を確認できる。また、院内の薬剤師は、特に禁忌・適応外の使用等に関しては、薬学的

知見に基づき、処方した医師に対して処方の必要性や論文等の根拠に基づくリスク検討の有無、処

方の妥当性を確認し、処方の提案等を行うとともに、その結果を医薬品安全管理責任者に報告する

こととなっている。 

薬品情報室においては、国内外の文献情報、製薬会社からの情報、医薬品医療機器総合機構（PMD

A）メディナビ等の情報を収集・活用し、医薬品の安全性情報の迅速な伝達を行うとともに、DIニュ

ース等として、院内の電子媒体で配信している。また、病棟薬剤師によるカンファランス等での情

報提供活動を行っている。さらに重要な事項は院内リスクマネージャー会議において、各診療科・

診療部等のリスクマネージャーに注意喚起を行っている。また、安全性速報(ブルーレター)等の特

に重要な安全性情報が発出された際には必要に応じて使用患者を抽出して適正使用状況の確認を行

っている。 

薬事委員会においては、採用検討新医薬品についての有効性・安全性を評価して、採用後の適正

使用のための運用ルールについても審議し、必要に応じて対策を講じている。 
また、薬剤部協力のもと医療安全対策センターにて院内で発生した医薬品に関するインシデントレポ



 
 
 

 
ートから対策等を検討し、注意喚起および対策を院内ホームページおよび職員メールにて周知してい
る。周知された事項について医療安全ラウンドにて適時実施状況等を確認している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年129回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

1） 人工呼吸器の使用方法について 
2） 体外循環装置、補助循環装置の使用方法について 
3） 除細動器・AEDの使用方法について 
4） 輸液ポンプ・シリンジポンプの使用方法について 
5） 透析装置の説明について 
6） 閉鎖式保育器の使用方法について 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

1）人工呼吸器の定期点検 
2）除細動器の定期点検 
3）閉鎖式保育器の定期点検 
4）血液浄化装置の定期点検 
5）人工心肺装置および補助循環装置の定期点検 
6）AED・輸液ポンプ、シリンジポンプ、体外式ペースメーカーなどの各種医療機器の定期点検 
7）医療機器返却時の清拭、終業点検 
8）人工呼吸器の始業点検、使用中点検 
9）購入機器の納入時点検 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1）医療安全対策センター兼任スタッフとして臨床工学技士の配置 
2）リスクマネージャー会議での医療機器に関する注意喚起・機器回収情報の周知 
3）院内広報誌の発行（医療機器などに関する情報の記載） 
4）院内HPへ院内広報誌の掲載と各種取扱説明書、添付文書の掲載 
5）呼吸療法サポートチームへの参加、勉強会の実施 
6）医療機器の不具合情報の院内メールでの通知 
7）医療機器の不具合情報の厚生労働省への報告 
8）院内デモンストレーション機器の使用状況の把握 

 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画
について」を参照 

 
     有・無 

 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

副院長（安全担当）を医療安全管理責任者とするための内規改正を平成28年10月までに実施する予
定である。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（6名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 薬品情報室において、国内外の文献情報、製薬会社からの情報、医薬品医療機器総合機構（PMDA

）メディナビ等の情報を収集・活用し、医薬品の安全性情報の迅速な伝達を行うとともに、DIニュ

ース等として、院内の電子媒体で配信している。また、病棟薬剤師によるカンファランス等での情

報提供活動を行っている。さらに重要な事項は院内リスクマネージャー会議において、各診療科・

診療部等のリスクマネージャーに注意喚起を行っている。また、安全性速報(ブルーレター)等の特

に重要な安全性情報が発出された際には必要に応じて使用患者を抽出して適正使用状況の確認を行

っている。 

薬事委員会においては、採用検討新医薬品についての有効性・安全性を評価して、採用後の適 

正使用のための運用ルールについても審議し、必要に応じて対策を講じている。 

また、薬剤部協力のもと医療安全対策センターにて院内で発生した医薬品に関するインシデントレ

ポートから対策等を検討し、注意喚起および対策を院内ホームページおよび職員メールにて周知し

ている。周知された事項について医療安全ラウンドにて適時実施状況等を確認している。 

 医薬品安全管理責任者はこれらの業務を自ら行うか、あるいは院内の薬剤師に指示して、その状

況を確認している。 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

やむを得ず未承認薬の使用や、禁忌や適応外の処方が必要な際には診療科・部内で検討するとと

もに必要に応じて新規診療等検討委員会に申請することとなっている。医薬品安全管理責任者はそ

れらの状況を確認できる。また、院内の薬剤師は、特に禁忌・適応外の使用等に関しては、薬学的

知見に基づき、処方した医師に対して処方の必要性や論文等の根拠に基づくリスク検討の有無、処

方の妥当性を確認し、処方の提案等を行うとともに、その結果を医薬品安全管理責任者に報告する

こととなっている。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画

について」を参照 

有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する



 
 
 

 

規程の作成の有無  （ 有・無 ）  

・規程の主な内容： 

 ・ＩＣが必要な行為について        ・配慮すべきケースについて 

 ・ＩＣが成立するための要件について    ・蘇生行為を行わないこと（ＤＮＲ）への対応 

 ・ＩＣが免除される場合について        

 ・同意能力の有無について 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画

について」を参照 

有・無 

・活動の主な内容： 

病歴管理部長（責任者）として副院長（診療担当）を従前より配置している。なお副院長（診療担当）

は院内「病歴管理委員会」の委員長でもある。病歴管理部では適切な診療記録の管理と診療記録の記

載の点検・審査を行っている。また病歴管理委員会の下に診療記録監査小委員会を設置し、適切な記

載について監査・指導を行っている。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画

について」を参照 

有・無 

・所属職員：専従（6）名、専任（2）名、兼任（7）名 

 うち医師：専従（ ）名、専任（2）名、兼任（1）名 

 うち薬剤師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（2）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

・活動の主な内容： 

(1) アクシデント及びインシデントの収集・調査・分析・防止対策に関すること 
(2) アクシデント及びインシデントの事例・対策等の情報収集に関すること 
(3) 医療事故等防止対策の周知徹底に関すること 
(4) 医療事故等防止に係る病院内の巡視・点検・評価に関すること 
(5) 医療事故等防止に係る業務の提言・指導に関すること 
(6) 医療事故等防止対策マニュアルに関すること 
(7) リスクマネジメントに関わる教育・研修等の計画・立案・実施に関すること 
(8) リスクマネジメントに関わる各種委員会に関すること 
(9) 医療訴訟に関する事項 
(10) 医療上の紛争処理に関する事項 
(11) その他医療の安全管理に関すること 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
 
 医 師①：救命救急センター長と兼任 
 医 師②：環境安全管理室長と兼任 
 薬剤師①：薬剤部と兼任 



 
 
 

 
 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画につ

いて」を参照 

有・無 

・監査委員会の開催状況：年  回 

・活動の主な内容： 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  



 
 
 

 
    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 389 件（H27.5～H28.4） 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 105 件 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

(1) インシデント，アクシデント事例の検討 
(2) 医療安全研修強化 
(3) 研修医の注射指示に対する指導医確認の強化 
(4) リスクマネジメントに関する研究課題実施 
(5) 外来棟の転倒対策 
(6) その他医療事故防止のための改善等，必要な事項の審議 

 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・他の特定機能病院への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

・患者からの相談を一元的に受け付ける「患者相談・臨床倫理センター」を設置しており、安全管理

に係る相談があった場合、診療科や医療安全管理部門等と連携しながら適切な対応を行う。 

  

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 



 
 
 

 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・研修の実施状況 

○Ｅラーニングシステムを利用して、毎年度全教職員に対して医療安全・感染対策等の研修を実施。 

○新規採用職員による合同オリエンテーション・リスクマネジメント研修を 4月初日に開催して医療

安全・感染対策等の研修を実施。 

○臨床研修医については、採用前に事前研修を開催して、医療安全・感染対策等の研修を実施。 

○中途採用者を含む全ての新規採用者（医師のみ）に対して、毎月２回医療安全・感染対策等の研修

を実施。 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」を参照 

・研修の実施状況 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

 ・日本医療機能評価機構等 

認定期間  ： 平成２７年１月２４日～平成３２年１月２３日 

認定証発行日： 平成２７年３月６日 

認定病院種別： 一般病院 

認定番号  ： 認定第ＪＣ３８４－３号 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  ・HPを用いて随時発信を行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

・マルファン外来  

当院においては（2005年4月開設）、院内の関連する診療科（循環器内科・外科、小児科、整形外

科、眼科など）が一堂に会して、院外の医療機関との積極的な連携を図りながら、マルファン症

候群や類縁疾患の早期診断と治療を行う。 

また「自分はマルファン症候群ではないか」「兄弟姉妹や子供はどうか」という不安に対し、ゲ

ノム医学センターとも連携して相談に応じる。 



 
 

(様式第 8) 

                                                       東大院 総 第 ２７７号  

平成 ２８年 ９月 ６日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名  五神 真   (印)  

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 
・副院長（安全担当。医師、常勤職員）を医療安全管理責任者とするための内規改正を平

成 28 年 10 月までに実施予定である。 
 
 
2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置 
・医療安全管理責任者が医薬品安全管理責任者および医療機器安全管理責任者を統括する

旨を追加する内規改正を平成 28 年 10 月までに実施予定である。 
・医薬品安全管理責任者の業務を明確化する内規を平成 28 年 10 月までに制定予定である。 
 
 
3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 
・副院長（診療担当）を責任者として従前より配置している。 
・院内には「診療情報提供・インフォームドコンセント委員会」が設置され、内規も定め

られており、従前より運用されている。委員長は副院長（診療担当）である。 
 
 
4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 
・「説明と同意（インフォームドコンセント）に関するガイドライン」（平成 15 年 1 月 24
日制定、平成 27 年 3 月 12 日改訂）を制定済みである。 

 
 

5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置 
・副院長（診療担当）を責任者として従前より配置している。 
・院内には「病歴管理部」が設置されており、部長は副院長（診療担当）が担当している。 



 
 

・院内には「病歴管理委員会」が設置され、内規も定められており、従前より運用されて

いる。委員長は副院長（診療担当）である。 
 
 
6. 規則第９条の23第１項第10号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施する

ための予定措置 

・全死亡症例報告システムを平成 27 年 6 月より導入済である。 
・当院では、患者の診療やケアにおいて、本来のあるべき姿から外れた行為や望ましくな

い事態の発生をインシデントと呼んでいる。この場合は、72 時間以内に医療安全管理部

門（当院では医療安全対策センター）へ報告するものとしている。 
また、患者に新たに濃厚な処置や治療が必要となった事例については、病院としての

迅速性を確保するためアクシデントレポートとして報告をするよう周知している。その

場合は、24 時間以内に医療安全管理部門（当院では医療安全対策センター）へ報告する

ものとしている。 
 
 
7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 
・東京大学全体として内部関係者、外部関係者を問わない情報提供窓口である「コンプラ

イアンス通報窓口」が従前より設置されており、関係規則も定められている。 
・病院内には内部通報窓口として、院内 HP に「危険予知投稿」システムを従前より設置

している。 
・危険予知投稿に寄せられた情報を適切に取り扱うための内規を平成 28 年 10 月までに制

定予定である。 
 
 
8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 
・診療の状況を把握するためのデータ収集については、従前より国立大学病院で実施して

いる「病院機能指標」（調査指標例：手術あり肺血栓塞栓症予防対策実施率等）調査の結

果をもとに定期的に確認している。 
・従業者の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認のため、従前より医療安全＆感染

対策にかかる e-ラーニングを毎年 3 回実施し、全教職員が受講必須としている。 
 
 
9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 



 
 

・平成 29 年 4 月までに、既存の院内部門に高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する

業務を担わせるための内規改正を実施予定である。 
 

 
10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難

度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を作

成するための予定措置 
・平成 29 年 4 月までに、病院内に高難度新規医療技術の提供の適否を検討する委員会を立

ち上げ、内規を作成し、運用を開始する予定である。 
 
 
11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するための

予定措置 
・平成 29 年 4 月までに、既存の院内部門に未承認薬等を用いた医療の提供の適否等を決定

する業務を担わせるための内規改正を実施予定である。 
 
 
12. 未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承

認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を

定めた規程を作成するための予定措置 
・実施の適否については院内の担当部門が管理するべく、平成 29 年 4 月までに内規を作成

予定である。 
 
 
13. 監査委員会を設置するための予定措置 
・現在、監査委員会の内規案を作成するとともに監査委員会外部委員の人選を進めており、

平成 29 年 4 月までに委員会を設置予定である。 
 
 
14. 他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 
・立入り、受入れの方法や内容については厚生労働省から示されると説明を受けているが、

現在のところまだ示されていない。 
今後、厚生労働省から示される立入り及び受入れの方法、内容を参考に来年度から行

う予定である。 
 



 
 

15. 職員研修を実施するための予定措置 
・従前より、医療安全＆感染対策にかかる e-ラーニングを毎年 3 回実施し、全教職員が受

講必須としている。 
・全職員を対象とした医療安全に関する研修を年 4 回実施している。 
・その他、新入職者（毎年 4 月）については入職時に、以降の中途採用者については毎月 2

回研修を実施している。 
 
 
16. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
・国立大学附属病院長会議が実施する研修(今後検討予定)に来年度から参加予定である。 

 
 
17. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（6）名、専任（2）名、兼任（7）名 
 うち医師：専従（ ）名、専任（2）名、兼任（1）名 
 うち薬剤師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（2）名 
 うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（1）名 
 
 
18. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
・現在、専任の医師 GRM を 2 名配置しており、平成 32 年 4 月までに就業時間の 8 割以上

を医療安全部門の業務に従事する者を配置する予定である。 
・専従の看護師 GRM を 2 名配置している。 
・平成 28 年 10 月 1 日付けにて、就業時間の 5 割を従事する薬剤師 GRM を 1 名配置。平

成 30 年 4 月までには複数名を配置し、平成 32 年 4 月までに就業時間の 8 割以上を医療

安全部門の業務に従事する者を配置する予定である。 
 


